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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章　墓所カタコンベにて







　　　　１




　浅い眠りから目を覚ますと、誰かの気配がした。

　少女は欠伸あくびをしながら起きあがる。かすかに背中がこわばっているのを感じた。ほとんどクッションのない古いソファに横たわっていたからだろう。脚あしも肘ひじ掛かけも優ゆう美びな装そう飾しよくによって埋め尽くされたロココ様式の家具だったが、座り心地を考こう慮りよに入れて作られたものではないらしい。もちろん、眠るために作られたものでもない。

　他の調ちよう度ど品ひん全て──中央にある丸いテーブルも、その前に置かれた椅い子すも、壁に据すえ付けられたドレッサーも、その反対側の壁にある大だい理り石せきの暖だん炉ろも、ソファと同じ様式で統一されている。

　ここがどこにあるどのような建物なのか、彼女は知らない。連れてこられて以来、この部屋を出たことは一度もなかった。壁に施ほどこされた複雑な浮き彫りや、古びた調度品の数々や、アーチ状の高い天井からぶら下がっているシャンデリアから、かろうじて古い洋館──あるいは城の一室だということが分かるだけだった。

　部屋にある全てのものには、黒と白の色しき彩さい以外は使われていない。まるで古い写真の中にいるようだった。

　この部屋にはどこにも扉がない。大きな窓はいつも開け放たれているが、外の景色を見ることは出来ない。粘りつくような乳にゆう白はく色しよくの霧が広がっているだけだった。今はおそらく昼下がりのはずだ。

　彼女は新鮮な空気を吸いたくなって、スカートの裾すそを踏まないよう慎しん重ちように窓の方へ歩き出した。ここは地上からかなり離れた階にあるらしく、窓から身を乗り出すとひやりとした風が下の方から吹きつけてくる。

　ドレッサーの前を通りすぎる時、鏡かがみの中にいる自分をちらりと見る。少しウェーブのかかった淡い色の髪に茶色の瞳ひとみ。かすかに赤みの射さした白い頰ほおとピンク色の唇。身につけているのは白のレースで縁ふち取どられた黒いドレス。ウェストのあたりは細く締まっているのに、幾いく重えにもひだのついたスカートは傘かさのように大きく広がっている。この部屋も含めて、以前は他の誰かのものだったのだろう。生き地じの肌はだ触ざわりや匂においからすると、おそろしく古いものだった。

　時々、自分が何百年も前からここにいるような気分になる。時間の感覚が少しずつ薄れてきていた。この部屋では季節の移り変わりもはっきり分からない。本当ならもう夏になっているはずだった。

　かすかに部屋の隅すみから物音が聞こえた。振り返ると、陶とう器きのトレイを手にした小こ間ま使づかいが衝つい立たてのかげから現れたところだった。若い外見は二十歳さいよりも上には見えない。褐かつ色しよくの肌はだやくっきりとした顔の造形からすると、この国の出身ではないのかもしれない。シニョンにまとめた銀色の髪には、小さな白いキャップがかぶせられていた。

「……いたんだ」

　と、少女はつぶやく。眠りに落ちる前までは彼女一人だった。

「はい。つい先ほどから」

　にこりともせずに答えると、小間使いはテーブルに近づいていった。そして、トレイに載っていたティーセットを並べ始める。部屋の中にかすかに甘い香りが漂い始めた。

「お茶の時間でございます……イレーナ様」

　名前で呼びかけられた途と端たん、彼女はむうっと頰ほおをふくらませた。

「礼れ菜なだって何回も言ったでしょ」

　抗議しても小間使いはまったく表情を変えなかった。

「お茶はどうなさいますか？」

「……飲む」

　しぶしぶ礼菜は答える。変化のないここの生活の中で、この午後のお茶がほとんど唯ゆい一いつの楽しみな日課だった。

「今日はハーブティーにいたしました、イレーナ様」

　落ち着いた低い声で小こ間ま使づかいが言った。

「礼れ菜なだってば」

「存ぞんじております、イレーナ様」

「……存じてないじゃん」

　礼菜は小声でぼやいた。ここに来て以来、何度となく繰り返された会話だった。




　篠しの宮みや礼菜がここへ連れてこられたのは、六月の半なかばのことだった。

　この館やかたを所有しているのは人間ではない。人間の存在を脅おびやかす「敵」であり、古こ来らいから人間社会のかげに潜ひそむ魔ま人じん──テリオンたちの持ち物だった。彼らの組織は「クランテリオン」と呼ばれており、この館もその活動拠きよ点てんの一つであるはずだった。

　礼菜はルスラン・ヴォルクと名乗るテリオンにさらわれてきた。人じん狼ろうの血を受け継いだルスランは、最も多くの人命を奪ったテリオンだった。

「……あたし、これからもずっとこの部屋に閉じこめられてるの？」

　椅い子すに腰かけながら礼菜は言う。ポットの柄えを握っている小間使いの手が一瞬止とまった。

「この館の主人の許可が下りるまでです」

「それってルスランのこと？」

　またわずかな間があった。むろん、彼女を世話しているこの奇き妙みような小間使いもテリオンの氏族クランに属している。

「いいえ。ルスラン様であれば、イレーナ様をこの部屋に留め置かれるようなことはなさいません」

　そう言いながら小間使いはカップを礼菜の前に置く。礼菜は目を瞠みはった。珍しくこちらの質問に答えたせいもあったが、小間使いの声や表情に苦にが々にがしさが漂っていたからだ。彼女が感情をはっきりと表おもてに出すことは滅めつ多たにない。

「ふーん。じゃあ、ここの主人ってルスランと仲が悪いの？」

　小間使いがかすかに息を吞む音が聞こえた。触れるべきではないことに触れてしまったらしい。ルスランはクランテリオンの幹かん部ぶではあるようだが、誰からも支持されているわけではないらしい。快く思わない者もいるらしいことが分かってきていた。

　結局、小間使いはその質問には答えなかった。次に口を開いた時には、もういつもの無表情に戻っていた。

「ルスラン様を『お兄にい様』とお呼び下さいませ、イレーナ様」

　今度は礼菜が返事を避ける番だった。礼菜も人狼の血を引くテリオンであり、ルスランは礼菜の兄であるらしい。しかし、人間として生活してきた礼菜には、自分の正体にも実の兄にも馴な染じめなかった。「イレーナ・ヴォルク」という本名も自分のものだとは思えない。

　礼れ菜なは黙ってカップを口に運んだ。爽さわやかな香りが口の中に広がる。まるで花そのものを口に含んだような気がした。彼女は驚いて顔を上げる。

「これってなんのお茶？」

「今け朝さ、採れたばかりのカモミールにレモングラスを少し加えました」

「すごく美お味いしいよ、これ」

　これでなにかお菓子があれば文句ないんだけど、と礼菜は思う。出される食べ物は申し分なかったが、ここでは甘いものがほとんど出てこない。

「恐れ入ります」

　小こ間ま使づかいは丁てい重ちように頭を下げる。一瞬、照れたような微笑が口元をよぎった。彼女もまた礼菜をさらってきたクランテリオンの一員だが、礼菜への細こまやかな気き遣づかいを欠かさなかった。

　礼菜は彼女が嫌いではない。他のテリオンも時とき折おりここへやって来るが、話をする気になれるのは彼女一人だった。

「そういえば、今日って何月何日？」

「七月十日です」

　学校に通っていれば、そろそろ期末テストの終わる頃だ。ふと、礼菜は駅前にある洋よう菓子店のことを思い出した。下校の時間が早いテストの終了日には、少し遠回りをして必ずそこでシュークリームを買うことに決めていた。

　そうして、一緒に暮らしている拓たく也やと二人だけで食べるのだ。拓也は礼菜の気まぐれとしか思っていなかったはずだし、礼菜自じ身しんもあまり深く考えていなかった。しかし、彼女は無意識のうちにそういう二人だけのイベントをいくつも作っていた。

　そういう自分に気付いたのは、ここへ来てからだった。

（……拓たくちゃん）

　ルスランにさらわれたあの日、遠ざかる自分を見送っていた彼の目は、いつか助けに行くと語りかけていた気がする。きっと拓也は来てくれると礼菜は信じていた。

　しかし、元の生活に戻ることを望んでいいのか、今の礼菜には自信がなかった──自分は人間ではないのだから。

「どうかなさいましたか？」

　礼菜ははっと我に返った。思いに沈んでいたのが顔に出ていたらしい。小間使いが彼女の様よう子すをじっと窺うかがっている。

「ご気分がすぐれませんか？」

「え……あ、そういうんじゃないけど」

　なにかのきっかけがあると、すぐに拓也のことを思い出す。しかし、テリオンである彼女にはそれを話さない方がいいような気がした。

「あたしの学校のそばにケーキ屋さんがあったんだけど、そこのシュークリームのことを思い出してたの」

　礼れ菜なは拓たく也やには触れずに、どうでもいいことだけを話し始める。

「そこのシュークリーム、雑誌とかでも紹介されてて、すごく美お味いしいんだよ。遠くから買いに来る人も沢たく山さんいて、いつもお昼過ぎには売り切れちゃうの。見た目とかは普通なんだけど、カスタードクリームが濃くて、シューがさくっと軽くて……」

　礼菜は口をつぐんだ。小こ間ま使づかいは目を細めて話に聞き入っている。あたしなんか怒らせるようなこと言ったかな、と思っていると、

「……『シュークリーム』というものは、そんなに美味しいのですか？」

　いつもと同じ抑よく揚ようのない声で言った。どうも興味を惹ひかれただけらしい。

「食べたことないの？」

「ええ。見たことはありますが」

「でも、お茶は淹いれるの上手じようずじゃん。お菓子は好きじゃないの？」

「ルスラン様がお茶をお好みなので、一通り淹れ方を教えていただいただけです。わたくし自身はお茶を飲みませんし、お菓子も食べません」

（……ルスラン、お菓子は食べないんだな）

　お茶は出てきてもお菓子が出てこない理由がなんとなく分かった。

　ふと、この小間使いがどういう生活を送ってきたのか、礼菜は不ふ思し議ぎに思った。「人間」の姿をしている時は、自分とさほど変わらない年ねん齢れいの女の子に見える。お茶もお菓子もない生活というものが、礼菜には想像つかなかった。

「わたくしはこれから出かけなければなりません」

　窓の方を振り返りながら小間使いは言った。

「おそらく、数日は戻れないでしょう。後ほど他の者がイレーナ様のお世せ話わに参りますが、至らないところがあるかもしれません。どうかしばらくご辛しん抱ぼう下さい」

「うん……分かった」

　礼菜はうなずいた。このテリオンには組織から与えられた役割がある。そのせいか留る守すにすることも多かったが、必ずこうして礼菜に告げてから出かけていく。そういう律りち儀ぎさも礼菜には嬉うれしかった。

「それでは失礼いたします」

　小間使いは一礼してくるりと背を向け、シニョンキャップとヘアピンを外して長い髪をふわりとほどく。銀ぎん髪ぱつをなびかせながら早足で窓へ向かっていった。

「バレットさん」

　思わず礼菜が呼びかける。窓まど枠わくに手をかけた姿し勢せいのまま、小間使いは振り返った。

「『さん』は不要です。バレット、とお呼び下さい」

　レディ・バレットの背中を服ごと黒い羽う毛もうが覆おおい始めていた。同時に二枚の猛もう禽きんの翼つばさが、めりめりと音を立てながら体の外側へ押し出される。

「ご用件は？」

　翼を震わせながら彼女は尋たずねる。

「あの……」

　一瞬、礼れ菜なはためらった。

「気を付けてね……って言いたかったんだけど、あたしが言うのもヘンだよね」

「……そうですね」

　レディ・バレットはあっさり応じた。彼女の役割は裏切り者の探たん索さくや、その疑いのあるテリオンの監かん視し──内ない偵ていのようなものだと聞いた。礼菜も彼女に「監視」されている対たい象しようの一つなのだ。

「ですが、お気き遣づかいには感謝いたします。それでは」

　彼女は窓まど枠わくを乗り越えると、ためらいもなく空中へ飛び出した。瞬しゆん時じに彼女の全身が完全に「反転」し、一羽の巨大な黒い隼はやぶさへと変化する。

　本来の姿を取り戻したレディ・バレットは大きく羽ばたいた。その風が窓を越えて部屋の中に舞いこんでくる。礼菜は目を閉じそうになりながら、たちまち霧の向こうへ飛び去っていく彼女を見送った。
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　　　　２




　レディ・バレットが東京に到着したのは夜も更けてからだった。風を切って飛ぶ彼女の真下には無数の光を放つ夜の街が広がっている。

　この明かりの下に無数の人間の営みがあるはずだが、彼女はそれに対して特別な感情を抱かなかった。テリオンとして純血に近い彼女は、人間という生き物への興味が薄い。ただ、かすかな憐れん憫びんの情じようを覚えるだけだった。この過か剰じような光を生み出したのは人間の闇やみへの恐怖だ。過剰な光によって人間は自分たちを包む闇を必死に拒こばんでいる。

　闇を見通す両りよう眼めを持つ彼女には理解出来ないことだった──このような幼稚な拒きよ絶ぜつには、限界があるというのに。

　唐とう突とつに光が途と切ぎれ、大地に刻まれた黒点のようななにもない円形の土地が現れる。かつて「災さい厄やく」によって吹き飛ばされた新しん宿じゆくの跡地だった。この街が消されてから八年が過ぎた今でも、この土地に人間たちは再び足を踏み入れ、闇を振り払う勇気を持てないでいる。

「災厄」の発生源げんからやや東寄りの場所で、彼女は向きを変えて一直線に落下していった。両眼は地面までの距離を正確にとらえている。地面に達する直前で大きく翼つばさを広げて減げん速そくし、舞い上がる土つち埃ぼこりの中心に音もなく着地した。

　再び人間の姿を取ったレディ・バレットは周囲の景色を確かめる。見渡す限り人間もテリオンもいない。まるで海の向こうの景色のように、街の明かりが地平線の近くを彩いろどっているだけだった。

　今、彼女が確かめているのは自分の立っている場所の正確な位置だった。上空から狙い定めた通りの場所に降りた自信はあったが、東西南北にかすかに見える建物との距離を目もく測そくし、確認するのが習慣になっている。

　彼女はなんの目印もない地面をこつりと踏む。

　突然、目の前の地面が二つに割れ、音もなく沈んでいった。観かん音のん開びらきの扉を開けるように、地面に正方形の穴が開いていく。完全に穴が開ききるのを待ってから、彼女は中へと足を踏み入れる。その先は地下へ伸びる石造りの螺ら旋せん階段だった。

　彼女は暗くら闇やみの中を危なげなく降りていった。それにつれて足下から湿った空気とともに同族の禍まが々まがしい殺さつ気きがいくつも立ちのぼってくる。彼女は服の下に隠かくしている武器──戦器オニクスの存在を意識する。ここへ来るたびに油ゆ断だんは禁きん物もつだと自分に言い聞かせていた。

　やがて階段が終わり、短い廊下の先に天井の高い円形のホールが現れる。通路や天井と同じように完全な石造りの空間だった。強い荷重に耐えるために天井はドーム型になっており、カーブを描く壁のそばには装そう飾しよくの施ほどこされた太い柱が等とう間かん隔かくに立っていた。

　明かりはどこにもなく、物音も聞こえない。

　壁には鉄てつ格ごう子しつきの覗のぞき窓がついた扉がずらりと並んでいる。開け放たれているドアもあるが、ほとんどは閉ざされたままだ。その向こうからは同族たちの濃のう厚こうな気配が感じられる。

　ここは禁きん忌きに反したテリオンたちを閉じこめておく監かん獄ごく──「墓所カタコンベ」だった。




　墓所カタコンベは「災さい厄やく」のずっと以前からここに存在してきた。この施設はかつての新しん宿じゆく御ぎよ苑えんの敷しき地ち内にある。東京の中心地にありながら、都市開発によって発見されることがなかったのもそのせいだった。

　クランの内部ですらこの施設の正確な場所を知る者はあまりいない。ここだけではなく、組織にとって重要な施設は末まつ端たんのテリオンに知らせない決まりになっていた。以前、組織の宝物である金色の戦器オニクスの一本を盗み出した裏切り者のテリオン──あのオフリス・ペインキラーも、この「災厄」の土地の真下にこのような施設があることを知らなかった。

　オフリスは結局殺ころされたが、もし生きてバレットたちに捕らえられていたら、ここへ収容されたに違いない。

「……バレット」

　すぐそばの柱から、耳みみ慣なれた男の声が聞こえた。青いスーツを着た細ほそ身みの男が柱にもたれて立っていた。カールした淡い色の髪や顔立ちは礼れ菜なによく似ている。鞘さやに収まった金色の大剣クレイモア──昴こう陣じんアストラ・カストラを携たずさえていた。

「ただいま到着いたしました、ルスラン様」

　バレットは一礼する。「災厄の絶ぜつ星せい」ことルスラン・ヴォルク──彼女も詳しよう細さいは知らされていないが、かつてこの新宿の地上を消したのもこのルスランだった。

「早かったね」

　ルスランは彼女に近づいてきた。

「至急のご用件と伺うかがいましたので」

　バレットもクランテリオンに属しており、役職も与えられてはいるが、組織よりもルスラン個人に仕えていると言っていい。クランテリオンの中でもルスランの右腕と見なされる存在だった。

「そう。実は……」

　彼女の主人が言いかけた時、ちゃりん、と広間の奥から金属音が響ひびいた。バレットは反射的に身構えて闇やみの奥を見み据すえる。肌はだを刺すような冷気が奥から流れてきていた。

　柱のかげから黒くろ髪かみを長く伸ばした少女が半身を覗のぞかせていた。サイズの大きすぎる青いコートを身にまとっているが、外見はせいぜい十代半なかばというところだった。大人おとなびてはいるがほっそりと整った顔だちだった。青いゴーグルを額ひたいにずらしてかけていた。

「……あれは」

　バレットは思わずつぶやいた。その声に気付いたのか、少女は二人の方に顔を向け、子供のような笑みを浮かべた。

「おいで、水すい漣れん」

　ルスランが呼びかけると、水漣と呼ばれた少女はよろけながら柱のかげから抜け出し、緩かん慢まんな動きでバレットたちの方へ近づいてきた。一歩進むたびに彼女の体から金属をぶつけ合う音がする。コートの太い袖そでから不ふ釣つり合いに細い両腕が伸びているが、同時に何本もの黒い鎖くさりが垂れ下がっている──その鎖が彼女の戦器オニクスの一部だった。

「どうして受刑者が牢の外へ出ているのですか？」

　バレットはルスランに問う。生死に関わらず、向こう百年は彼女を墓所カタコンベから出さないというのが、ルスランを含むクランテリオンの上層部の下した決定のはずだ。収容される時に取り上げられたはずの戦器オニクスまで身につけている。

「さっき、ぼくが外に出すよう命令した」

　こともなげにルスランが答える。バレットは言葉を失った。だとすると、解放されたのは一人だけではないはずだ。一緒に収容されていた「共犯者」がいる。

「水漣、止まれ！」

　その時、よく響ひびく声が墓所カタコンベのホールを貫つらぬいた。水漣はぴたりと動きを止める。別の柱のかげから、今度は全身に赤を身にまとった少女が現れる。着ている服は赤いブラウスにショートパンツ、ポニーテールの髪も赤く染め、赤いゴーグルを首からかけている。

　その統一を乱しているのは肩にかついだ黒い長ちよう銃じゆうだった。銃じゆう身しんの途中に大きな球状のふくらみがある。銃というより長い柄えのついた棍こん棒ぼうのように見えた。

　彼女が水漣の「共犯者」だった。

「あたしに断りもなく水漣に話しかけるな、ルスラン」

　彼女は怒ど気きを含んだ低い声を発しながら、ルスランの傍かたわらに控えているバレットに目を留めた。何者かと訝いぶかっている目だった。

　この少女たちを目にするのは五年ぶりだった。それ以前にも何度か顔を合わせており、バレットの方は彼女たちを知っている。しかし、向こうはバレットを憶おぼえていないらしい。五年前、バレットはまだ専用の戦器オニクスも持たず、役職も与えられていない末まつ端たんのテリオンにすぎなかった。

　赤い少女は微び動どうだにしない水漣の隣となりに立つ。

　二人は性格も服装も戦器オニクスもまったく異なっている。鋭い目でルスランたちを睨にらめつけるこの赤い少女と、ぼんやりと弛し緩かんした笑みを浮かべている水漣はくっきりとしたコントラストをなしている。

　しかし、彼女たちの顔は瓜うり二つ──双そう生せい児じだった。

「久しぶりだね、火か凛りん」

　ルスランが屈くつ託たくのない笑顔で言うと、赤い少女の目がぎらりと光った。

「そうだな、ルスラン。お前があたしたち二人をここに放りこんで以来だよ」

　火か凛りんは肩にかついでいた銃をくるりと半はん回転させ、胸の高さで構えた。銃じゆう口こうはまっすぐルスランに向けられている。銃じゆう身しんの丸い奇き妙みような突とつ起きが、眠りから覚めるようにかすかに振動し、唸うなりを上げ始めた。バレットは盾たてとなるために反射的にルスランの前に飛び出した。右手をエプロンとスカートの間に差しこみ、その下に隠かくした戦器オニクスをしっかりと握りしめる。

「大丈夫だよ、レディ・バレット。火凛は撃うたない」

　ルスランは静かに言った。彼は指ゆび一本動かしていなかった。

「……ですが」

　バレットは火凛から目を離さずに言う。この相手を信用する気には到とう底ていなれなかった。この姉妹ほど、クランの中で悪あく名めいと凶きよう猛もうさを轟とどろかせたテリオンはそう多くない。彼女たちはかつて大きな罪を犯していた。金色の戦器オニクスを操あやつるルスランだからこそ、それ以上の被害を出さずに捕らえることが出来たと言われていた。

　この二人が墓所カタコンベに収容されたのは五年前だ──残りの刑期は九十五年。その「罪」を考えれば、死刑にならなかったのが不ふ思し議ぎだった。

「ぼくと戦うために外へ出たわけではないからね」

　ルスランの言葉に、火凛は舌した打うちをしながら銃口を下げる。バレットはいつでも戦器オニクスを取り出せる体勢のまま、傍かたわらの柱まで後ずさりをした。

「なにをしなければならないか、分かっているだろう？」

　ルスランが火凛に尋たずねると、彼女は馬鹿にしきったようにああ、と答えた。

「……篠しの宮みや拓たく也やってアルカミレスを殺して、金色の戦器オニクスを回収するんだったな」

　バレットはかすかに目を細めた。あのイレーナと一緒に「人間として」暮らしていた少年の名だ。今はクランテリオンに対抗する組織「方舟アルカ」の戦士──アルカミレスになっているはずだ。

「お前がしでかした不ふ始し末まつらしいじゃないか、ルスラン」

　火凛は薄うす笑わらいを浮かべる。先月、イレーナを取り戻したルスランは、彼に刃は向むかおうとする拓也をあえて殺さなかった。その上、オフリス・ペインキラーに奪われた金色の戦器オニクスのうちの一本は拓也の手にある。

　バレットにも状況が吞みこめた──これはクラン上層部と火凛たちとの取り引きだ。おそらく篠宮拓也の殺害と引き替えに、彼女たちの赦しや免めんを確約したのだろう。強力なテリオンである上に、金色の戦器オニクスの使い手と戦った経験もある。拓也に差し向ける刺し客かくとして、これ以上の適任者はいなかった。

「クランを代表して、一つ言い渡しておくことがある」

　火凛の皮ひ肉にくを無視して、ルスランは口を開いた。

「今回の任務にあたって、クランの規律を破ることも、クランに不利益をもたらすことも一切許されない。お前たちの行動は常に監かん視しされることになる」

　ルスランはバレットに視線を走らせる。彼女ははっとした。ルスランが彼女をここへ呼んだのは、火か凛りんたちを監かん視しさせるためなのだ。

「そこの女が監視者か。そんなことだろうと思った……まあ、好きすればいいさ。あたしたちはもう出発していいのか？」

「構わないよ。レディ・バレットはお前たちを見失わない」

　火凛はかすかに鼻を鳴らした。

「……へえ。それじゃ、勝手にさせてもらうよ」

　火凛は再び銃を肩にかつぐと、水すい漣れんの首から垂れているひときわ太い鎖くさりをぐいと引っ張った。

「水漣、動け。あたしに付いて来い」

　その言葉を合図に、水漣が眠りから覚めたように動き始めた。今の水漣は火凛に完全に従属しているらしい。かちゃかちゃと鎖の音を立てながら、片割れの少し後ろをついていく。バレットは柱の前に立ったまま、無言で二人を見送ろうとする。

　バレットの前を通りすぎる時、火凛は冷ややかにバレットを一いち瞥べつした。

「召めし使つかいのくせに貴レ婦デ人イか。ふざけた名前だな」

　その瞬間、バレットの頭に血が上った。名前について侮ぶ辱じよくを受けることは、彼女にとって最も耐え難いことの一つだった。彼女の右手が己おのれの戦器オニクスを握りしめる──。

「バレット！」

　鞭むち打うつようなルスランの声に、戦器オニクスを取り出しかけた手が止まった。振り返った火凛がエプロンに隠かくれたバレットの手元をじっと見つめている。バレットが戦器オニクスから手を離すと、つまらなそうに背を向けて歩き出した。




「……あのような下げ賤せんな者たちを野に放ってもよろしいのですか」

　姉妹が出て行ってから、レディ・バレットは口を開いた。表情はいつも通り平静を保っていたが、内ない心しんではまだ怒りが収まらなかった。今の「レディ」の称しよう号ごうは彼女が戦器オニクスを扱えるようになった記念にルスランから授けられたものだ。その名を穢けがすことはたとえ誰であろうと許せなかった。

「しかし、弱くはないよ。それはお前にも分かるだろう」

「……ええ」

　バレットはしぶしぶ認めた。火凛の挑ちよう発はつは感情任まかせのように見えて、別の意図があったように思える。彼女は最初からバレットが自分たちの監視役やくだと見み抜ぬいていた。ルスランに銃を向けたのも、バレットの反応を誘うためかもしれない。彼女がどのような戦器オニクスを使うテリオンなのか、探りを入れていたのではないだろうか。

　火凛がそのような老ろう獪かいさを持つとすると、戦いの際にそれは長所となるはずだ。二人が力を合わせれば、オフリス・ペインキラーなどよりずっと手て強ごわいだろう。

「あの『人の子』では火か凛りんたちには勝てないだろうね」

　と、ルスランがつぶやいた。「人の子」というのはあの篠しの宮みや拓たく也やのことだ。バレットも同じことを考えていた。おそらく、バレットの目の前で拓也は死ぬことになるだろう。ただ、ルスランの声にそれを惜しむような響ひびきがあるのが気になった。

「もし、あの姉妹が不利な状況に陥った時はどういたしますか？」

　言げん外がいに自分も加か勢せいするべきかどうか尋たずねたつもりだった。しかし、ルスランは首を横に振った。

「あの姉妹の行動がクランの規律や利害に抵てい触しよくするか、それだけに注目していればいいよ。それ以上のことは火凛たちも望まないだろう」

「……かしこまりました」

　そう言いながら、彼女はこの主あるじの意図を計りかねていた。つまり、火凛たちが敗北したとしても助けてはいけないと言っているのだ。敵であるはずの拓也を殺したがっていないように思える。

「不満かい、バレット」

「いいえ。不満ではありません」

　と、バレットは答えた。

「ただ、どうしてあの時、篠宮拓也を始し末まつなさらなかったのかと思いまして……きっと深しん甚じんなるお考えがあってのことでしょうが」

　先月、イグニス・アウルムを持ち帰らずに礼れ菜なだけを連れ帰ったルスランにクランの他の幹かん部ぶたちは不満を露あらわにしたと聞いている。ルスランは同じ血族のイレーナを「救出する」ことを最さい優先した結果だと説明したが、それはルスランへの反感をむしろ煽あおったようだった。

　しかし、金色の戦器オニクスの使い手であり、絶大な力を持つ「災さい厄やくの絶ぜつ星せい」に強い批判は出来ない──そこで、彼らは火凛たちを刺し客かくにすることを提案した。もし、彼女たちが任務を達成してクランに復帰すれば、ルスランに対抗する勢力の一員として迎えられるはすだ。

「バレットは皮ひ肉にくまで上手じようずになったね」

　ルスランは苦く笑しようした。

「深い考えなどありはしないよ。あの時とき篠宮拓也に話した通りだ。金色の戦器オニクスを欲しがる連れん中ちゆうを、ぼくの代わりに相手してほしいんだよ。今は些さ細さいなことに手間を取らされたくないんだ……聖婚ヒエロス・ガモスの日もそう遠くないからね」

　バレットは口をつぐんだ。主人の真意を詮せん索さくするのは、彼女にとって不ぶ作さ法ほうな行為の一つだった。

　ルスランは墓所カタコンベの天井を見上げた。天井のドームは星せい辰しん図が描かれている。数百年前の古い図だと聞いているが、ほとんど正確に本物の天空に倣ならっている。唯ゆい一いつの例外は中心に描かれた異い様ように大きな黒い星だった。それだけは実在していない。

　星々をつなぐ線も描かれているが、それは人間たちの持つ「星せい座ざ」とはまったく違う。テリオンにとって「星座」に該がい当とうするものは一つしかない。天空の中心にある黒い星と、他の主要な恒こう星せいを放ほう射しや線せん状につないだ「星座」──黒い太陽が闇やみを放射しているかのようなその図形が「聖婚ヒエロス・ガモス」と呼ばれている。存在しない星を中心にして描かれるこの「星座」は、テリオンの古い種族にとって唯ゆい一いつの信仰の対たい象しようだった。

　ルスランの言う「聖婚ヒエロス・ガモスの日」がなんなのか、バレットは断片的にしか知らない。クランの中でもごく一部の者にしか全ぜん貌ぼうを知らされていない極ごく秘ひ事項であり、末まつ端たんのテリオンたちの間では様々な噂うわさが飛び交っている。

　組織をまとめるための噓うそだと疑う者もあれば、祝福の日として待ち望む者もあった。バレットは待つつもりも疑うつもりもなかった。ルスランが来ると言っている以上、来るに違いないと信じていた。

「……妹は元気にしているかい？」

　天井を見上げたままでルスランは話題を変える。バレットはうなずいた。

「はい。つつがなく」

「……まだ、前の暮らしを恋しがっているんだろうね」

　バレットは彼女がシュークリームについて話した時の沈んだ目を思い出した。バレットには理解しがたい感情だったが、お菓子のような些さ細さいなこともあんな風ふうに恋しく思うのが人間なのだろうと思った。

「あまりあの館やかたには置いておきたくないが、テリオンとしての自分を取り戻してもらうにはあそこが一番いいからね」

「わたくしもそう思います」

　人としての過去など一刻も早く捨てるべきなのだ。その方があの少女にとっても幸せだとバレットは思う。今のままでは悲ひ嘆たんにくれる日々を送ることになるだろう。想像するだけで彼女の胸が痛んだ──あの少女が恋しがっているものは、やがて失われてしまうのだから。

　聖婚ヒエロス・ガモスの日とは、人間の滅ぶ日ということだった。
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　篠しの宮みや拓たく也やは廊下に立っていた。赤い照明で照らされているように、壁も天井も床も紅あかに染まっている。

（……どこだろう）

　他ひ人と事ごとのように彼は思う。知っている場所かもしれないが、時とき折おりぐにゃりとゆがむ視し界かいのせいではっきりとは分からない。

　自分の息づかいの他に物音は一いつ切さい聞こえなかった。

　体を見下ろすと、奇き妙みような殻からのような装そう甲こうに包まれていた。手足も顔も同じ装甲で覆おおわれている感かん触しよくがある。頭から爪つま先さきまでこの「殻」を身にまとっているらしい。

　彼の左手は誰かの手を握りしめている。繫つないだ手の先には無地の服を着た少女がいた。彼女の髪からは雨に打たれたようにぽたぽたと赤い滴しずくが落ちている。

（礼れ菜なだ）

　幼い頃の彼女だった。礼菜の両目は凍りついたように大きく見開かれたまま動かない。なにかに驚いているらしい。

　彼女の視線の先を辿たどると、一本の奇き妙みような柱のようなものがあった。数歩離はなれたところにあるその「柱」は、水から上がったばかりのように濡ぬれて光っている。廊下の真ん中でふらふらと左右に揺れながら、ゆっくりとどこかへ向かおうとしていた。

　ふと、拓也はもう片方の手を見下ろす。金色に輝く大剣クレイモアの柄つかを握りしめていた──他のものは全て真っ赤だというのに、この武器だけはなぜか元の色しき彩さいを保ったままだ。

（……えっ）

　剣の切きっ先さきのすぐそばの床に、二本の棒のようなものがごろりと転がっていた。

　拓也ははっと息を吞む。

　それは人間の両腕だ。まだそれぞれの手は細い刀とう身しんの剣を握りしめている──刀身に奇妙な文字が描かれていた。

　戦器オニクスだった。

　彼は顔を上げる。赤い柱めいたものは背を向けたテリオンだった。最初そう見えなかったのは、この魔ま物ものが両腕を失っていたからだ。上半身を動かすたびに、左右の肩口から閉めそこねた水道の蛇じや口ぐちのように液体がぼたぼたと流れ落ちる。

　不意に男が首を回して拓たく也やを振り返り、大きく口を開けてなにかを叫び始める。その男の顔には恐怖が貼はり付いていた。

（俺が斬きったんだ）

　男は悲鳴を上げながら拓也から逃れようとしている──彼の剣から。

　拓也は片手で剣を軽々と振り上げ、肩にかつぐように構えた。明らかに剣の間合いから外れているのに、テリオンの表情はさらに歪ゆがんだ。息づかいの他に誰かの声が聞こえる。甲かん高だかい子供の声。なにかが可お笑かしくて仕方がないような。

　それは自分の声だった。

（俺が、笑ってる）

　まるで鬼おにだ。拓也はぞっとした。

　次の瞬間、彼は剣を振り下ろした──。




　気が付くと拓也はベッドの上で大きく目を見開いていた。そこは見慣れた自分の部屋だった。全身に嫌な汗をかいている。もう夜は明けていて、ひんやりとした朝の風がカーテンをゆらしていた。

「なんだよ、今の……？」

　体を起こしながら拓也はつぶやいた。単なる夢ではないような気がする。いつどこで起こった出来事なのか、思い当たるふしがあった。

　拓也はベッドに立てかけてある、鞘さやに収まった金色の大剣クレイモアを見つめる。あの夢の中で幼い自分が振るっていた剣と同じものだった。八年前、このイグニス・アウルムを抜いた時に拓也はそれまでの記き憶おくを失った。今でもその記憶はほとんど戻っていない。

　自分が「方舟アルカ」という組織によって、人間社会を脅おびやかすテリオンと戦えるよう「調整」された戦士──アルカミレスだと知ったのはつい先月のことだ。クロノクレイドルという戦士を育成するための施設にいたらしい。

　その施設がテリオンに襲おそわれた時、同じくそこにいた礼れ菜なと逃亡し、以来この古こ滝たき市で一緒に育ってきた。今の夢はその時に本当にあった出来事なのかもしれない。

　夢の中で彼は明らかに殺すことを楽しんでいた。最近、過去の自分のことを考えると不安になることがある。今ここにいる自分と、本当の自分はまったく違う性質を持っているのかもしれない。

　例えば、笑いながら誰かを斬きり殺すような。

　拓也は首を振って自分の考えを振り払った。そして、剣の鞘さやを摑つかんで立ち上がる。この剣を肌はだ身み離さずに持っていなければならない。




　制服に着替えて一階に降りていくと、居間の座ざ卓たくに朝食が並んでいた。色の落ちた作さ務む衣えを着た老人が、庭に面した窓のそばであぐらをかいてぼんやりと外を眺ながめている。

「おはよう、拓たく也や」

　ちらりと振り返りながら老人が言う。この家の主あるじの篠しの宮みや和かず男おだった。八年前、この土地に現れた拓也と礼れ菜なを保護し、この家でずっと育ててきたのは彼だった。

「飯めしは出来とるよ」

「うん……」

　拓也は老人の分の食事がないことに気付く。礼菜が誘ゆう拐かいされてから、篠宮家の食卓はめっきり寂しくなった。家事担たん当とうだった礼菜が欠けただけではなく、和男が拓也と食事をすることが少なくなったからだ。

「……じいちゃんは？」

「暑くなってくると食欲がなくてな。後で食うさ」

　本当に後で食べてんのかな、と拓也は思った。体調を崩しているわけではなさそうだが、以前に比べると和男は少し瘦やせたように見える。

　拓也は黙って食事を始めた。意気消しよう沈ちんした和男を見るのはつらかったが、同時に別の思いも持っていた。礼菜は人じん狼ろうの血を引くテリオンで、拓也はそのテリオンに対抗するためのアルカミレス──篠宮和男の育ててきた二人の子供は、二人とも「普通の」人間ではない。テリオンもアルカミレスも、持ち主ぬしを真の姿へと「反転リトウルネ」させ、特とく殊しゆ能力を引き出す「戦器オニクス」を駆く使しして戦う者たちだ。

　人間ではない拓也たちに恐怖や疎うとましさを感じたとしても不ふ思し議ぎではない。しかし、「正体」を知った後も、和男の二人への気持ちはなにも変わらないようだった。そのことに拓也は少し安心していた。

　今、拓也の目的はルスランにさらわれた礼菜を助け、一刻も早く元の生活に戻すことだった。そのために彼はアルカミレスになった。

　拓也は強大な力を持つ金色の戦器オニクス・金きん焰えんイグニス・アウルムを振るう赤刃の王ロワ・デ・ロジエ──おそらく、最後のアルカミレスだった。

「今日も帰りは遅いんだな？」

　庭を見ていた和男が不意に口を開いた。

「うん……日ひ向な子こと山へ行ってくる」

「そうか。気をつけなさい」

　老人はそう言ってタバコに火を点つけた。この近くの山には篠宮家けの管理する土地がある。拓也はそこでほとんど毎日のように、同じアルカミレスの久く慈じ日向子から戦器オニクスを扱う手ほどきを受けていた。

　日向子はオフリス・ペインキラーを追ってこの町へやって来たアルカミレスで、今は拓也とコンビを組んでいる。パートナーであると同時に、金色の戦器オニクスの使い手である拓也を守る立場にあった。駅の近くにある一いつ軒けん家やを借りて、一人暮らしをしながら拓たく也やと同じ高校に通っている。

「少しは上じよう達たつしたか？　その……腕うで前まえは」

　ややあって老人が言った。

「……だいぶ慣れたよ」

　拓也は答えを少しぼかした。実のところ、大して「上達」しているとは言えない。

　アルカミレスは体内に埋め込まれている外殻クラスタと呼ばれる装そう甲こうを、戦器オニクスの力で外部に「反転リトウルネ」させることで武装する。外殻クラスタは装甲であるが、同時に常じよう人じん離れした身しん体たい能力をもたらす。

　拓也は全身をくまなく外殻クラスタで武装出来る、唯ゆい一いつにして「完かん璧ぺき」なアルカミレスだったが、今まで戦いの経験がまったくない上、外殻クラスタを身にまとえる時間が恐ろしく短い。時間は五分程度で、その後一時間は「反転リトウルネ」を行えなくなる。

　必然的に外殻クラスタを身につけての訓練は、限定されたものにしかならなかった。一ヶ月近くの訓練で、ようやく外殻クラスタをまとった自分の身体能力に慣れ、日ひ向な子この指示を素早く実行出来るようになってきた。しかし、本来アルカミレスが身につけるべき外殻クラスタを効果的に使った体術や、個々の戦器オニクスの特性を活いかした戦い方を学ぶところまでは行っていない。

　要するに、拓也は弱かった。

　後は実戦の中で経験を積むしかないと日向子は考えているらしい。とにかく、戦っている間は自分が普段の篠しの宮みや拓也ではなく、アルカミレスであると信じることだと言われていた──後は自分が守る、と。

（こんな状態でいいのかな）

　内ない心しん、今すぐ礼れ菜なを助けに行きたかったが、彼女がどこにいるのか分からない。それに、仮に分かったとしても拓也のアルカミレスとしての力は足りない。じりじりしているうちに時間だけが過ぎていた。

　突然、携帯の着メロが鳴った。画面を見ると「日向子」の名前がある。拓也は通話ボタンを押した。

「おはよう」

　と、拓也は言った。しかし返事はなく、車の走る音が聞こえるだけだった。日向子はもう家を出て、学校へ向かっているらしい。ということは、もうすぐここへ来るはずだ。彼女は毎朝この家へ立ち寄って、拓也と一緒に学校へ行くことになっているからだ。

「ん、日向子？」

「……なにも問題はない？」

　日向子は不ふ機き嫌げんそうな硬い声で言った。

「問題って……別にないけど」

「じゃあ、どうして連絡しなかったの？」

「あ……」

　そういえば数日前、朝起きたらすぐに日ひ向な子この携帯に電話をするよう言われていた。安全を確認するためにそうした方がいいという話だった。昨日きのうまではちゃんとそれを守っていたのだが。

「悪い。忘れてた」

「忘……」

　一瞬、日向子は言葉を失ったようだった。

「万まんが一いちの事態が起こったらどうするつもりなの？」

　怒りのこもった低い声で日向子は言った。

「ちゃんと決めたことは守って。遊びのつもりでいられると、わたしの方も困る」

「……これから気を付けるよ」

　遊びのつもり、と言われて拓たく也やは少しむっとしていた。

「でも、そっちからだって連絡出来るだろ？　どうして俺の方から毎日電話しなきゃいけないんだよ」

　日向子のため息が聞こえた。そんな当たり前のことも分かっていなかったのか、と言いたげだった。

「わたしからかけたら、君の安全が確認出来ないでしょう？」

　と、彼女は言った。

「その場に敵がいて脅きよう迫はくされているかもしれないし、この前のオフリスみたいに特定の人間に化けられるテリオンが君のふりをするかもしれない」

「…………そっか」

　拓也にもようやく分かってきた。連絡をしないこと自体が、危険を知らせるシグナルになっているのだ。それではこちらから連絡しなければ意味がない。

「そういうことは、決めた時にちゃんと質問して。わたしもちゃんと答える」

　彼女は少し声を和らげた。

「分かった」

　と、拓也は言った。本当はそんな質問自じ体たい思いつかなかったのだが。

「あ、でも、日向子の方が襲おそわれた場合はどうするんだよ？」

「わたしの方がテリオンに襲われた場合に対応しやすい……それに、君から電話がかかってきた後ですぐかけ直す。それが安全っていう合図だって言ったでしょう？」

「あ……」

　そういえば、そういう話になっていた気がする。確かに昨日きのうも一昨日おとといもこちらがかけた後、必ず彼女はかけ直してきていた。拓也は急に恥ずかしくなった。そのたびに「どうかした？　なんか言い忘れた？」などとマヌケなことを言っていた気がする。

「拓たく也や」

　日ひ向な子こは改まって言った。

「なに？」

「やっぱり、わたしの家で一緒に住まない？」

「い……」

　とたんに顔から火を噴ふきそうになった。

「この前も話したけれど、君がわたしの家に来るのが一番いいと思う。そうすればこんな煩わずらわしい連絡をする必要もなくなるし……」

「そ、それは……まずいんじゃないか、やっぱり」

　彼はやっとのことでそれだけ言った。

「どうして？　わたしが今住んでいるのは一いつ軒けん家やだし、二人で住むには十分な広さがある。他に誰もいないから、万まんが一いちテリオンに襲おそわれた場合もわたしたち以外の人々を危険に晒さらさなくて済むわ」

　その「誰もいない」ことが一番の問題なのだが、全然分かっていないらしい。思った以上に日向子は世せ間けん一般の常識を知らない、と拓也も最近気が付きつつあった。

「……こないだも言ったと思うけど」

　拓也は携帯を持ったまま廊下へ出ると、和かず男おの方を窺うかがいながら小声で言った。和男は庭を見ながらぼんやりとタバコを吹かしている。こちらの会話には全ぜん然ぜん注意を払っていないらしい。

「今はじいちゃんと離れて暮らしたくないんだよ。ちょっと心配だから」

　もちろん、それはただの口こう実じつではない。拓也は本気でそう思っていた。礼れ菜ながいなくなり、拓也もこの家を出てしまえば和男は一人っきりになってしまう。

「でも、その家がテリオンに襲おそわれたら、君のおじいさんも危険なのよ」

「そうなったら俺が守るって」

　拓也はきっぱり言った。日向子は黙っている。この前もそう言って押し切ったのだが、やはり納なつ得とくしていないらしい。

「それに、俺がいなくなったってうちのじいちゃんが安全とは限らないだろ。テリオンに人ひと質じちにされるかもしれない。一人にしたらかえって危ないんじゃないか？」

　さらに畳たたみかけると、日向子はしばし沈ちん黙もくした。

「オフリスみたいに人質を取るような真ま似ねをするテリオンはあまりいないと思うけど……確かに君の言うことにも一いち理りあるわ」

　拓也がほっと胸をなで下ろしかけると、

「ただ、それならもっといい方法がある」

　日向子はどことなく得意げに言った──なんとなく嫌な予感がした。

「わたしが君の家に住めばいい。それならすべての問題が解決する」

　全ぜん然ぜん解決してねえよ、という言葉を拓たく也やはぐっと吞みこんだ。




（……なにが『まずい』んだろう）

　拓也との話を終えてから、日ひ向な子こは自問した。均きん整せいの取れた体つきに少し大人おとなびた顔立ち。切れ長の目はどこか翳かげのある印いん象しようを与えるが、すれ違う者が振り返るほどの美少女だった。ストレートの黒くろ髪かみを長く伸ばして、真新しい半はん袖そでのブラウスとスカートを身につけている。

　彼女は駅前の通りを歩いているところだった。老舗しにせのスーパーや日用品を売る店やコンビニが、狭い道にごちゃごちゃと立ち並ぶありふれた商店街である。

（一緒にいる方が、わたしも拓也を守りやすいのに）

　何度そう言っても、拓也は「えー、やっぱりまずいって」と繰り返すだけだった。しかし、なにが「やっぱりまずい」のかはついに話してくれなかった。

　金色の戦器オニクスの使い手である拓也をクランテリオンの襲しゆう撃げきから守ること──それが日向子に与えられた使命だった。しかし、彼女は命じられたからではなく、本心から拓也を守りたいと思っていた。拓也は日向子にとって大切な存在だったからだ。

（どうしてはっきり説明しないんだろう）

　奥おく歯ばにものが挟まったような彼の態度に、日向子は苛いら立だっていた。もちろん、拓也が「照れていた」とか「うろたえていた」とは思いもしなかった。

　彼女は空を見上げた。梅つ雨ゆが明けて、日に日に陽ひ射ざしが強くなる。季節は夏になろうとしていた。

　学校や勤め先に向かう人々が彼女の周囲を行き交っているが、彼女が古こ滝たき市に住み始めた頃に比べると少し減っていた。以前、この古滝市は関かん東とうではほとんど唯ゆい一いつテリオンの現れたことのない「安全地帯」として知られており、全国各地から多くの人々がこの土地へ移り住んできていた。

　しかし先月、オフリス・ペインキラーがこの古滝市の住民を殺害し、学校の一つを襲撃したことで、大きな混乱が起こった。誰の目にも古滝市が安全ではないことが分かった途と端たん、一部の住民たちがこの土地を離れ始めた。特にここ数年で引っ越してきた住民にその傾向が強かった。

　ふと、どこからか甘い香りが漂ってきて、日向子は足を止めた。老舗の酒屋と乾かん物ぶつ屋の間にある洋よう菓子店からだった。古くからある商店街から浮き上がった小こ綺ぎ麗れいな店で、入り口の前にあるテラスにどっしりとした木製のテーブルとハーブのプランターが並べられている。買ったものをそこで食べることも出来るらしい。

　テーブルと同じ造りのドアの前に飾りのついたイーゼルがあり、その上に案内代わりの黒板が載せられていた。




「本日のシュークリームの発売は、都つ合ごうにより正しよう午ごからになります」




　日ひ向な子こは首をかしげた。そういえば、教室で同じクラスの女の子たちが、商店街に有名なスイーツのお店があると話していた気がする。この店のことだったのかもしれない。確か、限定販売のシュークリームが早く売り切れてしまうので、学校帰りに行っても間に合わない、とか。

（正午から売り始めるなら、下校の時にここへ寄っても間に合うかも……）

　黒板に見入っていた日向子は、はっと我に返って早足で歩き出した。どうでもいい理由で立ち止まっていた自分がなんとなく恥ずかしかった。

（どうしたんだろう、わたしは）

　ここに住むようになってから、日向子は少し変わった。以前は周りの他ひ人とが話していることや、通りにある小さな店のことなどまったく興味がなかったのに、最近はそういう些さ細さいなことが気になる──それがどういう変化なのか、自分でもよく分からなかった。

　その時、スカートのポケットの中の携帯が鳴った。着メロなど設定していないので、愛あい想そうのない呼び出し音が響ひびく。日向子は誰がかけてきたのかを確かめる。

　鮫さめ石いしからだった。

『あ、あたしあたし……元気？』

　電話を取った途と端たん、ハスキーな女の声が流れてくる。彼女は『方舟アルカ』の一員で、情報収しゆう集しゆうや戦闘員のサポートを担当している。日向子にとっては数少ない親しい知人だった。

「元気ですけど」

　と、日向子は言った。

『けど？』

　鮫石が怪け訝げんそうに聞き返す。一瞬、日向子はさっきの拓たく也やとのことを話そうかと迷ったが、結局やめておいた。どことなく鮫石の声が沈んでいたせいだ。

「いいえ、別に」

『あらそう……それならいいけど。で、なんか変わりない？』

「特になにも……そろそろ向こうも新しいテリオンを差し向けてくる頃だと思いますが」

『でしょうね。適当なのを差し向けてくれるといいんだけど』

　拓也がオフリス・ペインキラーを倒してから一ヶ月近く経たっていた。鮫石と日向子はともかくも拓也をテリオンとの戦いに参加させ、アルカミレスとしての経験を積ませようとしていた。

　しかし、テリオンと戦うと言っても、情報収集も覚おぼ束つかない「方舟アルカ」はこちらから敵を捜すこともままならない。

　自分たちを餌えさにして待ち続け、襲おそいかかってきた敵を迎げい撃げきするという危険な作戦を採る以外になかった。

「鮫石さんはいつ来られるんですか？」

　と、日向子は尋たずねた。鮫石は古こ滝たき町に引っ越す手はずになっている。テリオンが現れた時、臨りん機き応おう変へんに状況を判断し、日向子たちをサポートする存在が必要だからだ。

『そのことなんだけど……ちょっと当分そっちに行けそうもないの。こっちも色々あってばたばたしててね。ごめん』

　日ひ向な子こは無言で聞いていた。「方舟アルカ」という組織は今やほとんど機能していない。統一された意志もなく、互いに安否すら確認出来ないほど孤立した生き残りが散さん発ぱつ的に活動している──というより、テリオンから逃げ回っているだけだった。曲がりなりにもテリオンと戦っていると言えるのは、鮫さめ石いしを中心とした数人のグループだけらしい。

　当然、鮫石もテリオンから追われる立場だ。おそらく、彼女自じ身しんになにか危険が迫りつつあるのだろう。

「それじゃ、しばらくは今のままですね」

『ううん……あたしの代わりというか……そういう人間？……は付けるわ』

「誰ですか？」

『日向子は知らない奴やつよ……名前は亨きよう司じ。正式な組織のメンバーじゃないけど、支援者というか……まあ、あたしの知り合いなんだけど、昔から……』

　突然、沈ちん黙もくが流れる。なにかに思いを巡らせているらしい。

「……鮫石さん？」

『なんでもない。とにかく、能力は保証するわ。ある意味であたしより使えるわね』

　日向子は驚いた。正式なメンバーでないとはいえ、鮫石がここまで誉ほめるほど優秀な人材がまだ残っていたとは。

『まあ、近いうちに接触してくると思う』

「はい」

『ただし、気をつけて……はっきり言ってマトモじゃないし、なにを言い出すか分からない奴やつだから。ぐれぐれも奴のペースに流されないでね。あんたたちのチームの司し令れい塔とうはあくまで日向子よ。あたしがそう言ってたって奴にも伝えといて』

「まともじゃない、というのはどういうことですか？」

「それは……」

　なぜか鮫石は口ごもる。さっきよりも長い時間、押し黙ったままだった。

『……本人に会えば分かるわ、じゃあね』

　はい、と答える間もなく電話は切れていた。日向子は手の中の携帯を見つめる。

　鮫石があんな風ふうに説明を避けるのは珍しい──一体、どういう人間が来るのだろうと彼女は思った。




　　　　２




　東とう堂どう友とも典のりは拓たく也やと日向子と一緒に、学校へ向かう通学路を歩いている。

　日焼けしたがっしりした体に潮しお風かぜで傷めたようなぱさついた茶色の髪。見た目は今にも海に走っていきそうなサーファーだが、海にはまったく興味はない。外見と内面のギャップに本人も悩んでいた。

「それで、もう一人っていつ頃来るんだ？」

　と、拓たく也やは日ひ向な子こに尋たずねた。ちょうど日向子がさっき鮫さめ石いしから電話があったこと、自分たちのサポートをする人間が派は遣けんされてくることを簡かん潔けつに説明したばかりだった。

「知らない。そのうち接触してくる」

　素そっ気けなく日向子は言った──普段も素っ気ないのだが、今日はそれに不ふ機き嫌げんも加わっているようだった。拓也とはほとんど目を合わせようとしない。

「へえ……」

　拓也が困ったように口ごもった。

（なにかあったんだな）

　と、友とも典のりは二人を見比べながら考える。彼はちょっとした他人の変化に敏びん感かんだった。そういう気の小さい性格が自分でも時々嫌いやになる。

「その新しく来る人っていうのも、アルカミレスなのか？」

　友典は日向子に尋ねる。ちらりと彼女は友典を見上げた。

「多分、違うと思う。闘士ミレスをもう一人補ほ充じゆうするほどの余よ裕ゆうはないし、今いま生き残っている闘士ミレスならわたしも全員顔かおを知っている」

　友典に対してはいつも通りの態度だった。やはり拓也とケンカでもしたのだろう。昨日きのうの下校まではなんともなかったから、きっと昨日の晩が今け朝さのことだ。後で二人別べつ々べつに話を聞き出して、ちょっとフォローを──と考えてから、友典は暗い気持ちになった。

（前はここに礼れ菜ながいたんだ）

　こうやって拓也と揉もめているのも礼菜で、友典はその二人の間で気を回していた。拓也と礼菜とは子供の頃からの付き合いで、つい一ヶ月前までは三人とも代わり映えのしないごく普通の生活を送っていた。

　友典は拓也が背負っている黒いケースをちらりと見る。楽器を入れるケースのように見えるが、中にはテリオンと戦うための武器が入っているはずだ。拓也はそれをいつも肌はだ身み離さず持ち歩いている。

　オフリス・ペインキラーというテリオンがこの町に現れてから、三人の境きよう遇ぐうは一いつ変ぺんしてしまった。拓也はテリオンと戦う戦士になり、礼菜はテリオンにさらわれ──そして友典はテリオンに父親の剛たけ広ひろを殺された。

　剛広は古こ滝たき市の有力者で、誰からもよく思われないタイプの人間だった。いくつものマンションを建て、自分の名前のついた学校を設立し、対テリオン専門の警けい備び会社を作り、「安全」を求める人々を呼び込んでは彼らに様々なものを売りつけていた。古滝市を「安全」だと思わせるために、役人に賄わい賂ろまで渡して、政府の発表を操作させることまでやっていたらしい。

　父の死後、そういう行為もあらかた露ろ見けんした。不ふ正せい行為に関係していた人間はなんらかの処分を受けたと聞く。父の経営していた会社は人手に渡り、東とう堂どう家とはなんの関係もなくなりそうだった。父の遺のこした財産の処理は叔お母ばの世せ津つ子こと弁護士が相談してやっている。友とも典のりはまったく関心を持たなかった。父親がいなくなったことになんの変わりもない。

（俺はテリオンを許せない）

　父親と仲が良かったとはとても言えない。テリオンを利用して財産を築こうとする父にはついて行けなかったし、たまに会っても話す気にすらなれなかった。しかし、テリオンが存在しなければ、父もごく普通の生涯を送ったかもしれない。自分と父との関係ももう少し変わったものになっていただろう。

　テリオンたちは礼れ菜なを連れ去っていってしまった。なおさら友典にとっては憎むべき「敵」だった。礼菜がテリオンの血を引いていたと後から聞いたが、不ふ思し議ぎとそのことについては悩まなかった。幼い頃から知っている礼菜は、彼にとって疑う余よ地ちもなく「人間」だからだ。




　友典たちは東堂学園の「正門」が見えるところまで来ていた。以前は周囲の高い壁と同じように五メートル近い高さがあり、分厚い鉄てつ筋きんコンクリート製の梁はりと柱の間に合ごう金きん製のドアが並ぶという堅けん牢ろうな造りになっていた。今はテリオンによって完全に破壊されたまま元通りに修理されていない。破片が撤てつ去きよされ、残ざん骸がいがビニールシートで覆おおわれているだけのその姿は、まるで解体中の廃はい墟きよのようだった。

　この学校の経営者も変わるらしい。関かん西さいの資産家がここを買収しようとしており、「東堂学園」という名前もなくなるかもしれない、と叔母から聞いた。友典にはどうでもいいことだった。経営者の息子むすこでいたいと思ったことはない。

　制服を着た生徒たちが次々と門の中に入っていく。友典もその流れに加わろうとして、彼はふと道路の反対側に立っている人物に気付いた。

　年とし格かつ好こうは三十代後半。紺こんのスーツを着た目つきの悪い小男だった。身なりに隙すきはないが、顎あごや頰ほおをくたびれた無ぶ精しようひげが覆っている。男はズボンのポケットに手を突っこんだまま、ぼんやりと校舎を見ていた。

　門の残骸のそばを通りながら、友典は不ふ審しんに思った。今の男をどこかで見たような気がする。古くからの知り合いではない。見かけただけでなぜか胸がむかむかする。どうも、あまりいい印いん象しようを持てない相手のような──。

　友典は思わず足を止めた。

「あいつ……」

　確か「高たか橋はし」という名前だった。テリオンと戦う安全対策庁ちようの職員で、剛たけ広ひろが家に招いたことがある。剛広から賄賂を受け取って、この古こ滝たき市の安全指し数すうを操作していた。そのせいかどうかは分からないが、安全対策庁ちようを辞やめたという話を後で警察から聞いた。

　友とも典のりは道路の方を振り返る──そこにはもう誰もいなかった。

「邪じや魔まだぞ、友典」

「どうしたの？」

　拓たく也やと日ひ向な子こから別々に声をかけられて、友典は我に返った。拓也たちは怪け訝げんそうに振り返って友典を見ていた。友典は生徒たちの流れの中で一人立ち止まっていた。

（……見み間ま違ちがいかな）

　首をかしげながら、友典は拓也たちの方へ歩き出した。




　その日、朝のホームルームはなかなか始まらなかった。

　教室の中にはそういう雑談の輪がいくつか出来ているものの、日向子のように一人でいる生徒も多い。どことなく互いを窺うかがい合うようなよそよそしい雰ふん囲い気きが漂っていた。

　オフリス・ペインキラーに襲しゆう撃げきされた時のショックから立ち直れない生徒もいるにはいるが、なによりも期末テストが始まる前に、臨時のクラス替えが行われたせいだ。襲撃事件が起こってから、転校していく生徒が後を絶たない。日向子たちの二年Ｂ組は隣となりの二年Ｃ組と「合がつ併ぺい」される形になったのだった。

　拓也と友典が窓まど際ぎわの席でなにか話しているのを、一番後ろの席から日向子はぼんやり眺ながめている。拓也の机にはイグニス・アウルムの入った黒いケースが立てかけてある。

「日向子さん、おはよーございます」

　急に舌したっ足たらずの甘い声が降ってきた。見上げるとくりくりパーマの長い髪の女の子が大あくびをしている。最近、「友達」になった国くに立たちはる華かだった。

「おはよう」

　日向子もあいさつする。はる華は日向子の隣となりの席に力尽つきたように座ると、そのままふにゃふにゃと机に突っ伏してしまう。背せ筋すじを伸ばしてぴしっと座っている日向子と好こう対照だった。

「……寝るの？」

「寝るです。当分、ホームルーム始まらないしー」

「寝ね不足？」

「ううん。寝るの大だい大大大大好すきなだけー。このままあと一週間寝ねててもいいですー」

「死ぬと思う」

「気持ちいいよー。日向子さんも一緒に寝ようよー」

「わたしはいい」

　冷静沈ちん着ちやくで必要以上に話さない日向子と、のんびりを通り越して突とつ拍ぴよう子しのない言動の目立つはる華はまるで違う性格だが、それなりに会話は成立していた──弾はずんでいるかどうかはともかくとして。

　はる華かと話すようになったのは、出席番号順じゆんに座ってテストを受けたのがきっかけだった。「国くに立たち」はる華と「久く慈じ」日ひ向な子こは出席番号が連続しているので、当然席せきも連続していた。テストの終わった日、いきなりはる華が「お友達から始めましょー」と話しかけてきたのだった。

　なぜはる華がわざわざ日向子と友達になろうと思ったのか、お友達から始めてどこへ向かうつもりなのか、日向子を含めて誰にとっても謎なぞだった。はる華はＣ組から編入された生徒で、仲の良かった友達が相あい次ついで引っ越してしまい、話し相手がいなかったらしい。

　しかし、日向子は無口でお世せ辞じにも愛あい想そうがいいとは言えない。整った容よう姿しはクラスでも注目を集めてはいたが、拓たく也やや友とも典のりを除けば積極的に話しかけようとする生徒はあまりいなかった。

　なにかの気まぐれだろう、と日向子は思った。それでも「友達」になろうと誘ってくれたことは嬉うれしかったので、「気まぐれ」に付き合うつもりではる華と一緒に過ごすようになった。

　意い外がいにも二人は相あい性しようが良かった。

　一人で行動しがちなせいか、はる華はあまり他ひ人とにべたべたするところがない。特殊な言動が目立つのも、思いついたことを率そつ直ちよくに口にするからだと分かってきた。

　そのせいか、

「篠しの宮みやくんとケンカしたでしょー？」

　時々、核かく心しんを突いた質問をしてくる。

「……どうして？」

　日向子は動どう揺ようを隠かくしながら聞き返した。

「じーっと見てるから」

「視し界かいに入ってるだけ」

　拓也と日向子が付き合っている、という噂うわさが立っていることを、日向子は最近ようやくはる華から聞いた。馬鹿馬鹿しい噂だと思う。恋人同どう士しがなにをするもなのか、日向子にはよく分からなかった。「付き合う」も「付き合わない」もない。

　それに、もし日向子がそうしたいと思ったとしても、拓也には礼れ菜ながいる。ずっと昔から拓也と一緒にいた礼菜が──。

「あ、今なんかこのへんズキッと来たね」

　いつのまにか起きあがったはる華が、ブラウスの第二ボタンのあたりをぎゅっと押さえている。

「大丈夫？」

「や、あたしじゃなくて日向子さん。今ね、ちょこっとそういう顔になったよ」

「そんなことない」

　小さな声で日向子は言った。

「んー、なったけどなー」

「なってない。変なこと言うな」

　そうは言っているものの、本当ははる華かの言う通りだった。自分の胸元を押さえないように日ひ向な子こは努力していた。

「ふーーん、そうですかー」

　これは納なつ得とくが行っていない時のはる華の口くち癖ぐせだった。そういえば、拓たく也やと付き合っていないと話した時も、「ふーーん、そうですかー」という返事がかえってきた。

　はる華は再びべしゃっと机の上に体を伏せた。そのまま目をつぶってしま──わずに日向子を見上げた。

「日向子さん。篠しの宮みやくんがいっつも持ってるあのケース、なにが詰まってるのー？」

　クラスの全員、いや、教師も含めて誰もがそれがなんなのか知りたがっていた。もちろん、テリオンと戦うための武器が入っている、オフリスもそれで倒した──などと説明するわけには行かなかった。拓也は「中身は言えないけど、誰にも迷めい惑わくはかけない」という一言ですべて押し切ってしまった。

　先月の事件の時、拓也と日向子がグラウンドでオフリスと戦ったことは未いまだに知られていない。他の生徒やはオフリスの策せん略りやくでシャッターで密みつ閉ぺいされた校舎に閉じこめられ、外を見ることも出来ない状態だった。

　日向子と拓也、そして友とも典のりと礼れ菜なだけがあの時とき校舎の外にいた。四人は「オフリスが後から現れた他のテリオンに殺されるのを見た」ということになっている。そして、礼菜が「後から現れたテリオン」に誘ゆう拐かいされた──日向子たちはそんな風ふうに警察にも学校にも説明した。

　礼菜が拓也と一緒に住んでいた「親しん戚せき」だということは皆みな知っている。拓也が奇き妙みようなケースを持ち歩いているのは、礼菜を誘拐されたショックから立ち直れず、よく分からない奇き行こうに出ているということで落ちついたらしい。

　武器を決して手放さない拓也を目にしていると、日向子は複雑な気持ちになる。拓也はもともとごく普通の少年のはずだ。体力も知力も特別に優れているわけではない。意い外がいなほど強く戦う意志を持ち続けているのは、礼菜が彼にとってそれだけ大事だからだ──拓也は礼菜が自分を待っていると疑わなかった。

　それだけ二人の結びつきは強い。拓也にとってイグニス・アウルムは「礼菜を取り戻す」ために必要な「手段」だった。

「……大事なもの」

　日向子は簡かん潔けつに答えた。はる華はカエルみたいに机に伏せたまま、あごに手を当てて考えこむ。

「大事なもの…………夢とかー、希望とかー」

　真ま顔がおではる華は言った。日向子が反応に困っていると、はる華は突然にかっと奥おく歯ばまで見せて笑った。

「それって、日向子さんにも大事なものなんだねー」

　一瞬、はっと息を吞んだ。

　あの戦器オニクスがあるおかげで拓たく也やはアルカミレスになれた。そうでなければ、日ひ向な子こと拓也が一緒にいることはないはずだ。自分と拓也の結びつきは、礼れ菜なと拓也のそれほど深いものではない。自分もイグニス・アウルムと同様、礼菜を取り戻すための「手段」にすぎないかもしれない──。

　日向子は無意識のうちに自分の胸元をぎゅっと摑つかんだ。

　突然、はる華かが大あくびをした。

「やっぱりもうダメー。あたし寝ます。おやすみなさーい」

　彼女は両腕の中に顔を埋めてしまった。おやすみなさい、と律りち儀ぎにあいさつしようとして、ふと日向子は首をひねった。

「そういえば、『当分ホームルームが始まらない』ってどういうこと？」

　もうはる華は寝ね息いきを立てている。もう寝たんだ、と諦あきらめかけたところに、

「さっき会議室の前通りかかったらねー、中で職員会議やってた」

　はる華のくぐもった声が聞こえた。

「急に新しい理事長が来たみたいでー。先生たちがなんかすっごい大声で……言い合って……おやすみ……」

　軽いいびきが聞こえ始めた。今度こそ眠ってしまったらしい。

　日向子はとたんに興味を失った。この学校の理事長が誰になろうと、どうせ自分たちには関係ない。

　その時、教室のスピーカーにガリッという雑音が入った。はる華を除く生徒たち全員がスピーカーを見上げる。『あ、もう喋しやべって大丈夫？』という小声が聞こえた。誰かにそばにいる人間に放送機き器きの操作を確かめているらしい。

　放送はわざとらしい咳せき払ばらいから始まった。

『あー、皆さんこんにちは。わたしは……まあ、今日からその、新しく理事長になった者で……』

　つっかえつっかえの低い男の声が流れ始める。その途と端たん、拓也と友とも典のりがぎょっとしたように立ち上がった。二人は声の主あるじを知っているらしい。クラスの他の生徒は日向子と同じようにぽかんとしている。

『……高たか橋はしといいます。前は安全対策庁ちようというところで働いていましたが、今日からここの理事長です』

　日向子も驚いた。安全対策庁の高橋──確か、この学園の前ぜん理事長の東とう堂どう剛たけ広ひろから賄わい賂ろを受け取っていた元もと役人だと聞いている。

（……どういうこと？）

　理事長ということは、高橋がこの学園を買い取ったに違いない。そんな財力がその「高橋」にあったのだろうか？　だとしたら剛広から賄賂を受け取る必要もなかったはずだ。第一、こんなことをする理由が分からない。

『あー、わたしの教育方針は……』

　高たか橋はしはなぜかそこで言葉を切った。教室の誰もがスピーカーを見上げて、次の言葉を待った。

『……特にありませんが……』

　なんだよそれ、と誰かがつぶやいた。

『まあ皆さん、頑がん張ばってください。そういうことでよろしく』

　放送は終わった──と、思った生徒たちは口くち々ぐちに新しん理事長の妙みような挨あい拶さつについて話し始めようとする。しかし、まだ続きがあった。

『あー、二年Ｂ組の篠しの宮みや拓たく也やくん、久く慈じ日ひ向な子こさん、今からちょっと話があるので、えー……迎えの者をやります。そこで待っていて下さい』

　教室中の注目が日向子たちに集中した。戸と惑まどったように振り向く拓也と目が合う。

（まあ、近いうちに接触してくるんじゃないの）

　鮫さめ石いしの言葉が頭によみがえった。日向子たちのサポート役として「方舟アルカ」から派は遣けんされてきた「亨きよう司じ」──そういえば、もう古こ滝たき市に来ているような口ぶりだった。

　多分、これがその「接触」なのだ。




　　　　３




　日向子がつかつかと拓也たちの方へ歩いてくる。

「日向子、これ……」

「さっき言った『亨司』だと思う」

　拓也はぎょっとしてスピーカーを見上げる。高橋が「亨司」なのだろうか。

　高橋が実は方舟アルカの支援者──つまり自分たちの味方、ということになる。しかし、前に話したそんなそぶりはまったくなかった。

「今の、ほんとに高橋か……？」

　確かに声はそっくりだったが、「高橋」はありふれた名前だ。単なる偶然かもしれない。

　すると友とも典のりが首を振った。

「……実は俺、校門で高橋らしい人を見てるんだ。こんなところにいるはずないから、見み間ま違ちがいかと思ったんだけど」

「え……」

　日向子はなにか考えこんでいる。

「すいません、放送委員会の者だけど、篠宮くんと久慈さんはいますか？」

　ドアの方からよく通る声が聞こえた。メタルフレームの眼鏡めがねをかけた長身の男子生徒が、少し背を屈かがめるようにして教室を覗のぞきこんでいた。額ひたいにかかった髪は少し長めで、笑ったような細い目が印いん象しよう的だった。

「理事長先生に頼まれて来ました」

「どうする？」

　と、日ひ向な子こに尋たずねる。ひょっとしたらなにかの罠わなかもしれない。

「とにかく、行って話を聞くしかない」

　確かに彼女の言う通りだった。拓たく也やは友とも典のりに行ってくると目配せをして、大剣クレイモアの入ったケースを肩に担かつぐ。そして、日向子と一緒にドアへ向かった。




　放送委員の生徒について歩きながら、拓也はポケットから小さな鍵かぎを取りだした。肩に担いだケースにさりげなく手を回し、鍵穴を探り当てて錠じようを開けた。

　なにが起こるか分からない。いつでも戦器オニクスを取り出せる態勢にしておきたかった。

「……理事長は放送室？」

　と、日向子は男子学生に尋ねる。

「いや、理事長室に連れてきてくれって」

　三人は黙って階段を降り、短い渡り廊下から隣となりの棟むねへ入った。理事長室のドアは開いている。以前は友典の父親のものだった部屋だ。応接セットやサイドボードやデスクなど、前の理事長が使っていた調ちよう度ど品ひんがまだそのまま残っている。

　顔の下半分に無ぶ精しようひげを生はやした小男が、黒こく檀たんのデスクに寄りかかって腕組みをしている。拓也も何度か中を見たことはあったが、誰かがいるところを見るのは初めてだった。

「連れてきました」

　放送委員が声をかけると、男は顔を上げた。

（……あいつだ）

　少しくたびれた印象だが、間違いなくあの「高たか橋はし」だ。

「こんにちは。まあ、中へ入って下さい」

　小男は唇に微笑を浮かべて言った。目つきの鋭さのわりに、どことなく媚こびるような卑ひ屈くつな声音こわねだった。

「あんたがほんとに方舟アルカから……」

　拓也がそう言いかけると、待って、と日向子が止めた。

「フルネームを言ってみて」

　と、日向子は言った。高橋は戸と惑まどったように眉まゆを寄せた。一いつ瞬しゆん拓也をちらっと見てから、彼は口を開いた。

「ですから、高橋……」

「……あなたには訊きいてない」

「は？」

　高たか橋はしと拓たく也やが同時に聞き返した。日ひ向な子こはなにを言っているのだろう。

「こんなことをして、どんな意味があるの？」

　日向子は廊下に立っている男子生徒を振り返った──ここまで拓也たちを案内してきた『放送委員』だった。

「よく分かったね。さすがは深み月つきさん……鮫さめ石いしさんの弟で子しだ」

　ぱちぱちと軽く拍手をしながら彼は言った。

「ぼくが『亨きよう司じ』。大おお江え亨司です。よろしく」




「席を外してもらえますか。この人たちと内うち輪わだけの話があるから」

　理事長室に入った亨司は高橋に言い、自らは応接セットのソファに腰を下ろした。高橋は無言で頭を下げると、拓也たちの脇をすり抜けて廊下へ出ていった。

（なんで生徒が理事長に命令してるんだ？）

　拓也は妙みような成り行きに戸と惑まどった。高橋ではなく亨司がこの部屋の主あるじのように振る舞っている。

「二人ともこっちへ。あ、ドアは閉めて」

　言われた通り拓也はドアを閉めて、二人がけのソファに座る。日向子も彼の隣となりに腰を下ろした。拓たく也やはケースを手の届くところに引き寄せている。一応、すぐに剣を抜くための準備だった。
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　足を組み、顎あごを手に載せて座っている亨きよう司じを拓也は改めて観察した。拓也よりもずっと背が高く、引き締まった精せい悍かんな体つきだった。顔の造ぞう作さくは二枚目と言っていいほど整っているが、眼鏡めがねがなければ細い目の鋭さが目立ちそうだった──が、よく見るとレンズには度どが入っていない。目つきをごまかすためにかけているだけらしい。

「いつぼくが亨司だって分かった？」

　と、彼は尋たずねた。

「教室に現れた時から」

　日ひ向な子こは即そく答とうする。亨司はするりと自分の顔をなでた。

「そんなに不自然だったかな」

「ええ。わたしたちの知らない顔だったし、拓也がケースを持ち歩いていることを全ぜん然ぜん気にしていない様よう子すだった。それに、わたしたちを呼びたいだけなら、わざわざ迎えを寄よ越こす必要はない」

「なるほど。確かに」

「どうしてわたしたちを試すようなことをしたの？」

「君たちにどれぐらい観察力があるか確かめたかった」

「下らない」

「あのさ……」

　拓也は我が慢まん出来なくなって口を挟んだ。二人が一いつ斉せいに拓也の方を向く。

「なにがどうなってんのか、全然分かんねえんだけど」

　日向子は拓也の耳元に唇を寄せて言った。

「高たか橋はしは理事長じゃない……この人が本当の理事長」

「……え？」

「そう。ぼくがこの東とう堂どう学園を買った。正確にはここの学校法人を買ばい収しゆうしたんだけどね」

　と、亨司。拓也はぐるりとあたりを見回した──学校というものがいくらするのか見けん当とうもつかなかったが、もちろん莫ばく大だいな金額になるはずだ。

「……買ったってことは金かね出したってことだよな」

「ぼくは金持ちだから」

　亨司は笑顔できっぱり言った。

「大おお江え家は関かん西さいでは昔から名が知られた資し産さん家でね。ぼくはそこの次期当とう主しゆで、ある程度の資産運用も任されてる。その収益を『方舟アルカ』の資金として提供してきたんだ。というより、鮫さめ石いしさんを個人的に支援してきたと言った方がいいかな。彼女とはぼくが小さい頃からの付き合いだから」

　そつのない話しぶりも話の内容もとても高校生には思えない。拓たく也やはなんとなく亨きよう司じが別の生き物のような気がしてきた。

「だからってなんで学校を買うんだよ……」

　と、拓也は言った。

「最初はぼくがこの学校に編入するだけのつもりだったんだよ。でも、その場合学校にいる間はここのルールに従わなきゃいけないし、ぼくの行動も制限される。万まんが一いち、不ふ測そくの事態が起こった時も迅じん速そくに対たい処しよしにくい。それならいっそここを買ってしまえば便利だ……もし君がぼくの立場だったら、やっぱりそう思うんじゃないかな？」

「そんなの思いつかねーよ普通……」

「いや、そんなことないさ……財力があれば」

　じゃあ訊きくなよ、と拓也は思った。おそらく有能なのだろうが、あまり好きになれそうもない。隣となりに座っている日ひ向な子こも少し苦にがい顔をしている。

「ついでと言ってはなんだけど、ぼくは君たちのクラスに編入することになってる。今日からぼくは君たちの『クラスメイト』だ。よろしく」

　亨司はひらひらと手を振って見せた。なんとなく馬鹿にされている気分だった。

「それもお前が操作したのか？」

「当たり前じゃないか。高たか橋はしに強ごう引いんにねじ込んでもらった。理由も説明しないで彼が好き勝手やっているように見えるから、教員たちは結けつ構こう怒ってるみたいだけどね」

　まるで他ひ人と事ごとのように亨司は言う。ふと、日向子が口を開いた。

「高橋という人はどうしてここにいるの？」

「ぼくが理事長になるわけに行かないじゃないか。対外的にも色々と問題があるし。だから、あの高橋を表おもて向むきの理事長にしたんだ。いいアイディアだろう？」

「だからってなんであいつなんだよ……」

　と、拓也が言った。

「先月の事件の後、彼は安全対策庁ちようを退職した……まあ、実じつ質しつクビだよね。それをぼくが拾って、この学園の買ばい収しゆう工こう作さくをやってもらったんだ。彼は前のオーナーの『お友達』だから、この学園の理事全員と顔見知りだった。あまり品の良くない仕事にかけては有能な人だよ。本人は自分がここの理事長にさせられるとは思ってなかったみたいだけど」

　ははは、と亨司は楽しそうに笑った。

「自分がどうしてこんなことをやらされてるか、本人はさっぱり分かってないと思うよ。方舟アルカのこともまったく教えてないからね」

　聞いているうちに亨司の態度に違い和わ感かんを覚えてきた。重要な仕事を任せているわりに、高橋をただの「駒こま」として見過ぎているような気がする。

「信用してるのか？」

　拓たく也やがそう言うと、亨きよう司じは鼻の先で笑った。

「するわけないさ。欲よく得とくで動いている人間なんだから。今はおとなしいけど、そのうちなにをしでかすか分からないね」

「なんでそんなヤツを使ってるんだよ？」

「なにかあった時の尻尾しつぽ切きりだよ。有能だけどいなくなっても誰も惜しまない。そういう人間がいると色いろ々いろ便利なんだ。問題が起こったらぼくが責任を持って始し末まつする。君たちは心配しなくても大丈夫。ぼくを信用してほしい」

　拓也はそのまま聞き流そうとして、「始末」という言葉にはっとした。

「……始末ってなんだ？」

　亨司はその質問にもまったくためらわなかった。

「まあ、なにをするかによるかな。ちょっとした罰を与える程度で済むかもしれないし……本当に重大な損害を与えた時は……残念だけど」

　亨司はまるで「残念」に聞こえない口ぶりで、親指で喉のどを切るしぐさをして見せた。

「……まさか、殺すんじゃないよな？」

「そうならないことを願ってるけどね」

　亨司は軽く肩をすくめる。

「大おお江えくん」

　日ひ向な子こが押し殺したような声で言った。彼女の顔色が変わっている。

「わたしたちは人間を脅おびやかすテリオンと戦っている。人を殺すなんて認められない」

　その言葉に亨司は首をひねった。

「どうして二人とも高たか橋はしをかばうのか分からないな。彼がちっぽけな賄わい賂ろ欲しさに安全指し数すうのデータを不正にいじったせいで、オフリス・ペインキラーの発見が遅れた。間接的に彼のせいで人が死んだんだよ……君だって殺してやりたい相手じゃないのか？」

　最後の方は拓也に向けられた言葉だった。彼の頭にかっと血が上った。

「そういう問題じゃねえだろ！」

　拓也はテーブルを拳こぶしで叩たたいた。

「俺は誰も殺したいなんて思わない！」

　一瞬、脳のう裏りに今け朝さの夢がよみがえって、拓也は身み震ぶるいした。誰かを笑いながら斬きり殺している自分。

「人類全体を守るという観点からすれば、死んでも構わない人間、というのもいると思うけどな」

「な……」

　拓也がさらに言い返そうとすると、日向子はそれを押しとどめた。

「鮫さめ石いしさんはわたしが『司し令れい塔とう』になるように、という指示を出した」

　と、彼女は言った。

「だから、あなたにもわたしの指示に従ってもらう。無理にあの人を使い続けなければならない理由もないはずよ。万まんが一いちの時に殺す可能性を視し野やに入れているなら、今すぐここから追い出して」

　亨きよう司じは目を伏せた。理事長室に沈ちん黙もくが満ちる。彼は眼鏡めがねを外し、片手でぎゅっと二つのまぶたを押さえた。なにか考えこんでいるらしい。

「……でもあんな人間は別に死んでも……殺して……」

　亨司は独り言のようになにかつぶやいている。彼の両肩は小こ刻きざみに震えていた。彼の言葉をよく聞こうと拓たく也やが身を乗り出した瞬間、半なかば指で隠かくれていた亨司の右目がぎらりと光る。拓也の全身に鳥とり肌はだが立った。反射的に黒いケースの蓋ふたを開けて、中に収まっているイグニス・アウルムを摑つかもうとする──そこへ亨司の声が聞こえてきた。

「分かった。君たちの言うとおりにするよ……このまま高たか橋はしを使い続けるかどうかはぼくが判断するけど、結果がどうあれ彼を殺すことは絶対にしない。これでいいかな？」

　いつのまにか彼は眼鏡をかけ直している。目の奥に充じゆう満まんしていた殺気は跡あと形かたもなくなっていた。

（なんだったんだ、今の）

　日ひ向な子こは見ていなかったらしい。確かに見み間ま違ちがいではなかった──亨司には気をつけようと拓也は肝きもに銘めいじた。この少年はなにか異い様ような性質を抱えている気がする。

「それで、さしあたってぼくはなにをすればいいのかな？　司し令れい塔とうさん？」

「日向子でいい」

　真剣かつ冷静に彼女は言う。亨司は唇に笑みを浮かべた。

「じゃあ、ぼくも『亨司』って呼んでもらいたいな……それで？」

「どんなテリオンがいつここに来るのか、出来るだけ正確な情報が欲しい。調査と分ぶん析せきをした結果をわたしたちに伝えて。可能性があれば推測でも構わない」

「なるほど。分かった」

　亨司はうなずいて、ソファから立ち上がった。

「イグニス・アウルムを狙うテリオンなら、おそらくもうこの近くまで来ているはずだよ。誰かはまだ分からないけど」

「えっ」

　拓也たちは亨司を見上げた。彼は窓まど際ぎわまで歩いていくと、レースのカーテンを開け放った。

「こっちへ来て」

　拓也たちは言われるままに立ち上がり、亨司の方へ近づいていった。窓からはグラウンドが見える。

「あそこにいる者が見えるかい？」

　と、亨きよう司じは言った。

「どこに？」

　体育の授業が始まっていないせいか、グラウンドには誰の姿もない。ぎらぎらと照りつける七月の日差しが地面に反射しているだけだった。

　亨司はくすっと笑った。

「違う。上だよ」

　拓たく也やは空を見上げた。太陽の光に思わず目を細める。濃い群ぐん青じよう色をバックに、白い雲が切れ切れに浮かんでいる。風に乗ってゆっくりと西の方角へ動いていた。

「……あの雲の中だ」

　亨司の指さす雲を拓也と日ひ向な子こは凝ぎよう視しする。うっすらと黒い点のようなものが見えた。その点は円を描くように旋せん回かいしている。飛行機とは違う動き──鳥だった。

「……レディ・バレット？」

　と、拓也はつぶやいた。

「そう。さっきからこの学校の上あたりをぐるぐる回っているんだよ」

「飛んでいるだけ？」

　日向子が尋たずねると、亨司はうなずいた。

「こちらに攻撃を仕掛けてくる様よう子すはない。多分、誰かを監かん視ししているんだろうね」

「俺たちを、ってことか？」

「それも可能性の一つだね。でも……」

「地上にいる別のテリオンを監視している。そういう可能性もあるわ」

　と、日向子は言った。




　　　　４




　高たか橋はしは教職員用ようのトイレで念ねん入いりに顔を洗っている。特に汚れているわけでも汗をかいたわけでもないが、丹たん念ねんに何度も顔に水をかけていた。水道の蛇じや口ぐちを閉めてから、彼は自分がハンカチを忘れていることに気付く。

　しばし考えこんで、結局ダークグリーンのネクタイを裏うら返がえしてごしごしと顔をこすった。ハンカチを持ち歩くのをいつも忘れる。独身の彼にはハンカチを用意してくれる妻はいない。明日からは忘れないようにしようと彼は心に誓ちかった。

　鏡かがみの中には無ぶ精しようひげの伸びた中年男の顔が映っている。ひげを伸ばすのは安全対策庁ちようを辞やめてから始めたことだが、思ったよりも気に入っている。彼は鏡に自分の顔を近づけて、意味もなく丹たん念ねんにひげをチェックした。何本か白髪しらがが交じっているのが見えて、なんとなく彼は満足した。

　トイレの外はしんと静まりかえっている。まだ午前十時を回ったばかりだが、もう校内に生徒はほとんど残っていない。理事長権けん限げんでさっき帰宅させてしまったからだ。

　別に高たか橋はし自じ身しんが生徒たちを帰したかったわけではない。彼の本当の「雇やとい主ぬし」である大おお江え亨きよう司じにそうしろと言われただけだ。雇い主の命令には逆らえない。再び放送をしなければならなかった。

　マイクのスイッチを入れた途と端たんに初めて気付いたのだが、なんの理由もなしに「下校しなさい」では格かつ好こうがつかない。焦った挙あげ句くに口から飛び出したのが「今日はわたしの誕生日なので、休校にします」という言葉だった。

　もちろん本当に誕生日だったわけではない。しかし、一度口くちに出してしまった以上、それを引っ込めるわけにも行かなかった。教師たちにとってもそれは同じで、理事長がそう公こう言げんしてしまった以上生せい徒とたちを帰さないわけには行かない。

　東とう堂どう学園は一日が始まった途端に休校になってしまった。

　高橋はドアを開けて外へ出る。彼はのろのろと会議室へ向かって歩き出した。今いま頃ごろ、責任感が強く教育熱ねつ心しんな教師たちが高橋が現れるのを待ちかまえているはずだ。いきなり休校にしてしまったことを含め、表おもて向むきは自分の命令でやらせた色々なことを、教師たちに向かって「納なつ得とくのいくように説明」しなければならない。しかし彼の意志ではないのだから説明のしようがなかった。無む論ろん、実は男子生徒の一人が真の経営者で、自分はただの部下だと暴ばく露ろするわけにも行かない。もう少しましな言い訳を考えろと言われるだけだろう。

　結局、「ましな言い訳」をなにも思いつかなかったので、トイレでずるずると時間をつぶしていた。会議の時間を少しでも先さき延のばしにするつもりだった。

「理事長センセー！」

　その時、廊下の端はしの方から女の子たちの声が響ひびき渡った。発している言葉は同じなのに、山やま彦びこのようにまるで揃そろっていない。振り向くと廊下の角に四、五人の女子生徒が固まって立っていた。かけ声が揃わないのが可お笑かしかったのか、全ぜん員いん笑いをこらえるのに必死なようだった。

　それでも、そのうちの一人が「せーの」と合図をして、

「お誕生日おめでとー!!」

　と、やはり揃わない声で叫んだ。そして楽しそうに笑い声を上げながら、高橋に向かって手を振った。高橋も軽く手を振り返すと、彼女たちは走り去っていった。

　生徒たちは臨時の休校を喜んだらしい──今日来たばかりの妙みような理事長を祝いたくなるほどに。高橋の口元が思わずほころんだ。

（……まあ、どうにかなるだろう、職員会議も）

　高橋はさっきよりも少し軽い足取りで歩き始めた。




　高橋の下の名前は「公あきら」という。特に公務員になってほしいという願いから付けられた名前でもないようだが、本人はある種の運命を感じ、勤きん勉べんに学歴を積み上げて警察官になった。若い頃の彼は公こう僕ぼくとして人々の生活に少しでも貢こう献けんしたいという使命感に燃えており、実際その意欲に見合うだけの能力も持っていた。テリオンによる「災さい厄やく」の直後、新設された安全対策庁ちように招かれたのもその能力故ゆえだ。確かに彼は天てん性せいの公務員だった。

　高たか橋はしの転落は三十歳さいを過ぎた頃、まったく別の自分の天性に気付いたところから始まる。

　それはギャンブルだった。

　最初は休日の暇ひまつぶしのパチンコだったが、そこに麻雀マージヤンと競馬が加わり、一度に使う金額も雪だるま式に増えていった。五年ほど経たつ頃には、非合法の地下カジノのルーレットに毎まい晩ばん大金を注つぎこむようになっていた。彼の負ふ債さいは公務員としての収入を食いつぶしても利り子しの返済すら覚おぼ束つかないところまで達していた。

　頭を抱えている彼の前に現れたのが、東とう堂どう剛たけ広ひろだった。

　高橋は剛広の不ふ正せい行為のいくつかに手を貸し、まとまった額がくの報ほう酬しゆうを手にしたが、借金を埋めることに費ついやされて手元にはまったく残らなかった。数年に渡る剛広との「共同作業」が明るみに出そうになり、安全対策庁を追われるように退たい職しよくし、こうして大おお江え亨きよう司じの部下となってからも、その状況は変わっていない。

　不ふ思し議ぎなことに公務員という天てん職しよくを失うと同時に、ギャンブルへの情熱も淡あわ雪ゆきのごとく消えてなくなった──天が与えた二に物ぶつを同時に失って、彼の両手に残ったのは未いまだに返済しきれない借金だけだった。

　なんとしてもこれを帳ちよう消けしにすることが、今の彼の生きる目的だった。

　彼は自分が善ぜん人にんでないことを自覚している。しかし、自分の持てる全てを使って今日を切り抜けていくしかない。良心の呵か責しやくは不ふ正せい行為に手を染め始めた頃から失っていた。

　今の自分が危ない橋を渡っていることも自覚していた。大江亨司というあの雇やとい主ぬしにはなにか異い様ようなものがある。単に年が若いというだけではない。雇われる前に高橋は亨司の身元を調べてみたが、元もと安全対策庁ちようの情報収しゆう集しゆう部門担当の彼を持ってしても、彼が何者か分からずじまいだった。

　そもそも、「大江亨司」は本名ではないらしい。確かに関かん西さいに大江という名の資し産さん家は存在し、亨司の運用している資産も大江家のものだということは確認出来た。

　しかし、問題は大江家の中に亨司らしい人物が見あたらないことだった。「次期当とう主しゆ」になりうる直ちよつ系けいの男子は二人いたが、一人は三十代で十数年も前に行方ゆくえ不明になっている。もう一人は五歳さいにも満たない。そもそも、二人とも「亨司」という名ではない。

　大江家にも直接探りを入れようとしたが、事情を知っていそうな人間とは接触が出来なかった。

　彼を雇っている「大江亨司」が何者なのか、今のところは見当もつかない。一族でもないのに大江姓せいを名乗り、財産の一部を任されているのはなぜなのか。このまま下について調べ続ければいずれは見えてくるだろう。

（名前を隠かくしているのは、おそらくどこかに敵がいるからだ……その敵に亨きよう司じの情報を売るか、そうでなければそれをネタに亨司を脅きよう迫はくするか）

　どちらにしても金が手に入る。彼の目的はあくまで借金の返済だった。

　亨司が篠しの宮みや拓たく也やや久く慈じ日ひ向な子こを呼び出したのも気になった。オフリス・ペインキラーがこの学校を襲おそった時、オフリスを「目もく撃げき」した生徒だった。

　まずはあの二人について調べるところから始めようと彼は思った。二人の出しゆつ自じや過去を調べれば、亨司との接点が見えてくるだろう。元もと安全対策庁ちようの自分を雇やとったことを考え合わせると、テリオンの情報を収しゆう集しゆうする役割を帯びた人間かもしれない。

「アルカ、か……」

　さっき拓也が口にした言葉を高たか橋はしは思い返した。そういえば、どこかで聞いたことがある気がする。安全対策庁にいた頃、耳にしたうわさ話の中にそんな単語が出てきたような──。

「なにを嗅かぎ回るつもりなのかな？」

　高橋は飛び上がりそうになった。立ち止まって振り向くと、亨司がすぐそばに立っていた。後ろ手の姿勢で彼を見下ろしている。

「……なんの話ですか？」

　高橋はみぞおちのあたりに冷たいものを感じた。亨司の背後にある長い廊下をちらりと見る。いつ自分の背後に近づいてきたのだろう？　足音はまったく聞こえなかった。

「ぼくたちのことを調べ上げて、ゆすりたかりの材料にする……あなたの考えていることはそんなところだろうね。その程度のことは前から分かっていた」

　顔にかかった影のせいで、眼鏡めがねのレンズの奥にある目がはっきり見えない。こちらの考えを完全に見み透すかした物言いに、高橋は九割の驚きと一割の安あん堵どを感じた。「前から分かっていた」にもかかわらずなにもしなかったということは、それを理由に処しよ罰ばつしないということだ。

「なにをおっしゃっているのか、よく分からないですね」

　つまり、まだ動く余よ地ちがあるということになる。亨司は自分に釘くぎを刺すつもりなのだろう。あるいはどこから高橋が調べようとしているのか分からず、探りを入れに来たのかもしれない。

　賢かしこいように見えてまだガキだな、と高橋は内ない心しんでほくそ笑んだ。確かく証しようも持たずにいきなり手の内を晒さらすのは下げ策さくだ。

「お話はまた後で。これから職員室で会議がありますので」

　高橋はそう言って踵きびすを返そうとした──が、両肩をがっしりと摑つかまれてその場に固定された。

「……高橋さん」

　亨司のかすれた声が頭上から降ってくる。万まん力りきのような強い力で締め付けられて、肩の骨が軋きしむ。しかし、亨きよう司じの顔を見た瞬間に高たか橋はしはその痛みを忘れた。

　いつのまにか亨司は眼鏡めがねを外していた。赤い血管の走った白しろ眼めの中心に、小さな穴のような黒い瞳ひとみが浮かんでいる。

「ぼくの目を見ろ」

　ほとんど唇を動かさずに亨司は言った。

「一体なにを……」

　するつもりですか、と言うつもりだったが、凍りついたように舌が動かなかった。

「あなたには純じゆん粋すいな恐怖を感じてもらう……当分、ぼくに逆さからう気など起こらないように」

　かっと見開かれた両目が高橋を凝ぎよう視ししている。全身に言いようのない震えが走った。亨司の目の奥になにかが揺らいでいる──形も色もない異い様ようななにかが。

　亨司の目の奥で「なにか」はみるみるうちに膨ふくれ上がってくる。突然、高橋は活かつ動どう直前の噴ふん火か口こうに立たされているような気がした。このままここにいては「なにか」に吞みこまれる。もがいても体は自由にならなかった。彼は唐とう突とつに自分の最期を悟さとった。きっと命など一瞬で刈り取られる。その後は髪の毛一本までこの地上に残らない──。

　気が付くと高橋は大声で悲鳴を上げていた。それ以外になにも出来ることはなかった。自分が人ではなくただ叫び声を上げるだけの機械になったようだった。

　自分のうちに潜ひそんだ純粋な恐怖の姿を、高橋は初めて目の当たりにした。




　我に返ると高橋は廊下の真ん中に座りこんでいた。体中の力が抜けて立ち上がれない。冷たい汗にまみれた体ががたがたと震えている。

「これは警けい告こくだよ」

　頭上から亨司が語りかけてきた。もう普段の声に戻っている。

「ぼくたちのことはあまり嗅かぎ回らないように。それが今後ともうまくやっていくコツだ……分かったかな？」

　高橋はうなずくことも出来なかった。彼は遠ざかっていく亨司の足音を身動き一つせずに聞き続けた。待ちくたびれた教師たちが捜しに来るまで、彼はずっと同じ姿勢のままその場所から動かなかった。




　　　　５




　拓たく也やと日ひ向な子こは堤てい防ぼうの上の小道を歩いている。左手の堤防の下から川のせせらぎが聞こえる。周りには誰もいない。このあたりの川辺は護ご岸がん工事をなされていない。二人が歩いている小道を除けば、背の高い雑草が風にそよいでいた。

　一応、この近きん辺ぺんも通学路だったが、二人の他に生徒は誰も歩いていない。亨司に頼んで生徒たちを下校させた後、拓たく也やと日ひ向な子こはしばらく学校でテリオンが来るのを待っていた。

「……テリオンは来てないのかな」

　と、拓也は言った。何時間待まっても何事も起こらず、亨きよう司じを残して付近の見回りに出たのだった。人ひと気けのないところを重点的に見て回っているが、今のところ成果はない。

「分からないけど、バレットが来たのには理由があるはず」

　バレットの影は見えなくなってぃた。さっきまで学校の上空を飛んでいたのが見えたのだが、雲が厚くなったせいかもしれない。

「俺たちがいない間に学校に来るかもな」

　東とう堂どう学園の校舎が家々の屋根の向こうにわずかに見える。拓也たちが不在のうちに学校にテリオンが現れてしまう可能性がある。拓也はそれを心配していた。

「そうなったら亨司が連絡してくると思う」

　と、日向子は言った。

「あいつ、信用出来んのかな？」

　高たか橋はしを殺すと言った時の亨司の態度が、頭にこびりついて離れない。飼い飽あきた昆こん虫ちゆうを捨てる子供のようで、あまりにも平然としすぎていた。

「……今までほんとに誰か殺したことがあるんじゃないのか？」

「それはないと思う……鮫さめ石いしさんがそんな人間を自分の周囲に置くはずがないし」

　そう言いながら、日向子の表情はどこか晴れなかった。

「日向子もなんか気になってんのか？」

　彼女は否定も肯定もせずにしばらく黙っていたが、やがてためらいがちに口を開いた。

「どうして亨司が今まで方舟アルカに直接参加しなかったのか、不ふ思し議ぎに思っていたの」

「え？」

「今まで方舟アルカを支援してきて、能力もあるみたいだった……だったら、鮫石さんも当然それを考えたはず。使える人材を喉のどから手が出るほど欲しがっているから」

「あんな性格だから、危なっかしかったんじゃないのか。そんなに気になることか？」

　日向子は川の方を向いてしゃがみこんだ。普段、思っているよりも小さな背中だった。細い肩はほとんど黒くろ髪かみに隠かくれている。

「そうかもしれない……でも、考えてみると今まで彼の存在を一度も知らされたことがない。なにか事情があるような気がして」

　拓也は「鮫石」とはまだ一度も顔を合わせていない。何度か電話で話しただけだ。多少強ごう引いんだがさっぱりした気き性しようの女性に思えた。確かにあまり隠し立てをするような性格ではなさそうだった。

「別に隠すつもりがなくても、なんとなく言えないことってあるだろ」

　拓也は元気づけるつもりで言った。

「今さら言ってどうすんだ、みたいなこととかさ。日ひ向な子こにだってあるんじゃないのか？」

　日向子ははっと目を上げて拓たく也やを見る。どうも驚いているらしい。

「ん、どうかしたか？」

「……誕生日」

「誕生日？」

「なんでもない……確かに、誰にでもあるかもしれない」

　日向子は再び川かわ面もの方を向いてしまう。

　そういえば、日向子は自分の誕生日の話をよくしていると拓也は思った。

（確か、六月十六日だったっけ）

　誕生日を過ぎてから、「おめでとう」を言ってほしいと言われたことがある。なにか誕生日に特別な思い出があるのかもしれない。

　拓也は自分も彼女の隣となりにしゃがんだ。川面が太陽の光を浴びて輝いている。

　こうしていると、テリオンが自分たちのすぐそばまで迫っていることなど噓うそのようだった。

　ただ放課後に二人で遊びに来ているだけのような気がした。

「もし、今日このままテリオンが来なかったらどうしようか？」

　と、拓也は言った。テリオンが迫っているとしても、襲しゆう撃げきは明日かもしれないし、もっと先かもしれない。

「……今までそれを考えていなかったの？」

　日向子があきれ顔で言った。

「日向子は考えてたのか？」

　当然、と言うように彼女はうなずいた。

「君にはこのままわたしの家に来てもらう」

　またそれか、と拓也は思った。

「だからそれはちょっと……」

「そう言うと思って、君のおじい様にはもう連絡しておいた」

「えっ」

　拓也は絶ぜつ句くした。

「……う、うちのじいちゃんになんて言ったんだ？」

「今日から君がわたしの家で暮らす、って」

　拓也の喉のどがごくりと鳴った。

「う、うちのじいちゃん……なんて言ってた？」

「最初は驚いていたけど、わたしたちの意思に任せると言ってくれた。ただ、わたしたちの今後のこともあるから後でじっくり話を聞かせてほしいって」

　拓也はめまいがしてきた──間違いなく誤ご解かいされた。

「それはまずいだろ！」

「なにが？　君はこの前からそればかり言っているけど」

　不ふ機き嫌げんそうに日ひ向な子こが聞き返す。「それはただの同どう棲せい宣言だ」と、どう遠とお回まわしに言ったらいいか拓たく也やは悩んだ──結局、そんな便利な言い回しは思い付かなかった。

「な、なにがってとにかくまずい……」

「どうしてちゃんと説明してくれないの！」

　不意に日向子は大声を上げる。拓也は飛び上がりそうになった。

　彼女は力が抜けたように地面に視線を落とした。

「…………わたしが信用出来ない？」

　と、弱々しく言った。

　拓也ははっと胸を衝つかれる。今まではっきり説明しなかったことを後こう悔かいした。日向子は自分のパートナーなのだ。最初に説明していれば、意識しすぎだと言われて終わりだった──かもしれない。

　彼は覚かく悟ごを決めた。

「……二人っ切りだとまずいと思っただけだよ」

「どうして？　他の人たちがなるべく巻きこまれないように……」

「そうじゃなくて……あの、俺は男だし、日向子はその……女だろ……なんかあるとまずいんじゃないか……」

　沈ちん黙もく。足下から川のせせらぎが聞こえる。

　拓也はおそるおそる日向子の横顔を窺うかがった──微び動どうだにしていない。

　突然、みるみるうちに彼女の頰ほおが真っ赤になっていった。がばっと立ち上がって拓也を見下ろす。ブラウスの胸元を隠かくすようによじり合わせている。

「バ、バカ！　なに考えてるの！　変な風ふうに意識しないで！」

「なにって常識で考えればそうなるだろ！　意識しない方がおかしいって！」

「で、でもわたしとは友達でしょう？　と、友達にそんなこと想像するなんて！　いやらしい！」

「男と女で一緒に住む友達なんか普通いるかよ！　第一、日向子はただの友達じゃな……」

　拓也は口をつぐんだ。「ただの友達」ではないとすると、一体なんなのだろう。日向子と初めて会った頃──自分が普通の人間だと思っていた頃なら、答えは簡単だったかもしれない。今の日向子は「友達」というだけではなく、同じアルカミレスとして一緒に戦うパートナーでもある。

　今の日向子に対する気持ちがどういうものなのか、拓也にもうまく口で言えなかった。

「……友達でしょう？　わたしとは」

　日向子は目を背けながら繰り返した。

「それに、拓也には礼れ菜なさんが」

　突とつ然ぜん出てきた「礼れ菜な」の名前に拓たく也やは戸と惑まどった。

「礼菜？　あいつは昔から一緒に住んでる家族だよ。なんであいつが……」

　再び拓也はなにも言えなくなった。もともと、礼菜とは血がつながっていない。それどころか、礼菜は人間ではないのだ。今、礼菜と一緒にいるテリオンたちこそ、彼女の本来の「家族」だ。

　礼菜を助けたいというこの気持ちは本当に「家族」のものだろうか？

「拓也がわたしと一緒にいるのは、助けたい人がいるから」

　日ひ向な子こは独り言のようにつぶやく。拓也の胸が締め付けられた。それは違う、と拓也は言おうとした。日向子と一緒にいるのは礼菜のためだけではなく──。

　不意に冷たい空気が足首をぞわりと撫なでた。

　彼は川かわ縁ぶちを見下ろし──思わず息を吞んだ。

　青いコートを着た少女が川の中に立っている。長く伸ばした髪と青いゴーグルに隠かくれて顔ははっきり見えないが、拓也たちと同じぐらいの年ねん齢れいのようだった。彼女は早い流れに動じることなく、拓也たちがいる岸の方へ一歩ずつ進んでくる。彼女のコートは袖そでも丈たけも長すぎて、どちらも先の方が川かわ面もの下に沈んでいる。余った裾すそが青い尻尾しつぽのように水流の中でゆらゆらとたなびいていた。

　少女は岸にたどり着き、砂じや利り敷じきの河原に上がった。今まで隠れていた手足が滴しずくをぽたぽたと落としながら現れる。突然、少女の身長がありえないほど伸びた気がした。

「……あれは」

　と、日向子がつぶやいた。胴どう体たいと頭は「人間」のものだったが、不ふ釣つり合いに長い筋きん肉にく質しつの手足の肌はだは青く、どの指にも鋭いかぎ爪づめが伸びていた。子供の頃ころ絵本で見た鬼おにを思わせた。

（テリオンだ）

　彼女が歩くたびに足下からちゃりんと音が響ひびく。コートの袖からは何本もの黒い鎖くさりが地面に垂れ下がっていた。それが彼女の戦器オニクスらしい。

「拓也、戦器オニクスを！」

　日向子の表情は「女の子」からアルカミレスのそれに変わっていた。彼女はためらいなく制服のスカートをまくり上げて、愛あい刀とうの戦器オニクス──百視剣アルゴスガノンを太ふと股ももの鞘さやから抜いた。波打つような形の刃やいばを持つ、短剣の戦器オニクスだった。拓也は慌あわてて目を逸そらしたが、意識している様よう子すはない。

「反転リトウルネ」

　日向子がつぶやいた。彼女の体に白い装そう甲こう──外殻クラスタが浮かび上がる。皮ひ膚ふや服と融ゆう合ごうしながら外殻クラスタは広がっていき、全身の七割ほどを覆おおったところで止まった。彼女の外殻クラスタは左右非ひ対たい称しようで、主に左半身を覆っている。右半身と頭は装甲のない部分が目立った。

　拓也は黒いケースを地面に立てて、中から金色の大剣クレイモア・イグニス・アウルムを取り出した。戦器オニクスを鞘から抜くと、かすかに刀とう身しんが輝きを発している。拓也の心臓が高鳴り始めた。先月に比べてだいぶこの剣にも慣れたが、自分の実力には自信が持てるほど訓練が出来たわけではない。

（……とにかく、戦うんだ）

　それだけを自分に言い聞かせる。目の前の敵を倒さなければ、礼れ菜なに辿たどり着けないのだから。

「拓たく也やはまだ『反転リトウルネ』しないで」

　日ひ向な子こは小声でささやいた。拓也が外殻クラスタを身にまとえる時間は五分しかない。まずは相手の出方を見るつもりなのだろう。拓也はうなずいて剣を握りなおした。

「止まれ！」

　百視剣アルゴスガノンの切きっ先さきを、日向子は堤てい防ぼうの下のテリオンに向けた。少女はゆっくりと顔を上げて、口元に呆ほうけたような笑みを浮かべた。拓也は少女が自分たちを見ていないことに気付く。

　彼女の視線の先を辿る──堤防の上に赤いブラウスとショートパンツの少女が立っていた。目には赤いゴーグルをかけ、ポニーテールの髪の毛も赤く染めている。

「お前、あたしに断りなく水すい漣れんに話しかけるな」

　彼女は黒い長ちよう銃じゆうのような戦器オニクスを構えている。銃じゆう身しんの途中になぜか球きゆう状じようのふくらみがついている。

（テリオンが……二人？）

　拓也は二人の少女を見比べた。赤い少女は堤防の下にいる黒い少女とうり二つだった。

「お前は誰？」

　と、日向子が堤防の上の赤い少女に問うた。ポニーテールを揺らしながら彼女は顎あごをそらせる。

「あたしは火か凛りん。火凛・テスタ……火か鬼きのテリオン」

　そして、彼女は堤防の下にいる片かた割われに顔を向けた。

「水漣・コーダ、名乗ってよし！」

　と、火凛は言った。拓也は首をひねる。今の「水漣・コーダ」が名前ではないのだろうか。しかし、青い服の少女は笑顔でこくりとうなずいた。

「……わたし、は、水漣……コーダ、水すい鬼き」

　彼女は言われた通りにもそもそと名乗った。

（名乗る意味ねえじゃん）

　と、拓也が思ったその時──。

「危ない！」

　日向子の腕が拓也の体に回される。足を払われて体が一瞬宙ちゆうに浮いた。彼はバランスを崩しながら火凛の方を見る。いつのまにか彼女の姿が「人間」ではなくなっていた。全身の肌はだの色が赤に変わり、四し肢しには水漣と同じようなかぎ爪づめが生はえている。額ひたいから小さな円えん錐すいの突とつ起きが盛り上がり、唇からは白い牙きばが覗のぞいていた。

　まさに「鬼おに」だった。

　彼女の構えた戦器オニクスの銃じゆう身しんにある球きゆう体たいが小こ刻きざみに震えている。拓たく也やと日ひ向な子こが堤てい防ぼうの斜面を転がり始めるのと同時に、火か凛りんが高笑いしながら引き金を引いた。

　なにも起こらなかった。

　銃声もなく、銃じゆう口こうからもなにも発射されない──そう思った瞬間、拓也のいた場所に立ててあった黒い戦器オニクスのケースがじゅっと音を立てて消えた。

　一いつ拍ぱく置いて、肌はだを焼くような熱風が拓也たちの体に吹き付ける。勢いよく斜面を転がりながら、拓也は草の焼ける臭においをはっきりとかいだ。

（……熱）

　首くび筋すじの毛が逆さか立だった。あの戦器オニクスは銃口から高熱を放射するのだ。もし日向子が助けてくれなかったら、今いま頃ごろは自分がこの世から消えていた。

「拓也！」

　日向子の声が聞こえる。拓也は右手の中のイグニス・アウルムの柄つかを強く握ると、はっきりと口の中でつぶやいた。

「反転リトウルネ」

　転がっている彼の体に赤い外殻クラスタが発現する。全身が強きよう靱じんな物質に覆おおわれていく違い和わ感かんに彼は耐えた。外殻クラスタは頭まで達し、視覚も聴覚も一瞬ブラックアウトして、次の瞬間マスクと一体化した感覚器き官かんからの情報が脳に流れこんできた。

　起きあがった時、彼は赤い外殻クラスタによって完全に武装していた。

「……お前が篠しの宮みや拓也か？」

　火凛が堤防を下りながら拓也に尋たずねた。たった今いま使った銃は今は肩に担かついでいる。

　拓也は首を振った。自分がアルカミレスであると信じろ、という日向子の言葉を思い返した。拓也はイグニス・アウルムを両手で構えながらきっぱりと言った。

「俺は赤のアルカミレス……血刃の王ロワ・デ・ルジエ」
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「やっぱ最初の一発で死ぬほど甘くないか」

　火凛が堤防を下りきって河原に立つと、水すい漣れんが嬉うれしそうに走っていった。

　コートの背中にひときわ太い鎖くさりがぶらぶらと揺れている。水漣が近づいてくるのを待って、火凛はまるで飼い犬を扱うようにぐいとその鎖を摑つかんだ。水漣も青い四し肢しを丸めてぺたりとその場に腰を下ろす。

「お前たちも二人。こっちも二人……二対二だな。……って他に味方はいないのか？」

　日向子も拓也も相手からの攻撃をすぐに避けられる体勢になっている。赤いアルカミレスのマスクが日ひ向な子この方を窺うかがっている。こちらから攻撃しないのか、と言いたげだった。

　拓たく也やが反転リトウルネしている時間には制限がある。日向子としてもすぐに攻撃したいところではあったが、

（もうちょっと待って）

　と、拓也に目め配くばせする。こちらの戦器オニクスが二本とも剣である以上、安あん易いに火か凛りんの戦器オニクスの間合いに入るのは危険だ。それに、水すい漣れんの方がどういう能力を持っているのかまだ──。

「水漣、やれ！」

　その途と端たん、火凛からの命令が飛んだ。日向子たちはさっと身構える。しかし、水漣は足下に咲いているヤブジラミの小さな花をじっと見つめているだけだった。コートの袖そでから下がっている「鎖くさり」の戦器オニクスも、だらりと地面に広がったままでまったく動いていない。

　白けた沈ちん黙もくが流れた。

「ちっ……しょうがねえな」

　がりがりと火凛は頭をかくと、ばつが悪そうに日向子たちに向き直った。

「ちょっと待て！　すぐに水漣はやる！」

「……なんだあれ」

　と、拓也がつぶやいた。

「さあ……」

　日向子は首をひねった。隙すきを見せているようで、「誘い」をかけているのかもしれない。攻撃をすぐに仕掛けるべきか迷っていると、日向子の足首──外殻クラスタに覆おおわれていない右足に、ひやりと冷たい空気が触れた。見下ろすと地面り近くを覆おおった雑草がいつのまにか冷たい霧に覆われている。

　その下の地面が完全に凍り付いていた。

「……これは」

　凍った地面から土つち混まじりの氷が盛り上がって、日向子の両足をしっかりとその場に固定していた。日向子ははっと水漣を見る。さっきと同じように微び動どうだにしていなかったが、彼女が見ている花は根本から完全に凍り付いている。地面に広がった鎖が小こ刻きざみに震えている。おそらく、戦器オニクスの力が及ぶ範はん囲い──境域グロブスの熱を奪うことができるのだ。

（これが「水漣」の能力）

　日向子は拓也の方を見る。彼の両足もやはり凍らされている──が、自分の状態に気付いていなかった。拓也の外殻クラスタは「完全」であるが故ゆえに、温おん感かんを完全に遮しや断だんしてしまっているのだ。

「拓也！　足！」

　と、日向子は叫ぶ。彼は自分の両足を見下ろす。

　火凛は鎖を左手に持ったまま、長ちよう銃じゆうの銃じゆう口こうを日向子たちに向けた。

「そろそろ固定出来たかな？　水漣は能力の発現が遅くってさ」

　日ひ向な子こはこの姉妹の戦術を理解した──水すい漣れんの「低温」で動きを奪い、火か凛りんの「高温」で仕留める。全身に緊きん張ちようが漲みなぎった。

「飛んで！」

　日向子は拓たく也やに言い、手の中の百視剣アルゴスガノンを握りしめる。




「加速ヴイテ」




　そう呟つぶやいた途と端たん、戦器オニクスによって日向子の能力が解放される──彼女も含めて、全てのものの動きが「遅く」なる。脳の情報処しよ理り速度を高めることで、体感できる時間を引き延ばす能力だった。肉体の動作そのものを加速することは出来ないが、正確さを高めることは出来る。

　日向子はしゃがみながら凍った地面に目を凝こらす。氷の表面にある微び細さいな亀き裂れつを見極め、その間に百視剣アルゴスガノンの刃やいばをするりと滑りこませた。そのまま刃を滑らせて自分と拓也の周囲の氷を割る。土つち混まじりの氷の欠片かけらが空中にゆっくりと跳ねた。

　顔を上げると戦器オニクスを構えた火凛が引き金を絞しぼるのが見えた。その時、腰に赤い外殻クラスタに覆おおわれた腕が回された。拓也は日向子の体を摑つかんだまま地面を蹴ける。二人の体はふわりと地面から浮かび上がった。

　その方向には川があった。

（……川？）

　日向子は不ふ吉きつな感覚に囚とらわれた。自分でも理由はよく分からなかったが、川へ逃げるのはあまりいい選択ではない気がする。

　二人の体の下を火凛の戦器オニクスが放つ高熱が通り過ぎていく。

　火凛は緩かん慢まんな動きで日向子たちを見上げた。日向子たちは放ほう物ぶつ線せんを描いて川の中に落下する。日向子の外殻クラスタに覆われていない部分が川底に打ちつけられた。ごぼりと口から泡あわを吐き、体の力が抜ける。

　その痛みで日向子の「加速ヴイテ」が解けた。一ひと足あし先さきに立ち上がった拓也に、彼女は助け起こされる。流れは膝ひざ程度の深さしかない。

「イグニス・アウルムを持ってる方じゃなく、『鎧よろい』が中ちゆう途と半はん端ぱなそっちの白い方が司し令れい塔とうなのか？」

　川かわ縁ぶちに移動した火凛が二人を見ている。水漣がそのすぐ隣となりに現れて、水面に鎖くさりを垂らした。

「……やれ、水漣」

　日向子は息を吞んだ。やっぱりここはまずい、と直感した。水の中は危険だ。

「水から出……」

　拓也に言いかけた途と端たん、水漣の戦器オニクスに触れている水面が白く凍り始めた。彼女の予想をはるかに上回る速さで、氷は一気に日向子たちの立っている場所まで走ってきた。水面に近い膝を中心にして、日ひ向な子こたちの体はさっきとは比べものにならないほどの分厚い氷に捕らえられた。体の表面に付着した水すい滴てきも凍り付いて白い霜しもになっていく。

（あっ……）

　外殻クラスタに包まれていない生身の部分から、瞬しゆん時じに熱が奪われて体が硬直する。凍とう結けつが胸にまで達したところで、視し界かいがすうっと暗くなった。叫び声を上げることも出来なかった。

　火か凛りんの嘲ちよう笑しようがひどく遠くから聞こえる──日向子の全身から力が抜けていった。




　日向子の首ががくりと前に落ちた。かろうじて倒れてはいなかったが、ふらふらと上半身が揺れている。

　拓たく也やたちは氷で造られた中なか州すの一番端はしに縫ぬいつけられていた。火凛は硬度を確かめるように、足を伸ばして氷の一角に触れた。ほんのわずかに中州の上面が傾かしぐ。どうやら、この巨大な氷の塊かたまりは川の中に浮いている状態らしい。

「川に逃げたのは失敗だな。地面より水の方がずっと凍りやすいんだ」

　火凛は三度長ちよう銃じゆうの戦器オニクスを構えた。拓也はさっき日向子が百視剣アルゴスガノンで足下の氷を割ったことを思い出す。急いで大剣クレイモアを振り上げようとして──。

　剣はぴくりとも動かない。自分の戦器オニクスを見下ろした拓也は愕がく然ぜんとした。イグニス・アウルムの刀とう身しんは完全に氷と一体化していた。氷から上に出ているのは柄つかの部分だけだった。

「……お前ら二人とも、最高温度で蒸発させてやるよ」

　銃じゆう身しんの球きゆう状じようの膨ふくらみががたがたと振動している──きっと、あの中に「熱」を溜ためこんでいるのだ。拓也は外殻クラスタの下で歯を食いしばった。川の方へ飛んだのは拓也だった。あの高熱から自分たちの身を守るのは水の中がいいと思ったからだ。

（俺のせいだ）

　日向子を死なせるわけにはいかない。ここで死ぬわけには行かない。拓也は戦器オニクスの柄を両手で固く握りしめた──自分をアルカミレスだと信じる。普段の自分ではなく。

　拓也は剣を持ち上げ始めようと渾こん身しんの力をこめ始めた。外殻クラスタは人間の肉体を守ると同時に、人間の身しん体たい能力を拡張する機能も持っている。外殻クラスタの面積が多い拓也は、単純に筋力も強いということになるはずだ。

「無む駄だだよ、諦あきらめな」

　しかし、拓也はその声すら耳に届いていなかった。足下からかすかに氷の割れる音が聞こえた。彼は腰を落とし気味にして、さらに力を振り絞しぼる。ばりばりと硬いものが割れる音が響ひびき渡った。拓也の膝ひざ下したの氷に亀き裂れつが走った。

　拓也のイグニス・アウルムはゆっくりと持ち上がり始めた。

「……あっ」

　かすかな火凛のあえぎが聞こえた。持ち上がっているのは剣だけではない。拓也の身長の何倍もの長さがある巨大な氷がまるで跳ね橋のように持ち上がりつつあった。拓たく也やは奥おく歯ばを食いしばり、声を上げながらさらに剣を持ち上げる。

　拓也たちの立っている場所を境さかいに氷の塊かたまりは完全に二つに割れた。拓也たちの背後にある氷はそのまま残ったが、彼の前面にある氷──イグニス・アウルムと一体化した方の巨大な塊は水面から浮かび上がり、垂直な壁のように立ち上がる。

　叫び声とともに拓也はその氷を再び川かわ面もにたたきつけた。ばらばらにいくつものブロックに砕けた氷ひよう塊かいが、拓也たちの目の前にまるで堤てい防ぼうのように積み上がった。半はん透明の氷を透すかして火か凛りんたちの姿が見える。

　氷のこちら側では、拓也も日ひ向な子こも完全に自由になっていた。しかし、半身を凍らされた日向子ははっきりと意識があるようには見えない。

「なんてことしやがる……」

　呆ぼう然ぜんとした火凛のつぶやきが氷のむこうから聞こえる。拓也は再び日向子の体に腕を回した。この氷の塊が自分たちの「盾たて」になってくれるはずだ。もう一いち度ど水面を凍らされないうちに反対側の岸へ上がらなければ──。

「……なんてな。バーカ。こんなことしたらかえって危ねえんだよ」

　引き金を引く火凛の姿が氷ごしにぼんやり見えた。次の瞬間、川の中心に積み上がった氷塊の中心に丸い穴が開く。

　そして、轟ごう音おんとともに爆発が起こった。




　すでに跳ちよう躍やくの姿勢に入っていた拓也は、抱えていた日向子の体と一緒に岸まで跳ね飛ばされた。日向子をかばうように河原に倒れこんだ拓也の上に、氷の破片がばらばらと降り注そそいだ。

「日向子、大丈夫か？」

　拓也は腕の中の日向子に向かって言った。氷から離れたせいか、日向子の体からは霜が消えている。しかし彼女の体はまだ小こ刻きざみに震え、肌はだにも血の気がない。外殻クラスタ越しでは彼女の体が温かいか冷たいかも分からなかった。

「日向子？」

　もう一度呼びかけると、彼女は目を開けて拓也を見た。彼はほっと息をついた。

「……ありがとう。大丈夫」

　彼女の呼吸はさほど乱れていない──不意に日向子が目を背けた。マスク越しとはいえ、ほとんど顔が触れ合うほどの距離にいることに拓也も気付いた。

「ど、どいて。もう平気」

　日向子は慌あわてて拓也の腕をほどくと、よろけながら起きあがった。拓也もイグニス・アウルムを手にして立ち上がる。まるで火事が起こった現場のように、あたりはもうもうと白く生なま温あたたかい煙に包まれていた。流れと岸の境さかい目めもはっきりとしない。

「なんだったんだ……今の」

　なにかが爆ばく弾だんのように炸さく裂れつした。しかし、火か薬やくらしい刺し激げき臭しゆうもあたりにはまったく漂っていない。なにかに火が点ついた形けい跡せきもなかった。

「……水蒸気爆ばく発はつ」

　日ひ向な子こが拓たく也やの隣となりでつぶやいた。

「水や氷が高熱に触れると、気化して体積が急激に膨ぼう張ちようするの」

　拓也は驚いて日向子を見つめた。

「氷が爆発するってことか？」

「よほどの高熱でないと起こらない現げん象しようだけど」

　拓也は川かわ面もの方を振り返った──だとすると、ここは火凛にとって爆ばく薬やく庫このようなものだ。水のそばにいればいるほど危ない。

「じゃあ、今すぐここから離れないと」

「いいえ」

　と、日向子が言った。

「向こうもそう思っているはず。だから、ここでケリを付ける」
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「ちょっとやりすぎたか」

　火か凛りんは立ちこめる白煙の中でつぶやいた。隣となりにいるはずの水すい漣れんの姿もはっきり見えない。大量にこの「煙」が発生することも忘れて、つい自分たちのいる岸に近い場所で爆発を起こしてしまった──周囲に漂っているのは、正確には「煙」というより「霧」である。爆発を引き起こした水蒸気が急激に冷えて、微び細さいな水すい滴てきと化したものだからだ。

「あいつらもまだ生きてそうだしな」

　自分に言い聞かせるように火凛は大きな声で言った。爆ばく風ふうとともにアルカミレスたちが対岸へ飛ばされたのが一瞬見えた。あの程度の衝しよう撃げきには耐えるだろう。そのための外殻クラスタだ。

「水漣、もう一回川かわを凍らせろ」

　水漣は「能力」を発動させて対岸まで渡れる橋を作った。

　火凛の赤い肌はだには冷たい汗が浮かんでいる。こちらの戦器オニクスの威い力りよくを知っている以上、敵がこのまま逃げてしまうかもしれないことは承しよう知ちしていた。それでも、火凛は足を踏み出すことをためらっている。

（……怖い）

　水すい漣れんの前では決して口にしない言葉を火か凛りんは吞みこんだ。敵と直面していることを想像したくない。戦う時の火凛は常に「恐怖」を抱き続けていた。そのような臆おく病びようさこそ、火凛・テスタの本来の性格だった。

　彼女の言葉は、相手の力量を計るか、あるいは相手を混乱させるためにある。挑ちよう発はつして動どう揺ようを誘い、注意をそらして隙すきを作る──そうしなければ火凛は戦うことが出来ない。

（……怖い……怖い……）

　あの「完かん璧ぺき」な外殻クラスタの男も恐ろしいが、そのそばにいるあの白いアルカミレスはもっと恐ろしい。守るべきものを守り、そのために手て加か減げんなく敵を倒そうとする強い意志を感じる。昨日きのう、墓所カタコンベで会ったレディ・バレットに似ている。あの隼はやぶさのテリオンも彼女の恐怖の対たい象しようだった。

　あの時、バレットをしつこく挑発したのも、なにか底そこ知しれないものを感じたからだ。

（怖い……こわ、い……）

　白いアルカミレスやバレットの冷静な目を想像すると体が震える。しかし、戦いをやめようとは思わなかった。手の中にある戦器オニクスが彼女を戦いに駆り立てる。テリオンの闘争本ほん能のうを引き出すことこそ、戦器オニクスの第一の機能だからだ。

　火凛の頰ほおは笑みで緩みつつあった。牙きばがちらりと覗のぞく。この「恐怖」そのものが自分の狡こう猾かつな強さの根源だと自覚している。

（怖……い……ころ……殺す……殺す……）

　火凛はゆっくりと前へ歩き出した。

（怖い……殺す……怖い……殺す……）

　臆病な性格と表ひよう裏り一体の強烈な殺意。それが火凛を火凛たらしめている本質だった。

「行くよ、水漣」

　火凛は水漣の首の鎖くさりをぐっと引っ張った。水漣が鎖の音を響ひびかせながらついて来る。バレットたちと同じように、火凛にも守るものがある。水漣を絶対に一人にしてはいけないのだ。

　氷の橋を渡るにつれて、白い霧は少しずつ晴れてきた。

　川のちょうど真ん中あたりで火凛は足を止める。対岸でかすかに影のようなものが蠢うごめくのがちらりと見えた。

（あのアルカミレスたちは逃げなかった）

　だとすると、攻撃を仕掛けてくる可能性が高い。

「止まれ、水漣」

　向こうがなにかを仕掛けてくるなら、ここで迎え撃うつのが安全であり、怖くない。周囲には無む尽じん蔵ぞうに水があるからだ。

　その時影かげが岸を離れ、氷の上を一直線に向かってきた。

　火凛は戦器オニクスを構える。十分に相手を引きつけて、ことりと引き金を落とした。放射された「熱」はその影を完全に吞みこむ──と、突然それは爆発した。爆ばく風ふうと氷の破片を浴びて、火か凛りんはたたらを踏んだ。

「くそっ！」

　人ではなくただの氷の塊かたまりだ。さっきの爆発で弾はじけ飛んだ破片をこの「橋」に置いて、対岸から滑らせただけだろう。

（だとすると、次は……）

　爆ばく風ふうの向こうから近づいてくる気配がある。しかし戦器オニクスを向けた時には、すでに銃じゆう口こうの下に白い外殻クラスタの少女が潜もぐりこんでいた。彼女は引き金のあたりを狙って、黒い短剣を跳ね上げる。かちりと音がして火か凛りんの持つ長ちよう銃じゆうの戦器オニクスが弾かれて宙を舞った。

「畜ちく生しよう！」

　霧の向こうで水音が聞こえる。川の中に沈んだのだ。火凛は水すい漣れんの鎖くさりから手を放し、腕を振り回して女のアルカミレスの体に手しゆ刀とうを打ち込んだ。運良く生なま身みの脇わき腹ばらに食いこみ、彼女は苦く悶もんの声を上げながら氷上に転がった。

　水音を頼りに戦器オニクスを拾いに行こうとしたその刹せつ那な、頭上から気配が降ってきた。顔を上げると赤のアルカミレス──血刃の王ロワ・デ・ルジエが、金色の戦器オニクスの切きっ先さきを火凛に向けて空中から迫ってきていた。




　火凛の脳のう天てんに拓たく也やは金色の戦器オニクスを振り下ろす。相手に武器はない。火凛は避けようともせずに立ちつくしているだけだった。

（倒せる）

　拓也が確信した瞬間、青い影がさっと拓也と火凛の間に飛びこんだ──水漣だった。今までとは別人のような素早い動きに拓也はぎょっとした。金色の刃やいばを目の前にしてもゴーグルの奥の目には恐れも動どう揺ようもない。むしろ今にも哄こう笑しようしそうな歓かん喜きが漲みなぎっていた。空中から振り下ろされる剣に向かって、水漣は青い両手をまっすぐ突き出してくる。十本の指が目の前で異い様ように大きく広がったように見えた。

（なんなんだ、こいつ）

　素す手でで戦器オニクスを受け止められるはずがない。しかし、その躊躇ためらいのなさが拓也の心に不安を生んだ。なにか嫌な予感がする。しかし、攻撃を止めることは出来なかった。

　鈍い金属音──大剣クレイモアが空中に静止する。水漣が開いた両手で刃を受け止めていた。水漣の手のひらからは血の一いつ滴てきも流れていない。よく見ると彼女の手のひらにも鎖の戦器オニクスが巻き付いている。その細い鎖が彼の渾こん身しんの斬ざん撃げきをあっさりと受け止めていた。

（……噓うそだろ）

　拓也は息を吞んだ。イグニス・アウルムは黒い戦器オニクスを叩たたき割る力を持っているはずだ。斬きれないはずがない。

　脳のう裏りにルスランに斬きりかかった時の不ぶ気き味みな記き憶おくが蘇よみがえる。拓也はルスランに傷きず一つ負わせることも出来なかった──あの時の再現を見せられているような気がした。

　水すい漣れんは不意に手のひらでで押しとどめた刃やいばを握りしめる。拓たく也やは慌あわててイグニス・アウルムを抜こうとしたが、いくら力をこめてもぴくりとも動かなかった。さっき巨大な氷を持ち上げた力が、この水漣にはまるで通用しない。

　水漣の赤い唇が低い笑い声を洩もらしている。拓也の背せ筋すじに震えが走った。このテリオンは明らかに全力を出していない。彼女の両腕がさっきよりも太く膨ふくらみつつあるような気がした。この鬼おにの両手を振りほどいて、一いつ旦たん日ひ向な子こを連れて逃げなければ──。

「水漣、止まれ！」

　火か凛りんの声が響ひびき渡った。びくっと水漣が体を震わせて、刃を握った手をゆるめた。火凛が水漣の首の鎖くさりを引っ張っている。

「……一旦退ひくぞ、水漣」

　そう言って火凛は水の中に飛びこんだ。水漣もその後に続き、たちまちテリオンたちの姿は白い霧の中に溶けてしまった。

「……日向子？」

　白い霧の中で拓也は呼びかける。遠くからサイレンの音が聞こえてきた。
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　太陽が山の向こうに沈むと、急に肌はだ寒さむくなった。昼間よりも虫の鳴く声が耳に響ひびく。

　居間のテレビからかすかにニュースが聞こえる──古こ滝たき川で発生した「原因不ふ明めいの爆発事故」についてアナウンサーがニュースを読み上げている。まだ、警察が調査中というだけで、テリオンが関かん与よした可能性については触れられていなかった。

「……連れん中ちゆうは大おお勢ぜいでは来ていないみたいだね」

　と、亨きよう司じが言った。

「連中の話を信じるなら、実質的に追っ手はその二人だけってことかな」

　拓たく也やと日ひ向な子こと亨司は篠しの宮みや家の庭にいる。拓也は戦いを終えた後、日向子と一緒に自分の家へ戻った。目立った怪け我がはなかったものの、凍とう結けつの攻撃を直接受けた日向子は思うように動けず、拓也の家で午後いっぱい体を休めることになった。夕方になった頃、亨司が篠宮家に現れたのだった。

「……多分な」

　拓也は縁えん側がわに腰かけている日向子を振り返った。

「日向子はどう思う？」

　なにか思いに耽ふけっていたらしい彼女は、拓也の言葉に顔を上げた。

「ああ……うん。そうだと思う。レディ・バレットも攻撃してこなかった」

「なるほど」

　亨司は満足げにうなずいた。

「だったら、明日から普通に授業も再開してもよさそうだね」

「えっ」

　拓也は目を丸くした。テリオンが学校に現れる可能性もある。あのテリオンたちを倒すまで、大事を取って休みにするものと思っていた。いずれにせよ期末テストも終わって、後は夏休みを迎えるばかりなのだ。

「生徒をそう何日も休ませるわけに行かないよ。一応、今日は君たちの言うことを聞いて下校させたけど、どっちにしろ連中の狙いは君だけだろう、拓也」

　いつのまにか「拓也」呼ばわりかよ、と拓也は思った。

「危険だと思う」

　と、日ひ向な子こが言う。しかし亨きよう司じは賛意を示さなかった。

「『火か凛りん』と『水すい漣れん』がどこに潜せん伏ぷくしているか分かってないんだから、学校以外の場所も危険だろう？　今日休みにして分かったけど、外に出かけてしまう生徒が案あん外がい多い。テリオンが来てるって事情をみんな知らないからね。だったら、セキュリティ・システムが壊れてるとはいえ、出入りがチェックしやすい学校に生徒を集めた方がまだ安全だよ。もちろん、君たちも学校に行くんだ」

「でも……」

　日向子が言い掛けると、亨司は遮さえぎって言った。

「『他の人を巻き添えにする』んじゃなくて、『守りやすいように近くにいる』と考えてほしいな。君たちにテリオンを倒せる力があるなら、君たちのそばにいるのが一番安全ってことになるんだからさ」

　拓たく也やと日向子は顔を見合わせた。亨司の言っていることには一応の筋すじが通っている。結局、拓也たちが火凛たちを倒せなければ、周囲にいる人間は皆みな危険なのだ。

「もちろん、そのためにぼくも手助けをする。君たちがアルカミレスとして最大限の力を発はつ揮き出来るよう協力するつもりだ。ぼくの誠せい意いは信じてほしいな」

　亨司はこぼれんばかりの笑顔で言った。自分で「誠意」を口にする人間ほどうさんくさいものはない。一体どこまで本気なのか、拓也にははかりかねた。

「……それを言いにここへ来たの？」

　と、日向子が尋たずねた。亨司は首を振った。

「まさか。敵のテリオンについてだいたい分かったから、その報告に来たんだよ。さっき君たちから電話でテリオンの特徴を聞いただろう？　それを元に色いろ々いろ調べさせてもらったんだけど、五年ぐらい前にクランテリオンで起こった内部抗こう争そうに行き着いたよ」

「内部抗争？」

　と、拓也が言った。

「というより、殺人事件と言った方がいいかな。テリオンが他のテリオンを殺したって話だからね。その犯人というのが双ふた子ごのテリオンで、『火か鬼き』と『水すい鬼き』の血を引いていたそうだから、多分間ま違ちがいないだろうね」

「『火鬼』と『水鬼』って？」

「『太たい平へい記き』にも名前が出てくる古い種族だよ。朝ちよう廷ていに反逆した藤ふじ原わらの千ち方かたという豪ごう族ぞくがいて、千方が率ひきいていたのが『火鬼』と『水鬼』を含む四種類の鬼おにだったとされている。記録では四種類の鬼は和わ歌かによって祓はらわれてどこかへ消えてしまったと書かれていて……まあ、実際には山奥に潜ひそんで集落でも作って暮らしていたらしいけどね。その双子はその『鬼』の血を引いているというわけさ」

　拓也は火凛たちの姿を思い返す。確かに「鬼」を連想させる姿だったと思う。

「この『鬼おに』はもともと特とく異いな種族で、人じん肉にくを好むとされている。他のテリオンに心を開かないし、接触もしたがらなかったらしい。事件を起こしたのもそういう性質と関係があるんじゃないかな。とっくに処しよ刑けいされたと言われていたみたいだけどね」

「そんなにすごい事件だったのか？」

　亨きよう司じはうなずいて、さらりと言った。

「一晩で他のテリオンを二十人殺したんだよ」

　拓たく也やは自分の耳を疑った。

「二十人……？」

　武器を持ったテリオンはそれぞれが強い肉体と特殊な能力を持っている。それを一気に殺すことなど想像もつかない。

「正式な作法と手続きに則のつとったテリオン同士の決闘は認められているし、その結果でどちらかが死んでも罪に問われることはないらしい。戦闘自じ体たいは戦器オニクスを手にしたテリオンの本能でもあるからね。でも、彼女たちは武器を持っていない者や、戦意を喪そう失しつした者もお構いなしに殺したらしい……その現場は血の海だったって話だよ」

　唐とう突とつに拓也の頭に浮かんだのは、今け朝さの「夢」だった。あの「夢」の中でも、拓也も戦意を失って逃げようとしているテリオンを斬きっていた。自分もあの火か凛りんたちと同じようなことをしたのかもしれない、と思うとぞっとした。

「じゃあ、ぼくはそろそろ行くよ……次は連れん中ちゆうが今どこにいるのか捜さないと。この近くのどこかに潜ひそんでいるはずだからね」

　亨司は二人の返事も待たずに、庭を出て行こうとする。

「この短時間に、そこまでどうやって調べたの？」

　彼の背中に向かって日ひ向な子こが言った。一瞬、門に手をかけていた亨司の動きが止まった。

「それはぼくの能力を認めたっていうことかな？」

　振り返った彼の顔にはからかうような笑みが浮かんでいる。

「それが質問の答え？」

　亨司の顔から笑みが消えた──初めて彼が答えをためらうところを見た。

「しかるべき情報源げんから情報を得ただけだよ。金と人じん脈みやくの使い方さえ間違えなければ、だいたいのことは分かるからね……もっと詳しく聞きたい？」

　今度は日向子がためらう番だった。

「いい。ありがとう」

　亨司は無言で二人に笑顔を向けると、篠しの宮みや家の庭から出て行った。後には拓也と日向子だけが残った。拓也は日向子が戦いの後からずっと無む口くちだと気付いていた。なにかずっと考えこんでいるようにだった。

「日向子、どうかしたのか？」

　日ひ向な子こは答えない。ただ膝ひざの上に重ねた両手をじっと見ているだけだった。普段よりも彼女が小さく見える気がした。

「……なにか考えてる？」

　彼女は拓たく也やを見上げた。普段と変わらない表情だった。

「これからどうするか考えていた」

「……ああ」

　日向子に泊まりに来るように言われたことを思い出した。今け朝さまでは変に意識してしまっていたが、今は状況が違う。あの火か凛りんたちを倒すまでは一緒にいるべきだし、それなら他に誰もいない日向子の家なら他の人間を巻きこまずに済む。

（変な意味じゃないんだ）

　拓也は自分に言い聞かせた。こういう時に日向子も自分を女の子扱いしてほしくないはずだ。ただ一緒にいるだけの話で、その他のことはなるべく考えないように努力するつもりだった。

「やっぱり、日向子の家にしばらく泊まることにするよ」

　と、拓也は言った。日向子はなぜか飛び上がりそうになった。

「わ……わたしの家？」

　消え入りそうな声で日向子は言う。白い頰ほおに赤みが差していた。

「な、なに考えてるの？」

「なにって日向子がそう言ったんじゃないか」

「それは昼間の話でしょう？　拓也が変なこと言い出すから……」

「変なことってなんだよ。うちのじいちゃんにもそう言っちまったんだろ？」

「その後、なにも聞いてないの？」

「なにが？」

　そういえば、和かず男おとそのことについて話し合うのを忘れていた。他に考えなければならないことがあったからだ。

　そこへ廊下から和男が顔を出して、庭にいる拓也たちに声をかけた。

「そろそろ食事の支し度たくをしようと思うんだが。二人とも手伝ってくれんか」

　日向子はうなずいて縁えん側がわから居間へ上がる。

「後で奥の部屋を片づけるから、とりあえず今夜はそこで休みなさい」

「はい。ありがとうございます」

　拓也はぽかんと口を開けて二人の会話を聞いていた。台所へ戻ろうとした和男が、拓也の様よう子すに気付いた。

「ああ、そういえばお前にはまだ言ってなかったか」

　和男は決まり悪そうに白しら髪が頭あたまをかいた。

「いやあ、てっきりお前たちがその……まあ、そういう仲だと思って仕方がないと言ったんだが……後から聞いたらお前たちは別になんでもないそうじゃないか」

　突然、妙みようにきりっとした表情になって、和かず男おは拓たく也やに人差し指を突きつけた。

「だったら、お前をこの娘さんの家に住まわせるわけにはいかん。どんな間違いが起こるかもしれんし……」

「ま、間違いってなに言ってんだよ！　日ひ向な子ことそんなことあるわけないだろ！」

　後ろめたさに引きずられながら、拓也は大声を上げた。慌あわてて日向子を振り向くと、どこか微び妙みような表情で目を背けている。一瞬、拓也はなぜか自分がまずいことを言ってしまった気がした。

「まあ、とにかくだ」

　と、和男は言った。

「この娘さんをしばらくうちに泊めることにしたぞ」

「え？」

　拓也は思わず聞き返した。
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　夕食は静かに始まって静かに終わった。普段から無む口くちな日向子はともかく、拓也も和男もほとんど口を利かなかった。最初は自分がこの場に紛まぎれこんだせいかもしれないと思ったが、しばらくしてから拓也たちにとっているべき人間がいないせいだと気付いた。

　ここには礼れ菜ながいない。家族が一人欠けているのだ。

　結局、日向子はあまり夕食に箸はしをつけなかった。その後で和男に和室の一つに案内された。壁の左右に古い和わ簞だん笥すが並んでいる。普ふ段だん使わないものを置いている部屋らしい。部屋はきれいに片づいていた。

「……具合でも悪いのかね？」

　老人が日向子の顔を覗のぞきこんでくる。

「いいえ」

　日向子はすかさず首を振る。しかし、本当はさっきから体がだるかった。おそらく熱も普段より高いはずだ。さっき亨きよう司じを交えて話をした時も、うまく話に集中できなかった。

　火か凛りんと戦った時、わずかな間とはいえ体の一部を氷こおり漬づけにされたのが原因だった。むしろ、この程度の影えい響きようで済んで幸運だったと思う。今のところ体はちゃんと動く。この状況で自分一人が休むわけに行かなかった。

「布ふ団とんは押し入れの中に入っとるよ。一応、着替えも用意しといた」

　畳たたみの上にはきちんとたたまれた女おんな物もののパジャマが置いてあった。

「ありがとうございます」

　日ひ向な子こは礼を言った。ふと、パジャマのそばに和わ菓子の箱が置きっぱなしになっていることに気付いた。箱の蓋ふたには丁てい寧ねいな字で「写真」と書いてある。どうやら、拓たく也やたちの子供の頃の写真らしい。

　この中には日向子の知らない、ここに来てからの拓也の写真があるはずだ。

「……見るかね？」

　と、和かず男おが言った。いいえ、と断ろうとしたが、もう老人は箱を開いていた。沢たく山さんの写真がアルバムにも整理されずに沢山詰つまっている。拓也と礼れ菜なを写したものがほとんどだった。

　日向子は写真を一枚ずつ見ていった。少し目つきの鋭い拓也のそばに、必ずといっていいほどはにかんだような笑顔の礼菜がいる。浴衣ゆかたを着て花火をする二人、運動会で走っている二人、雪の中で雪だるまを作っている二人──時々、そこに日焼けをした背の高い少年も加わっている。どうやら友とも典のりらしい。

「いつも一緒だったんですね」

　そう言ってから日向子は後こう悔かいした。和男の表情が曇っている。少しぼんやりしていたせいか、余よ計けいなことを言ってしまったかもしれない。

「礼菜が拓也から離れなかったんだ。もともとは内気な子で、俺にもなかなかなつこうとしなかった」

　そういえば、写真の中の礼菜はいつも拓也のかげに隠かくれるようにしている。今とはかなり性格も違ったのかもしれない。日ひ向な子こが憶おぼえている限りでは、とても内気なようには見えなかった。
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「拓たく也やは変わらないんですか」

　写真を見ながら日向子は言った。

「あいつは変わらんな。普段おとなしいくせに頑がん固こな奴やつで……責任感が強いんだろうな。一度こうと決めると、自分の手に余ることでもお構いなしにやろうとする」

　確かに今の拓也はそうだと日向子も思う。礼れ菜なのところまで辿たどり着くのがどれほど難しいか、彼にも分かっているはずだ。それでも迷いなく手を伸ばそうとしている。

（日向子とそんなことあるわけないだろ）

　なぜかさっきの拓也の言葉が頭をよぎった。自分たちの間になにか起こるはずはないのだ。拓也には礼菜がいるのだから。そのことを忘れてはいけないと彼女は自分に言い聞かせた。

　見られている気配にアルバムから目を上げる。和かず男おが直ちよく立りつ不動で立っていた──と、いきなり深々と日向子に頭を下げた。

「え……？」

「色々と無む茶ちやをするかもしれんが、拓也をよろしく頼む」

　日向子は答えに迷った。「彼のことは心配ありません」と保証する自信はない。彼女は正直すぎる性格だった──その代わり、彼女も背せ筋すじをきちんと伸ばしてうなずいた。

「分かりました。わたしに出来る限りのことをします」

　それが自分の使命だと思った。




　日向子は夜中に目を覚ました。携帯の時計を確かめると午前三時を回ったところだった。布ふ団とんから起きあがると相変わらず体が重苦しい。彼女は枕まくら元もとに置いておいた戦器オニクスを摑つかむと、部屋を出て居間へ向かった。

　居間には明かりがついており、拓也が廊下に背を向けて座っていた。

「拓也、交替」

　と、日向子は言った。火か凛りんたちがいつ襲おそってくるか分からないので、夜は交替で眠ることにしていた。

　拓也は振り返り──そして目を瞠みはった。

「どうしたの？」

　と、日向子は尋たずねた。

「……そのパジャマ」

　日向子は自分の着ている青いパジャマを見下ろした。少しサイズが小さめだったが、別におかしなところはないと思う。

「なにか変？」

「いや……一いつ瞬しゆん礼菜が立ってんのかと思った。礼菜のパジャマだから」

　日ひ向な子こははっとした。今までそのことに気付かなかったのがどうかしていた。この家に他に若い女性は住んでいなかったのだから。なぜか罪ざい悪あく感かんにかられた。

「……ごめん」

　拓たく也やは口元にかすかな笑みを浮かべた。

「なに謝ってんだよ。別に悪いことしたわけじゃねーだろ」

　日向子は黙って居間に入り、拓也から少し距離を置いて座った。彼は畳たたみに立てた大剣クレイモアの鞘さやにもたれかかるようにして、なにか思いに耽ふけっている風ふうだった。見ているうちにめまいに襲おそわれて、日向子は軽くこめかみを押さえた。

「どうして壊せなかったんだろうな」

　不意に拓也がつぶやいた。

「え？」

　彼はイグニス・アウルムを持ち替えて膝ひざの上に置いた。

「水すい漣れんの戦器オニクスを斬きれなかった……前にオフリス・ペインキラーの戦器オニクスは斬れたのに」

　日向子は昼間の戦いを思い出した。倒れていた彼女ははっきり目にしたわけではなかったが、確かに水漣は拓也の渾こん身しんの斬ざん撃げきを受け止めていた。

「もともと、戦器オニクスはそう簡単に壊れない。戦器オニクス同士がぶつかっても、折れることは滅めつ多たにないから」

　拓也は首を横に振った。

「でも、こいつは特別な戦器オニクスだろ」

　彼はどこか暗い目つきで自分の剣を見下ろしていた。

「それに、俺には日向子みたいな特別な力もない……『加速ヴイテ』とかさ」

　日向子の脳の処しよ理り機能を高める調整を受けたアルカミレスだった。戦器オニクスによってその能力を引き出すことが出来た。

「自分の記き憶おくを検けん索さくする……だっけ。それも前に見せてもらったけど、まだ他にも能力があるんだろ」

　日向子は仕方なくうなずいた。

「そうだけど、今いま使えるのはその二つだけ。それに、拓也と違ってわたしは外殻クラスタの定着率りつが低い。体の七割程度しか外殻クラスタを身につけることが出来ない……アルカミレスとしての身しん体たい能力が低いから、別の力を身につける必要があっただけ」

　日向子は膝ひざをにじらせて、ほんの少し拓也の方へ近づいた。

「君はそんなことをしなくても十分強い力を持っている。わたしと違って、その剣と外殻クラスタだけで戦える」

　しかし、それでも彼は顔を伏せたままだった。思わず日向子は手を伸ばし──彼の肩に指が触れる手前でためらった。

「でも、あのルスランに言われたよな。お前はこの剣の使い方が全ぜん然ぜん分かってないって。きっと、なにかこいつにも能力があるんだ……今日の火か凛りんたちみたいに」

　拓たく也やは不意にぱっと顔を上げて日ひ向な子こを見た。彼女は慌あわてて手を引っ込めた。

「それを見つければ、俺は今よりもっと強くなる。そうだよな？」

　なぜかその言葉は日向子の胸をちくりと刺さした。

「……拓也はもっと強くなりたいの？」

「当たり前だろ」

　拓也の声のトーンが上がった。日向子はまるで自分が非難されたような気がした。

「というか、もっと強くなんなきゃいけないんだ。少しでも強くなって、少しでも早く礼れ菜なを……」

　拓也はイグニス・アウルムをぎゅっと摑つかんだ。少しでも早く礼菜を助けるという気持ちは分かるが、思いつめたしぐさが日向子を不安にさせた。

「強くなってテリオンを少しでも倒さなきゃな。これからあの火凛と水すい漣れんも斬きる。その後にやって来るテリオンも斬る。一いつ匹ぴき残らず斬っていって、いつかあのルスランの野や郎ろうも……」

　拓也の口元に影のある笑みが広がっていく。日向子は彼の目の光に怯おびえた。

「殺すことばかり考えるな！」

　拓也はびくっと体を震わせた。日向子は大声を上げた自分に驚いた──アルカミレスがテリオンを倒すのは当たり前のことだ。どうして、自分はこんなことを言っているんだろう？

　拓也も日向子もしばらくの間身み動うごき一つしなかった。自分の感情をどう言葉にしていいのか、日向子には分からなかった。結局、先に口を開いたのは拓也の方だった。

「日向子は記き憶おくをなくす前の俺と会ってるんだったよな……？」

　拓也の声はかさかさに乾いていた。

「……うん」

　クロノクレイドル──かつてアルカミレスを養成していた施設。

「俺、どんな子供に見えた？」

　日向子は答えに詰まった。自分のものをなにも持たされなかったあの施設で、彼は自分の「誕生日」を日向子に譲ゆずってくれた。生まれた日すら分からない彼女は、彼のくれた日をずっと自分の誕生日として大事にしてきた。

　そのことがどれだけ彼女の支えになってくれたか分からない。あまりにもその時の記憶が大切すぎて、うまく言葉に出来なかった。

　彼女が黙っていると、拓也は自じ嘲ちよう気味にくっと喉のどを鳴らした。

「ひょっとして、喜んで誰かを……殺すような奴やつに見えたか？」

「そんなことない！」

　日向子は我を忘れて叫んだ。

「拓たく也やは優しかった！　今となにも変わらない。だからわたしは……」

　くらりとめまいがして、日ひ向な子こはかえって我に返った──一体、なにを言おうとしているのだろう。顔がひどく火ほ照てっていた。

「そ、そっか……」

　なぜか拓也が目をそらしながら言った。彼の赤い顔がすぐ目の前にある。いつのまにか日向子は拓也の膝ひざに手を置いて、ほとんど顔が触れんばかりに身を乗り出していた。

「……あ」

　日向子は慌あわてて体を離す。拓也はぎこちなく立ち上がった。ついさっきまで漂っていた重い空気はどこかへ消えていた。

「あー、悪かったな。変なこと言って」

「わ、わたしも変なこと言ってすまなかった」

　二人は目を合わせずに言った。互いの顔を見るのが恥ずかしかった。

「じゃあ、俺おれ寝るわ……おやすみ」

「おやすみなさい」

　拓也は大おお股またに居間を出て行き、階段を駆け上がっていった。彼が自分の部屋に戻ってしまうと、元の静せい寂じやくが戻ってきた。

　日向子は自分の額ひたいに手を当てる。さっきより熱もめまいもひどくなっている気がした。

「なにをやっているんだ、わたしは」

　誰もいない部屋の中で、彼女はぽつりとつぶやいた。




　　　　３




　友とも典のりはいつもと同じ時間に教室に着いた。いつものようにさっと教室を見回して、順番に話の輪の中に入っていく。毎朝の挨あい拶さつがわりのようなものだった。話の内容を見極めてさりげなく参加し、一いち段落ついたら次へ行く。ただ、悪口には決して加わらないことに決めていた。

　先月に比べると学校での彼のポジションは少し不安定になった。

　父親の剛たけ広ひろが自分の「事業」を進めるために後ろ暗い行為に手を染めていたことはだいたい知られている。安全を求めてこの学園に入った生徒の多くは、自分たちが「だまされた」と感じているはずだ。彼らは「詐さ欺ぎ師しの息子むすこ」である友典と話すのをあからさまに避けていた。その中には今まで「理事長の息子」である友典にすり寄っていた者もかなり含まれている。

　もし剛広がオフリスに殺されたという事情さえなければ、面と向かって非難されていたに違いない。

　救いなのはクラス替えが行われたばかりで、皆がまだ浮き足立っていることだった。集団で友典一人を弾はじき出すような雰ふん囲い気きには至っていない。

（まあ、もう無理に集団に溶けこむ必要もないか）

　拓たく也やたちがいれば、クラスの人間関係にしがみつく必要はない気がする。新しく加わった日ひ向な子ことも仲良くやっているし、後は礼れ菜なが帰ってくれればそれでいい。

（……俺、こうしてるだけなのかな）

　ふと、友典は心の中でつぶやいた。

　父親はテリオンに殺され、今も礼菜は一人どこかに閉じこめられているというのに、自分は安全な場所で自分と周囲との距離ばかり気にしている。拓也や日向子とは違って、「普通の人間」の自分に出来ることはない──それは分かっているが、心のどこかでいつもその疑問がわだかまっていた。

　今け朝さ、クラスの話題をさらっているのは、昨日きのう河原で起こったという爆発についてだった。警察の公式発表では原因不ふ明めいということになっているが、「テリオンの起こした爆発だ」という噂うわさが立っていた──そこまではよくある噂だったが、友典が気になったのはその続きだった。

　テリオンは爆発を起こしただけではなく、テリオンでない何者かと戦っていたというのだ。全身に赤い鎧よろいのようなものを身につけた「誰か」と。

（拓也の奴やつ、誰かに見られたんだ）

　後で拓也たちに注意した方がいい。今日は一緒に登校しなかったが、二人とも学校には来ているはずだ。今いま頃ごろ、新しく仲間に加わったという大おお江え亨きよう司じと一緒にいるに違いない。友典は廊下側の真ん中あたりの誰もいない席を見る。このクラスに「編入」したという亨司の席だった。昨日はすぐに休校になってしまったため、まだ友典は亨司と話をしていない。

　昨日このクラスに拓也たちを呼びに来たのが亨司だったらしい。拓也に聞いたところでは「有能だがどこかまともではない」ということだった。

　友典は一通り話に加わった後、自分の机に向かった──なぜか彼の席にはくりくりパーマの長い髪の女の子が、軽くいびきをかきながら爆ばく睡すい中だった。

「国くに立たちさん、ちょっと」

　肩を軽く揺さぶったが、国立はる華かが目を覚ます気配はない。仕方なくその前の拓也の席に座って待つことにした。

　窓からはグラウンドが見える。破壊された門の近くに建築資し材ざいと作業機き械かいが集まっている。新しい理事長が来た途と端たん、門の修理が始まったらしい。以前、ルスラン・ヴォルクが斬きり破った門だった。もともとは周囲の壁に合わせて五メートル近い高さがあった。

（どうやったら壊せるんだよ、あんなの）

　テリオンは校舎の屋上にあった鉄てつ塔とうも破壊している。しかし、街まち一つを消しよう滅めつさせたテリオンにはこの程度の破壊は破壊のうちにも入らないだろう。そのような力を持つ者たちが、拓也たちの相手なのだ。

　突然、はる華かの肩がぶるっと震えた。得え体たいの知れないうめき声を上げながら彼女は顔を上げる。右目のマスカラだけ微び妙みように落ちかけていた。

　化粧はともかく、普通にしてると割と可愛かわいい顔だよな──と友とも典のりが思った途と端たんに、

「東とう堂どうくん、おはよーごらいまふ……」

　あくびのせいでそれがぐわっと崩れる。普通にしていないことの方が多いので、その美び貌ぼうに注目する生徒はあまりいないのだった。

「なんで俺の席に座ってんの？」

　クラスでは「寝てばかりいる天てん然ねん女おんな」としか見られていないが、友典は少し違う見方をしていた。時とき々どき発言が妙みように鋭いし、人の話も聞いていないようで聞いている。普段のキャラクターだけで判断してはいけない相手だと思っていた。

「んー。ちょっと東堂くんと話そうと思ってー」

「なに？」

「日ひ向な子こさんたちはー、どうして昨日きのう理事長先生に呼ばれたのー？」

　友典は腰をずらして座り直す。緊きん張ちようした時の彼の癖くせだった。

「先月、オフリスが来た時の話を色々訊きかれたって言ってた。あいつら、あの時とき校舎の外でオフリスを見ただろ」

「ふーーん、そうですかー」

　と、はる華は言った。気のせいか、友典の答えに納なつ得とくしていないように見える。もちろん、他の生徒たちと同様、はる華も拓たく也やや日向子がオフリスと戦っていたことは知らないはずだ。

「でもでもー、それならどうして東堂くんは呼ばれなかったのかなー。東堂くんも外にいたのにさー」

　ぐっと答えに詰まる。友典ははる華の顔を窺うかがった──まったく緊きん張ちよう感かんのない眠そうな顔だった。

「俺は……その、今日これから訊かれる予定なんだよ」

　もちろん出まかせで、そんな予定などなかった。後で口くち裏うらを合わせなければならない。

「ふーーん、そうですかー」

　はるかは大おお口ぐちを開けてあくびをした。虫歯は一本もなさそうだった。

「そういえば、国くに立たちさんはどうして日向子と友達になったの？」

　話題を変えるつもりで友典は言った。はる華は口を開けたまま、友典をまじまじと見つめた。よだれ、と友典は小さな声で指し摘てきした。

「東堂くんは失礼だなー」

　じゅる、とはる華はよだれを手の甲こうで拭ふいた。次はハンカチを貸そう、と友典は思った。

「それは『日向子なんかと友達になるのはおかしい』という……」

「全然そんなこと言ってないだろ。俺だって友達なんだから。でも、ああいう誘い方するのは珍しいと思ってさ。いきなり『友達から始めましょう』って……」

「あたしは日ひ向な子こさん好きだよ！」

　はる華かは力強く言った。なんとなく友とも典のりは疲れてきた。

「……それは見てれば分かるけど、あの時まで話したこともなかったじゃないか。どこが好きだったの？」

　はる華は視線を逸そらし、ふっと遠い目をした。なにかに思いを馳はせているのか、単に窓の外を見たくなっただけなのか、友典にはよく分からなかった。

「……カッコいいところ」

「はあ？」

　思わず友典は聞き返す。はる華はにかっと笑った。

「カッコいいところ！　日向子さん、カッコいい！」

　周囲が振り向くほどの大声で彼女は宣言した。

「そ、そうなんだ……」

　なんとなく、変身ヒーローの魅み力りよくについて語る幼稚園児じの相手をしている気分になってきた。これ以上話しても意味がなさそうだ。

「……で、東とう堂どうくんはいつ理事長先せん生せいに呼ばれるの？」

　いきなり話を蒸し返されて、友典はぎょっとした。

「いつだろう……そ、そこまで聞いてないけど」

「じゃー、昨日きのうみたいに放送が入るんだねー」

「ど、どうかな……」

　そこへ本当にスピーカーから放送の始まりのチャイムが流れた。

『あー、高たか橋はしです』

　ぼそぼそした疲れた男の声がスピーカーから流れた。

『……理事長です』

　みんな知ってるよ、と友典は思った。教室のあちこちでくすくす笑いが起きた。

『えー、今日は普通に授業が行われますので……』

　なんだよー、という声があちこちで上がる。耳を澄すますと他の教室からも声が聞こえる。どの教室でもツッコミを入れながらこの放送を聞いているらしい。

『……みんな、がんばれ』

　さっきよりも大きな笑い声が起こった。ツボに入ったのか、笑い転げている生徒までいる。

『じゃ、そういうことで』

　どういうことなんだ、と友典は首をかしげる──しかし、昨日と同じく続きがあった。

『あー、二年Ｂ組の東堂友典くん。理事長室へ至し急きゆう来るように』

「ええっ」

　思わず友とも典のりは声を上げた。




　友典は理事長室しつのドアの前で立ち止まった。正直なところこの部屋には入りたくなかった。死んだ父がつい先月まで使っていた部屋だからだ。しかし、ここまで来て教室に戻るわけにも行かない。ノックしようと手を伸ばした時、

「そっちじゃないよ、こっちだ」

　廊下の先に眼鏡めがねをかけた男子生徒が立っていた。多分、拓たく也やから話に聞いていた「亨きよう司じ」だ。この学園の本当の理事長。友典は彼の方へ近づいていった。亨司は友典よりも背が高い。間ま近ぢかで見ると気け圧おされるような気がした。

「察してるとは思うけど、話があるっていうのは高たか橋はしじゃなくぼくでね。とりあえず、中で話そう」

　そう言いながら亨司は手近なドアを開けて部屋へ入った。友典はドアの上のプレートを見上げる──生徒会室。

（なんでこんなところに……）

　首をひねりながら友典はドアをくぐった。友典は一いち応おう生徒会の書しよ記きだったが、ここへ来るのは一ヶ月ぶりだった。

　今、東堂学園の生徒会実じつ行こう委員会はほとんど機能していない。先月の事件の後、生徒会長を始めとして主だった役員が皆みな転校してしまったからだ。副会長だった礼れ菜なももちろんいない。残っている役員は友典だけだった。一時は学校が存そん続ぞくするかどうかも危ぶまれていた状態で、友典も含めて生徒会のことなど皆忘れていた。

　しばらく人の入った気配のない生徒会室には埃ほこりっぽい湿った空気が漂っていた。亨司はカーテンと窓を開け放ち、外からの光を背にして腕を組んだ。

「ぼくは大おお江え亨司……名乗る必要はないかな？」

　友典は後ろ手にドアを閉める。他ひ人とに聞かせてはならない話になりそうだった。

「……この学園を買ったって聞いたけど」

「そう、今はぼくがここのオーナーだ。ぼくはアルカミレスたちのサポートを担当してる。ここは拓也たちが戦うためにどうしても必要なんだ」

　友典はざらりとした違い和わ感かんを覚えた。この少年の言葉を額がく面めんどおりに受け取ってはいけない気がする。まともな人間ではない、という拓也の言葉を思い出した。

「拓也たちは？」

「先に教室に戻ってもらったよ。ぼくは君と話がしたかったからさ」

「……なんの話だよ」

　亨司は顎あごを上向けて窓から首を出す。頭上になにもないか確認したように見えた。それから、改めて友典に向き直って話し始めた。

「ぼくは東とう堂どう学園をアルカミレスのいる『城』として作り替えるつもりだ。拓たく也やたちにはここを守って貰もらう。この『城』にいる人たちをね」

「……城？」

　友とも典のりは相手の真しん意いをはかりかねた。

「ぼくは拓也にこの学園……というより、もっと多くの人々と繫つながりを持って貰いたいんだ。彼はただ自分の家族を助けるためではなく、もっと多くの人々を守るために戦うべきだ。そう思わないか？」

　友典ははっとした。拓也は礼れ菜なを助けるためにアルカミレスになった。もし無事に助け出すことが出来たら、クランテリオンがどうなっていようとも、その時点で戦いをやめてしまうかもしれない。拓也の責任感は強いが、まずは家族の安全を優先させるはずだ。

「……そんなの、拓也の決めることじゃないか」

「原則としてはね。どうやら、日ひ向な子こもそう思っているらしい……でも、人間全体にとってはそれじゃ困るんだ。彼がクランテリオンと戦う最後の切り札だからさ。残念ながら、今の拓也は大おお勢ぜいの人間に必要とされているという自覚がない。目に見える戦う理由がないんだ……だから、作ることにした」

　亨きよう司じは眼鏡めがねのブリッジを押し上げながら、友典の表情を窺うかがった。なにを言おうとしているのか、まるで見けん当とうもつかなかった。

「……昨日きのうの河原での爆発のことで、なにか変わった噂うわさが流れてなかったかな？　テリオンのせいだ、という話だけではなくて」

　友典はさっき耳にした噂を思い返した──赤い鎧よろいを身にまとった何者かが、テリオンと戦っていた。拓也たちがうっかり誰かに見られたせいだと思っていたが。

「まさか……」

　亨司は得意げに笑った。

「そう。あの噂を流したのはぼくなんだ。今、拓也たちは強いテリオンに狙われてるけど、連れん中ちゆうに勝ったらもっと派は手でに噂を流すつもりさ。この学園、いや、この土地はテリオンと戦う謎なぞの戦士に守られているってね」

　顔から血の気が引いた。もしその噂が広まっていけば、また他の土地から人々が集まってくるだろう。噂に信しん憑ぴよう性せいが薄いとしても、「テリオンから守ってくれる戦士」という救いにすがりつこうとする人間は少なくないはずだ。

「分かるだろう？　その『戦士』への期待が高まれば、拓也も家族以外の人々を見捨てることは出来なくなる。彼らが拓也を戦いにつなぎ止める楔くさびなんだ」

「もし、それでも拓也が戦わなかったらどうするんだ？」

「同じことさ。ぼくは噂を流し続ける。拓也の正体を明かすわけじゃないから、本当にここに『戦士』がいなくても人を呼び寄せることは出来る。きっとこの学園の生徒も増えていくだろう。テリオンも噂うわさに引き寄せられてやって来るかもしれない。拓たく也やが戦わなければ、なにも知らない人たちが危険に晒さらされるだけだね」

　亨きよう司じは自信たっぷりに話し続けていた。その態度はどこか父の剛たけ広ひろを思い起こさせる。

「この町はアルカミレスとテリオンの戦場になる……いや、劇場と言ってもいいかな。血刃の王ロワ・デ・ルジエの戦う姿は、人々に希望を与えるだろうからね。その希望を背負って、彼は戦い続けるんだ」

　友とも典のりは呆ぼう然ぜんと立ちつくした。要するにこの一帯に住む人々は人ひと質じちのようなものだ。亨司は人間の生命をダシにして、拓也をテリオンと戦わせるつもりだ──彼の意志とは関係なく。

「ついでに言うと、ぼくは君の父上の建築会社も買ばい収しゆうするつもりだ。君の父上がやっていたように、ここに移り住む人々のために家を建てる。君の父上の成果を見る限りでは、それなりの収しゆう益えきも見込め……」

　友典の中でなにかがぷつりと切れた。亨司に駆け寄っていき、シャツの胸むな倉ぐらを摑つかんで引き寄せる。そして、ぎりぎりと首を絞め上げた。

「お前がやってることは俺の親父おやじと同じだ」

　押し殺した声で友典は言った。安あん息そくの地を求める人々の心につけ込んで、金をむしり取ろうとしている。亨司は身動き一つしなかった。

「……ぼくは君の父上とは違う。得た利益は全てテリオンと戦うための資金にするつもりだ。私し腹ふくを肥やすつもりなんかないさ」

「そんなの知るか！　汚きたねえだろお前！」

「汚いさ。だからどうしたんだ」

　亨司は友典の手首を摑む──そして、渾こん身しんの力をこめていたはずの彼の両手を引きはがし、友典の体を軽々と壁に叩たたきつける。その場にがくんと膝ひざをついたところに、亨司が上から見下ろしてくる。

「ぼくは正しいことをやっている。ぼくの目的はクランテリオンと戦えるアルカミレスを育てることだ……自分の運命を受け入れた強き者をね。そのためにはどんな汚いことでもすると誓ちかった」

　彼の両りよう眼めがぎらりと凶きよう暴ぼうな光を帯びた気がした。友典の背中がこわばる──しかし、それは見み間ま違ちがいかと思うほどの一瞬で、すぐに元の顔に戻っていた。

「なんで俺にそんなこと話すんだ……なんか意味があるのか？」

　と、友典はつぶやいた。今、亨司が話したことは、拓也たちも知らされていない事こと柄がらのはずだ。

「そういうカンは鋭いみたいだね」

　と、亨司は微笑した。

「君には拓也を守る仕事をしてほしいんだ」

　友とも典のりは亨きよう司じを見上げた。

「ぼくはこの学校を『城』にすると言った。要するに拓たく也やたちの拠きよ点てんだ……でも、ここには大おお勢ぜいの人間がいる。クランテリオンが忍しのびこませた内ない偵ていや暗あん殺さつ者がいないか目を光らせたり、拓也たちの正体が知られないように細かなフォローをする人間が必要なんだよ。君はそういう仕事に適しているし、ぼくには他に仕事がある」

　要するに亨司の部下になれということだった。

「ふざけるな。誰がお前の手伝いなんか……」

　そう言いながら、友典はさっきのはる華かとの会話を思い出していた。拓也たちが正体を知られることなく戦い続けるためには、二人がいない場所でフォローする人間は確かに必要だった。

「テリオンに復ふく讐しゆうしたくないのか？」

　友典はぎくりとした。車のトランクから変わり果てた父親の剛たけ広ひろを見つけた時のことがさっと頭をよぎった──あの時、友典の胸を占めたのは明確なテリオンへの殺意だった。

「テリオンの元から篠しの宮みや礼れ菜なを助け出したくないのか？」

　上から覆おおい被かぶさるようにして、亨司は友典に囁ささやきかける。確かに自分もなにかの力の役になれたらと思っていた。しかし、こんな汚い形での関わりを望んでいたわけではない。

「拓也たちだけに生死を賭かけさせて、自分は高みの見物を決め込みたいか？　クランテリオンが倒され、篠宮礼菜が戻ってくる日を、ただそうやって夢ゆめ見みているつもりか？……それならそれでいいんだよ、東とう堂どう友典」

　友典は歯を食いしばった。亨司を非ひ難なんすることは出来ても、否定することは出来ない気がした。亨司は目的のために自分の持てるものを賭かけている。なにもしていない自分とは違う。

「俺が断ったら……？」

　と、友典は尋たずねる──答えは聞く前から分かっている気がした。

「別に。もっと無能で、もっと気の利かない、拓也たちへの思いやりに欠けた人間が代理を務めるだけさ」

　自分が断っても拓也たちの危険が減るわけではない。拓也たちを少しでも守ろうとしたら、この亨司に従うしかないのだ。

「……ぼくを信用出来ないなら、監かん視しする者も必要じゃないかな？」

　悪びれもせずに亨司は言った。言われるまでもなく友典もそれを考えていた。彼はゆっくりと体を起こす。

　もう、覚かく悟ごを決めていた。

「お前じゃなくて、拓也たちを助けるんだ。それを忘れるなよ」

　最初から選せん択たく肢しはなかった。亨司もそれを分かっているからこそ、ここまで手の内を晒さらしたのだろう。

「もちろん、そのつもりでちっとも構わないよ……これからもよろしく」

　亨きよう司じは手をさしのべてくる。友とも典のりはその手を見ようともしなかった。

「でも、俺一人だけじゃやれることに限度があるぞ。お前と違ってこっちはただの生徒なんだからな」

「ああ、そのことも考えてある。とりあえず、君には権けん限げんを与えることにするよ」

「権限？」

　友典は眉まゆをひそめた。

「と、言っても構えるほど大げさなものじゃないけどね……君には東とう堂どう学園の生徒会長になってもらう」

　もう友典は驚かなかった。改めて生徒会室を見回す。最初から亨司はそのつもりでこの部屋に招いたのだろう。

「ひとまず暫ざん定ていの会長ってことでね。役員が君しか残ってないんだから、流れとしてもさほどおかしくない。もちろん生徒会執しつ行こう部ぶにはぼくも入る。あとは少しずつ信頼出来る人間を増やしていこう。一応、拓たく也やと日ひ向な子こにも名目上ここに入ってもらう方がいいかもね。ぼくたちが学園内で集まりやすくなる」

「……そうだな」

　友典は遠い目をしながらつぶやいた。




　亨司が出て行ってから、友典は生徒会室にぼんやりとたたずんでいた。窓の外では正門の修理工事が本格的に始まっている。以前よりも堅けん固ごなセキュリティ・システムを作ると亨司は言っていた。東堂学園を中心としたこの一帯を、アルカミレスとテリオンの戦場に変えるつもりだ。すべてはそのための準備なのだ。

（戦場、か……）

　少し前まで戦いはどこか他の土地で起こるものだと思っていた。しかし、自分も戦いに巻き込まれた今、それは間違いだったと分かる。安全な土地など、最初からどこにもない。

　ここと戦場は地続きで繫つながっているのだ。




　　　　４




　放課後、修理中の正門をくぐったところで、拓也は校舎を振り返った。彼の視線の先には生徒会室の窓がある。そこには亨司と友典がいるはずだ。

「なにやってんだろ、あいつら」

「……さあ」

　少し後ろを歩いていた日向子が短く言う。今日は二人で下校することになっていた。

「分からないけど、亨司は東堂くんを助手にしたみたいね」

　と、日ひ向な子こは言った。

　亨きよう司じは友とも典のりに生徒会長をやるよう頼んだらしい。詳しい事情は聞かなかったが、アルカミレスの存在を知っている友典が生徒会長をやっていれば、拓たく也やたちにとってなにかと好こう都つ合ごうという話だった。

　今日から亨司も授業を受けるようになった。教室に現れたのは一時限目めが終わった後で、当然ながら二年Ｂ組の生徒たちは亨司に対して不ふ審しんの目を向けた──テリオンに襲しゆう撃げきされ、生徒が逃げ出していくような学校にわざわざ転校してくる人間がいるとは考えにくい。一緒にやって来た担たん任にんも紹介しながら首を傾かしげている様よう子すだった。

　すると亨司は自分が友典の遠い親しん戚せきであることを告げて、両親がしばらく海外へ行ってしまうので、親戚のいるこの古こ滝たき市へ引っ越してきたのだと平然と噓うそをついた。拓也の目から見ても、堂々とした話しっぷりには説得力りよくがあった。ただ、そう言った瞬間、友典が目を剝むいたところを見ると、事前にそういう口実を使うと説明していなかったようだ。

　亨司と友典は休み時間になると生徒会室へ行っていた。なにかの打ち合わせらしい。

（……なんかあったのかな、友典）

　友典の様よう子すは少しおかしかった。拓也たちとはあまり口を利かずに、なにか思いに沈んでいるようだった。突然、初しよ対面の亨司に全ぜん面めん協力しているのも少し気になる。

「今のところ、亨司の仕事は亨司に任せていいと思う。わたしたちには他にやることがある」

　と、日向子は言った。

　拓也はうなずいて歩き出す。自分たちは火か凛りんと水すい漣れんを倒さなければならないのだ。




　部活に入っていない生徒たちも、拓也たちと同じ駅前の方角に歩いている。周りから時々ちらちらと視線を送られることに拓也は気付いていた。肩にかけているイグニス・アウルムのせいだ。

　鮫さめ石いしから支給されたケースは昨日きのうの戦いの時に消されてしまった。仕方なく今日は白い布を巻き付けて持ち歩いている。普段の黒いケース以上に目立つその包みのせいか、周囲の注目を浴びているらしい。

「予備のケースって前のと同じか？」

　と、拓也は尋たずねた。日向子は首を横に振った。

「もともと別の戦器オニクスを入れていたケースだけど……多分、形も大きさもほとんど変わらないと思う」

　二人は篠しの宮みや家へ通じる脇わき道みちを素す通どおりして、日向子の家へと向かっている。戦器オニクスの予備のケースと日向子の着替えを取りに行くためだ。日向子の家の場所は聞いていたが、本当に行くのはこれが初めてだった。

　ふと、拓也は空を見上げる。午後になってから薄うす曇ぐもりの天気になっていた。クリーム色の雲の中で、黒い点のような影が旋せん回かいしているのがかすかに見えた。レディ・バレットは相変わらず空を飛んでいるだけだった。

「……待つしかないのも問題あるよな」

　拓たく也やはつぶやいた。いつどこで戦いが始まるか分からない。常に守りに回らなければならないこちらが不利だった。

「今、亨きよう司じが火か凛りんたちの居い場所を探ってくれている……それがうまく行けば、状況も変わると思う」

　普段より低い声で日ひ向な子こは言った。

「……次は勝てると思うか？」

　そう言いながら拓也は日向子の様よう子すを窺うかがう。普段もあまり喋しやべる方ではないが、今日は少し度を越している気がする。さっきから反応が少し遅かった。

「勝てない相手ではないと思う」

　彼女は重々しく口を開いた。次に襲おそわれた時にどうやって戦うか、二人は昨日きのうから話し合っていた。昨日戦った限りでは、火凛の戦器オニクスは連続して「熱」を放射出来ないようだった。水すい漣れんの凍とう結けつに注意しながら火凛の一発目を避けて、一気に間合いを詰めて攻撃する──それが二人の作戦だった。

「ただ、本当に火凛が戦器オニクスを連れん射しや出来ないのか、確信が持てない」

「でも、実際間まがあっただろ。わざとやってたようには見えなかったけど」

　二人が考えた「作戦」はあくまで火凛の銃が「熱」をチャージするまでに時間がかかるという前提に立っていた。

「……なにか裏があるような気がする。本当に火凛が『高温』で、水漣が『低温』を操あやつっているのか……ひょっとすると……」

　拓也は話の続きを待ったが、いつまで経たっても「ひょっとすると」の後は来なかった。彼女はむすっと唇を結んだまま前を向いて歩いている。

　二人は古こ滝たき駅前の商店街に着いていた。間口の狭い小さな店がずらりと左右に並び、ところどころにコンビニとファストフードの店がある。ここを過ぎると日向子の家も近いはずだ。

「日向子？」

　ん？　と彼女は拓也を横よこ目めで見た。

「話の続きは？」

「……ん……うん……」

　日向子は生なま返事をしながら、ふと拓也の背後にあるものに目を留める。振り返るとそこには一軒けんの洋よう菓子店があった。いかにもフランスの田舎いなかをイメージしたような厚あつ塗ぬりの漆しつ喰くいの壁と大きな窓。店の前には小さなテラスがあって、そこで買ったデザートを食べられるようになっている。確か礼れ菜ながここのシュークリームを気に入っていた。

「この店がどうかしたのか？」

　日ひ向な子こにつられて拓たく也やも店の前で立ち止まった。

「……売り切れ」

　なぜかぼうっとした声で日向子はつぶやいた。入り口の前に置かれた黒板に、「本日のシュークリームは売り切れました」と白いチョークで書いてある。

「そ、そうだな……売り切れだな」

　拓也は驚いていた。日向子がこういう「女の子が好きそうなもの」に興味を示すところを見たことがなかったからだ。

　彼女は再び歩き出し、拓也もその後を追った。日向子は角を曲がって住宅地に入る。商店街から一本道を外れただけで、途と端たんに人通りがほとんどなくなった。

「食べたかったのか、さっきの」

　日向子はこくりと子供のようにうなずいた。こういうストレートな受け答えも普段ならありえない。絶対おかしい。

「……日向子、お前具ぐ合あい悪いんじゃないか？」

　一瞬間まをおいて、彼女はきっと顔を上げて拓也をにらんだ。

「わたしがお菓子を食べたいと具合が悪いのか？」

「そうじゃなくて、昨日きのうからなんか……」

「着いた」

　日向子は立ち止まって言った。拓也は顔を上げる。目の前に庭付きの家が建っていた。二階建ての壁や窓ガラスは雨風の汚れが目立つ。明らかに一人暮らしには大きすぎる。雨戸は開いており、どの窓にもまったく同じ柄がらのカーテンがかかっている。手入れをまったくされていない庭は雑草が伸び放ほう題だいで、人が住んでいるようにもいないようにも見えた。

「ここが日向子んちか……」

　日向子は門を開けて中へ入った。拓也も続いて門を通り抜ける。自分がいいと言えば、今いま頃ごろここに二人で住んでいただろう。今日もここから学校に出かけ、ここへ帰ってきていたはずだ。

　想像すると恥ずかしくなった。

「どうしたの？」

　玄関の鍵かぎを開けかけた日向子が振り返っていた。

「いや別に。なんでもねーよ」

「……そう。ちょっと待ってて」

　日向子はそう言い残して、家の中へ消えていった。




　日向子はなかなか出てこなかった。拓也はバッグを玄関前まえに置き、何気なく周りを見て回った。右隣どなりの家は雨戸が閉まっていて、今は誰も住んでいないらしい。左隣は建物が取り壊されたのか更さら地ちになっている。

「……ん？」

　拓たく也やは庭の方へ回って、敷地の奥を覗のぞきこんだ。フェンスの向こうは無む人じん駐ちゆう車しや場じようになっていた。隣りん接せつする土地に誰も住んでいないことになる。おそらく、意図的にそういう物件を選んだのだろう。一人暮らしには大きすぎる家なのも、その条件を優先したからに違いない。

　しかし、大きすぎる家に一人で住み、あいさつを交わす隣りん人じんすらいないこの生活は寂しすぎる気がする。

（もし俺がコンビじゃなくなったら、日ひ向な子こはまた一人に戻んのかな）

　時々、拓也は礼れ菜なを助け出した後のことを考える。クランテリオンがその時どうなっているか分からない。しかし、まだ日向子が戦い続けているなら、拓也は彼女と一緒に戦いたいと思っていた。もちろん、礼菜や和かず男おの安全が確保されて、二人がいいと言ってくれればの話だが。

（今、そんなこと言ってる場合じゃねーけどな）

　拓也は布に包まれた大剣クレイモアを握りしめる。礼菜を助けるにしても、日向子と一緒にいるにしても、まだ自分には力が足りない。

（俺はもっと強くなるんだ。そのためにもっと多くのテリオンと戦う……戦って……）

　ふうっと拓也はため息をついた。

　時々、自分が強さを求めるというより、単にテリオンの血を求めているだけのように感じられる時がある。最初はこのイグニス・アウルムの影えい響きようかと思ったが、戦器オニクスによって凶きよう暴ぼう化かするテリオンと違って、肉体のベースが人間であるアルカミレスの精神が左右されることはないという──だとしたら、もともと記き憶おくを失う前の拓也がそういう性質を持っていたことになる。

「……血刃の王ロワ・デ・ルジエ、か」

　おそらく、それは拓也が記憶を失う前から持っていた称しよう号ごうだった。こんな血ち腥なまぐさい名前がついたのもなにか理由があるはずだ。拓也は優しかった、と日向子は言ってくれたが、どうしてもそれを信じ切ることが出来ない。日向子は記憶を失う前の拓也と一いち度ど話しただけなのだ──。

　拓也はふと我に返った。

（日向子、遅いな）

　彼は玄関のドアの前に戻った。耳を澄すませてもしんと静まりかえっている。

　ためらった末に細めにドアを開けて顔だけ家の中に入れる。玄関の先は廊下になっていて、右手にはふすまが、左手に二階へ通じる階段が見える。廊下の突き当たりはキッチンになっているらしい。

「日向子？」

　呼びかけても返事はない。拓也は少し不安になってきた。万まんが一いちのことが起こったのかもしれない。布をほどいて大剣クレイモアの柄つかをさらし、いつでも抜ける状態にした。

「日向子！」

　玄関に足を踏み入れながら拓たく也やはもう一度呼びかける──やはり返事はなかった。靴を振り捨てるように脱いで廊下に上がる。ぎしぎしと床ゆか板いたを軋きしませながら拓也は慎しん重ちように廊下を進んでいく。ふすまの向こうは家具一つないまっさらな和室だった。奥のキッチンにも誰もいないことを確かめてから、拓也は階段から二階を見上げた。

　イグニス・アウルムの柄つかをしっかりと握って、拓也は一歩一歩階かい段だんを上がっていった。階段の先は日当たりのいい洋間で、一階と違って多少は生活感が漂っている。ガラスのローテーブルが部屋の真ん中に置かれ、壁かべ際ぎわに真新しいチェストが置いてある。

　隣となりにもう一つ部屋があるらしく、引き戸が見える。

「……日ひ向な子こ」

　声をかけながら、拓也は音がしないようにイグニス・アウルムを抜いた。右手で剣を握り、左手でドアの取っ手に手をかける。

「日向子、開けるぞ」

　最後の確認のつもりで声をかけたその時、

「……なに？」

　くぐもった声が返ってきた。拓也の全身からどっと力が抜けていった。

「なんだよ、返事してくれよ……なんかあったかと思った。開けていいか、ここ」

「だ、駄だ目め」

　と、日向子は慌あわてたように言った。

「……今、着替えの準備してるから」

「わ、分かった。ここで待ってる」

　拓也は慌てて引き戸から離れ、イグニス・アウルムを元通り鞘さやに収めた。そして、部屋の中を見回した。

　ローテーブルの上には、大きな黒いケースが載っていた。どうやらそれが予備のケースらしかった。前と同じく楽器のケースに似たレザー張りの黒い箱だったが、表面が傷だらけでところどころ剝はげている。前は他の誰かの持ち物だったらしい。

　拓也は壁かべ際ぎわのチェストに視線を移した。その上にアクリルの写真立てが一つだけぽつんと置いてある──拓也の目はその中の写真に吸い寄せられた。

　桜の木を背にして、セーラー服を着た日向子と修しゆう道どう衣いを着たシスターが立っている。日向子の髪かみ型がたは三つ編みで、顔だちも今よりは幼い。背せ筋すじをきりっと伸ばして無表情に立っている。右手に握りしめているのが戦器オニクスでなければ、中学校の入学式の写真に見えたかもしれない。

　隣となりにいるシスターは髪が隠かくれているせいか年ねん齢れいがはっきりしない。若い女のようにも三十代のようにも見えた。少し目元が吊つり上がり気味だが、泣きぼくろの印いん象しよう的な細ほそ面おもての美人だった。聖せい職しよくにもかかわらず薄い茶色のサングラスをかけて、火のついたタバコをくわえている。

　彼女は日向子の肩に手を回して、カメラに向かって笑顔でピースサインを繰り出していた。初めて見る顔だというのに、なぜか知っている人間の気がした──思い当たるのは一人だけだった。

「……この写真のシスターがひょっとして鮫さめ石いしさんか？」

　しばらく間があってから、そう、という声が隣となりの部屋から返ってきた。

「鮫石さんってシスターだったんだ……ってこの人、ほんとにシスターなのか？」

　隣の部屋に呼びかけたが、日ひ向な子こは無言だった。失礼なことを口走ったせいかもしれない。

「いや、別にけなしてるわけじゃなくて……あれ」

　鮫石の足下には黒いケースが置いてある。拓たく也やはテーブルの上のケースを振り返った。まったく同じ形で、同じところに傷がついていた。鮫石がケースの元の持ち主ぬしらしい。戦器オニクスを入れるケースを持っていたということは──。

（鮫石さんもアルカミレスだったんだ……）

　そういえば、鮫石が日向子の「師し匠しよう」だと聞いたことがある。アルカミレスだと考えるのが自然だが、それにしては鮫石の過去について日向子は一言も語ったことがない。過去にアルカミレスだったとしても、なにか事情があるのかもしれなかった。

　もう一つ拓也は奇き妙みようなことに気付いた。写真の中で日向子が手にしている戦器オニクスは、反そりのある曲きよく刀とうだった。短剣というには少し長めで、刀とう身しんも鎌かまのように細い。今、日向子が使っている百視剣アルゴスガノンと形がまるで違う。

　そういえば、百視剣アルゴスガノンは「誰でもそこそこ使える初心者用ようの戦器オニクス」だと話してくれたことがあった。だとすると、これが本来の日向子専せん用ようの戦器オニクスなのかもしれない。

「日向子って昔は違う戦器オニクス使ってたんだな」

　やはり日向子はなにも言わなかった。拓也ははっとした。彼は引き戸に近づいていき、もう声をかけずにがらりと開けた。そこは彼女の寝室だった。途中まで荷造りはしていたらしく、窓まど際ぎわのベッドに服が広げられている。

　日向子はその上にぐったりと体を俯うつぶせていた。




　拓也は慌あわてて日向子を抱き起こす。体に触れた瞬間、どうして倒れたのか分かった。熱がある。それもかなりの高熱だった。昨日きのうから様よう子すがおかしいのはこのせいだったのだ。

「おい、日向子？」

　肩を抱いて顔を覗のぞきこむ。普ふ段だん思っているよりもずっと華きや奢しやな体つきだった。彼女のまぶたがかすかに震えた。

「なんでこんな……」

　昨日の火か凛りんたちとの戦いのせいに決まっている。日向子の外殻クラスタは全身を完全に守ることが出来ない。こうなることを考えもしなかった自分がどうかしていた。しかし──。

「なんで黙ってたんだよ！」

　腹立ち紛まぎれに拓たく也やは叫んだ。その声に反応して、彼女はうっすらと目を開けた。

「……なんのこと？」

　寒気がひどいのか、唇がわなわなと震えている。さっきまで体調の悪さを悟さとられないように、かなり無理をしていたに違いない。

「なんのことってお前……」

「わたしは大丈夫」

　腕の中で日ひ向な子こがか細い声で言った。拓也は思わずかっとした。

「全ぜん然ぜん大丈夫じゃねーだろ！　この病人……」

「拓也はわたしが守るんだ」

　どきっと胸が鳴った。まじまじと日向子の顔を見つめる。彼女は再び目を閉じていた。おそらく、意識もはっきりしていない。

「……なに言ってんだよ」

　ひとりでに拓也の声が震えた。「拓也を守る」というのは、アルカミレスとしての日向子に与えられた使命だとは聞いている。しかし、熱に浮かされたうわごとで口にするほど、彼女にとって大事なことだとは思いもしなかった──どうして日向子はここまで固く決意しているのだろう。

（本当にただの「義務」か？）

　ちらりとその思いが頭をよぎる。「自分を好きかもしれない」といった、浮ついた考えを抱く気にはなれなかった。そういう期待がまったくないと言えば噓うそになるが、日向子の自分への思いはもっと別の──まるで命の恩おん人じんに対するそれのように見える。

「これから診しん療りよう所じよに連れてく」

　拓也はぶっきらぼうに言った。すぐ近くで友とも典のりの叔お母ばの世せ津つ子こが診療所を開いている。自分たちの事情を知っている彼女なら安心して任せられる。

　その時、ぞくりと冷たい空気が背中を撫なでた。振り向くとカーテンのかかった窓がある。いつのまにか窓ガラスはすっかり曇っていた。拓也は日向子をベッドに横たえて、イグニス・アウルムを握って窓へと近づいていった。

　ガラスはただ曇っているわけではなかった。表面に貼はりついた結けつ露ろが凍りついて、外の景色をゆがめている。窓に近づくにつれて吐く息が白くなり、床が氷のように冷たくなっていた。

　窓からはぼんやりと庭を見下ろせた。

　真冬のように白くしばれた庭に、青いコートとゴーグルを身につけた少女が笑顔で立っている。彼女のコートの袖そでからは鬼おにの両腕と黒い鎖くさりがだらりと伸びていた。

「……水すい漣れん」

　と、拓也は小さくつぶやいた。
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「反転リトウルネ」

　戦器オニクスを抜きざま拓たく也やはつぶやいた。たちまち彼の全身を赤い外殻クラスタが覆おおう。一階から這はい上がってきた白い冷気が床に広がりつつある。水すい漣れんはこの家を凍らせようとしているのだ。

　きっと下で火か凛りんが待ち伏せている。とにかく今はあの二人からなるべく遠くへ逃げなければならない。

「……なに？」

　ベッドの上で日ひ向な子こがつぶやいた。彼女の体の震えがさっきよりもひどくなっている。気温が下がっているのだ。彼は返事をせずにベッドの上から日向子の服をはねのけて、シーツで体をくるんだ。そして、芋いも虫むしのようになった彼女を肩にかつぎ、寝室を出て反対側の窓へ向かって走った。

「拓也、わたしも……」

　シーツの中から弱々しい声が聞こえた。自分も反転リトウルネして戦うと言っているらしい。

「黙ってろ！　舌した嚙かむぞ！」

　拓也は床を蹴けり、二人はガラスを突き破って外へと飛び出した。彼は日向子の体を抱えたまま軽々と一戸建てのフェンスを越える。その先には無む人じんの駐ちゆう車しや場じようがあった。今はほとんど利用者もなく、広い敷地の中には二、三台しか停まっていない。

　拓也は膝ひざのバネをなるべく柔らかく使い、衝しよう撃げきを殺しながら着地する。アスファルトの地面はまだ凍とう結けつしていない。水漣の能力はここまで及んでいなかった。

「う……」

　かすかに日向子はうめいた。

「大丈夫か？」

　立ち上がりながら日向子に呼びかける──周囲を確認するのがわずかに遅れた。その刹せつ那な、視し界かいの端はしから黒い影が拓也めがけて飛びかかってきた。

（追いつかれた）

　避けることは出来ない。かろうじて体をひねって日向子をかついでいる左肩をかばった。金属音とともに強い衝撃を右肩に感じ、拓也はその場に膝をついた。直接攻こう撃げきされたわけではなく、なにか重いものを投げつけられたらしい。

「よーし、ドンピシャ」

　聞き覚えのある少女の声が聞こえた。顔を上げると少女の姿をした赤い鬼おにが銃じゆう口こうをこちらに向けている。反射的にその場に伏せようとして、火か凛りんの戦器オニクスが自分たちとは微び妙みように違う方角を向いていることに気付いた。その射しや線せんを目で追い──拓也の全身が凍りついた。

　そこには人の身長ほどの高さがある灰色のプロパンガスのボンベが転がっていた。たった今拓たく也やたちに投げつけたものらしい。都市ガスの普及していないこの一帯では、どの家にも置かれているものだ。堅けん牢ろうなボンベに守られてはいるが、中には可か燃ねん性せいの液えき化かガスが充満している。火か凛りんの操あやつる高熱に晒さらされれば、間違いなく──。

（くそっ！）

　地面に伏せても助からない。一いつ刻こくも早くここを離れなければ爆発に巻きこまれる。拓也は伏せる動作を止めて、ぐっと下半身に力をためる。

「昨日きのうのお返しだ！　吹き飛べ！」

　火凛は引き金を引いた。同時に拓也は持てる力のすべてを振り絞しぼって垂直に飛ぶ。灰色のボンベが戦器オニクスの発する「熱」に吞みこまれ、大爆発を起こす──発生した爆ばく風ふうに煽あおられて、拓也たちの上昇する勢いがぐんと飛ひ躍やく的に上がった。木この葉はのように吹き飛ばされた二人はくるくると空中で回転する。やがて火凛が小さな点に見えるほど高く上昇し、空中につかの間ま静止した。

　古こ滝たきを囲む山の峰が四し方ほうにはっきりと見える。

　風のうなりが彼の外殻クラスタの外をすり抜けていく。

　拓也のすぐ目の前を、大きな黒い隼はやぶさが滑かつ空くうしていた。

　かすかに首をねじまげた鳥と拓也の目が合う。

（レディ・バレット）

　そして、拓也たちは落下していった。爆発の白煙の中に二人は突っこんだ。目を凝こらしても地面ははっきり見えない。拓也は再び日ひ向な子この体をしっかりと抱いて衝しよう撃げきに備える。つま先が地面に触れた瞬間、拓也は膝ひざを屈かがめて着地の体勢を取った。さっきよりも高く飛んでいる上、不十分な着地のせいで押しつぶされるような重圧に襲おそわれる。日向子の体からすっと力が抜けた。完全に気を失ってしまったらしい。

　晴れかけた煙の向こうに赤い影がぼんやり見える。次の攻撃が来る前にここから脱出しなければならない──その時、背後から何者かの息づかいが聞こえた。

「水すい漣れん、逃がすな！」

　はっと振り向くと、青いコートのテリオンがすぐそばに立っていた。拓也は反射的に跳ちよう躍やくする。少しでもテリオンたちから離れるためだった。しかし次の瞬間、拓也は右の足首を捕まれて空中で静止した。

　水漣の右腕から放たれた黒い鎖くさりが、外殻クラスタに包まれた拓也の足首にからみついていた。バランスを崩した拓也は無ぶ様ざまにアスファルトに叩たたきつけられた。はずみで日向子の体を腕から離してしまう。

（しまった）

　倒れている拓也の耳に、火凛の声が飛んできた。

「水すい漣れん、女の方をこっちへ連れてこい。近くで顔を確認してから殺す」

　顔を上げるとシーツにくるまれた日ひ向な子こに黒い鎖くさりがからみついている。彼女の体は声の聞こえた方向へずるずると引っ張られつつあった。拓たく也やの頭にかっと血がのぼった。

「やめろ！」

　彼は叫びながら立ち上がろうとする。しかし、右足の自由が利かずにまた膝ひざをついてしまう。振り向くと右の足首から下が真っ白に凍とう結けつしていた。

「しばらく立てねーよ、バーカ。水漣の鎖で直接凍こおらせたんだからな。装そう甲こうが平気でも関かん節せつが動かねーんだ」

　一いち陣じんの風が吹いて、爆発の煙をほとんど完全に運び去った。日向子の体の先に火か凛りんと水漣が並んで立っていた。

「……なんだこれ」

　拓也は口の中でつぶやいた──彼はさっきと同じ駐ちゆう車しや場じようにいる。しかし、いつのまにか建物も車も標ひよう識しきも目に入るものはすべて真っ白に凍りついていた。地面にも硬く薄い氷が張っている。まるでこのあたりにだけ氷ひよう河が期きが訪れたようだった。

「……お前から先に止めを刺してやるよ」

　火凛の銃がまっすぐに拓也に向いていた。銃じゆう身しんの突とつ起きがぶるぶると振動している。拓也の右足はまだ動かなかった。火凛が引き金を引けば自分は死ぬ。日向子も死ぬ。礼れ菜なも助からない──。

「こんなところで死ねるか！」

　凶きよう暴ぼうな力が体の奥底から湧わき上がってきた。右手の大剣クレイモアを凍った地面に突き立てる。それをテコに使って、火凛の戦器オニクスが放射した「熱」の塊かたまりを真ま横よこに転がって避けた。右足の先をかすかに「熱」がかすめていき、外殻クラスタの表ひよう皮ひがどろりと溶ける。それは拓也の意図したことだった。外殻クラスタは損そん傷しようを負ったが、同時に凍っていた足も動くようになった。

　拓也は両足をついて立ち上がり、一直線に水漣に向かって走った。連続して戦器オニクスを使えない火凛のことは頭から追い出した。拓也にとって重要なのは、水漣に捕らえられた日向子だった。水漣が拓也にやったように日向子を凍らせれば、外殻クラスタに守られていない彼女は即そく死しする。

　拓也はイグニス・アウルムを両手で構えた。マスクの下でぐっと歯を食いしばる。もう少しで剣の間合いに入ろうという時、拓也と水漣の間に火凛が割って入った。水漣の壁になろうとしたのではなかった──彼女は銃の戦器オニクスを構えている。

（まさか……）

　銃身の丸い球きゆう体たいははっきりと振動している。火凛は勝ち誇ったような笑みを浮かべた。

　拓也は無意識のうちに自分の戦器オニクスを顔の前に構える。次の瞬間、拓也の全身は黒い長ちよう銃じゆうの吐き出す超ちよう高熱に包まれた。




　どれぐらい意識を失っていたのか拓たく也やには分からない。しかし、まだ外殻クラスタを身につけている感覚がある。さほど長い時間ではないはずだ。

　拓也はゆっくりと目を開けた。さっき立っていた場所から駐ちゆう車しや場じようの端はしまで吹き飛ばされたらしい。彼は停まっている車のドアに背中を預けて座りこんでいる。車に貼はりついた氷は拓也の外殻クラスタの周囲だけ溶けていた。彼の戦器オニクスは前輪のタイヤのすぐそばに転がっている。

「水すい漣れん、ついてこい。あいつを先に始し末まつする」

　赤と青のテリオンが彼の方へ歩き出した。慌あわてて戦器オニクスを拾おうとすると、体がみしりと軋きしんだ音が聞こえた。自分の体を見下ろした拓也は絶ぜつ句くした。

　赤い外殻クラスタはそこかしこでどろどろに溶け、火にかけたシチューのように泡あわ立だっている。特に両足と両手の損そん傷しようがひどい。硬い外がい皮ひが完全に消失して、網あみの目め状の筋肉のような組織が覗のぞいている。

（なんだこれ）

　拓也は目を瞠みはった。一瞬、自分が怪け我がをしたのかと思ったが、よく見ると彼かれ自身の皮ひ膚ふはその組織のさらに下にある──外殻クラスタは外皮とその網の目状の組織との二に重じゆう構造になっているらしい。その組織からも焦こげた臭においが漂っていた。

「頑がん丈じような奴やつだな。一発で死なないなんて」

　いつのまにか目の前に火か凛りんと水漣が立っていた。火凛は拓也の無む惨ざんな姿を見ながら、唇を歪ゆがめて白い牙きばを剝むきだした。

「水漣、こいつをこれから二人で食おう。生きたまま食おう」

　拓也の背せ筋すじがぶるっと震えた。こうして座っていたら本当に殺される。今すぐ立ち上がって逃げない限りは。拓也はイグニス・アウルムに視線を走らせる。まだ、外殻クラスタも動くかもしれない──。

　その時、拓也の全身から赤い外殻クラスタが消えていった。どうやら反転リトウルネの限げん界かい時間が来たらしい。とたんに体がずしりと重くなった──外殻クラスタを身につけた後は疲労でしばらくは動けない。

「なんだよ、鎧よろいを使える時間はこれだけで終わりか……だったら、こんなに苦労することもなかったな」

　火凛はからからと笑い、水漣もそれにつられて小さな笑い声を上げた。火凛はちらりと自分の片かた割われを見やってから、拓也の方へ一歩踏ふみ出した。

「お前、さっき水漣を斬きろうとしただろう」

　答える間もなくひゅっと音がした。火凛の戦器オニクスの銃じゆう身しんが、まるで棍こん棒ぼうのように拓也の左腕に振り下ろされていた。枯れ枝が鳴るような音を立てて、拓也の二にの腕うでがぐにゃりと直角に折れ曲がる。しびれるような鋭い激げき痛つうが頭まで一気に駆け上った。大きく開いた口から声にならない悲鳴が洩もれる。拓也は自分の折れた左腕を押さえながら、凍りついた地面に転がった。

「水漣、お前は右腕を折れ」

　その声に水すい漣れんも一歩前へ出る。拓たく也やの歯がかたかたと鳴った。右腕を隠かくす暇ひまもなく、水漣の袖そでから飛び出した黒い鎖くさりが腕に巻きついた。水漣が無表情に黒い鎖を引っ張ると、ぎりぎりと鎖が右腕を締め上げていく。

　拓也には悲鳴を上げる気力も残っていなかった──このまま自分は殺される。黒い絶望が心を覆おおっていく。拓也の意識は遠のき始めていた。

　その刹せつ那な──。

「……火か凛りん、水漣、こっちを向け」

　聞き慣れた声に拓也は我に返った。声のする方を見ると、駐ちゆう車しや場じようの真ん中に白い外殻クラスタを身にまとった日ひ向な子こ──雪花鎧アルヌワ・ブランが怒りに燃えた目で立っていた。

「日向子……」

　と、拓也はつぶやいた。彼女は動ける状態ではないはずだ。一瞬、倒れている拓也と日向子の目が合った。彼女は一歩前へ踏み出し──そして、大きくよろけた。意識をはっきりさせるように首を振る。やはり、無理に反転リトウルネしたらしい。

「……なんだ、ありゃ」

　呆あきれたように火凛がつぶやいた。

「逃げろ！」

　拓也は声を限りに叫んだ。しかし、その声はかえって日向子の気力をかき立ててしまったらしい。顔を上げた日向子は火凛たちを睨にらみつけた。

「……拓也に手を出すな」

　もう一歩進んだ時、日向子はなにもないところで躓つまずいたように大きく体を泳がせた。地面に手を突く寸すん前ぜん、彼女の右腕が神しん速そくの動きで振り上げられた気がした。

　日向子はばったりと前のめりに倒れ、次の瞬間に外殻クラスタも失った。

「バカが。弱っちいくせに張り切りやがって」

　火凛がせせら笑った瞬間、

「あーーーーー！」

　突然、火凛の隣となりで水漣が大声を上げる。

　拓也は目を瞠みはった。水漣の青いゴーグルに百視剣アルゴスガノンが突き刺さっている。日向子が倒れながら水漣に投げつけたのだ。ゴーグルの下の右目からどろりと赤い血が流れ出していた。

「手前てめえェェェェ！」

　火凛が戦器オニクスを振り上げながら日向子の方へ走り出そうとする。

「よくも水漣を……」

　しかし、その声は水漣のより大きな悲鳴にかき消された。火凛はぎょっとしたように振り返った。そして、慌あわてて水漣の傍かたわらに駆け戻る。

「水漣！　水漣！　水漣！　水漣！」

　火か凛りんはおろおろと水すい漣れんの肩を抱いた。しかし、水漣は大声で泣き叫び、片かた割われの腕を振りほどこうとする。火凛が百視剣アルゴスガノンを抜こうとすると、むずかるように大きく首を振った。

「水漣！　落ち着くんだ！」

　火凛は水漣の耳元に叫んだ──その声に紛まぎれもない恐怖が混じっているのを拓たく也やは感じ取る。ようやく水漣の泣き声のトーンが下がった。

「よくもやってくれたな！　お前たち、よくもやってくれたな！」

　怒りに震える声で火凛は叫び、赤いゴーグルを外して凍りついた地面に叩たたきつける。彼女は両目から涙を流していた。

「憶おぼえていろ！　憶えていろ！　憶えていろ！　憶えていろ……」

　繰り返し呪じゆ詛その言葉を吐きながら、火凛たちは駐ちゆう車しや場じようを後にした。泣き叫ぶ姉妹の声が徐々に遠ざかっていく。拓也はそれを耳にしながら、倒れている日ひ向な子この方へ少しずつ這はい寄っていった。
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　古こ滝たき市の住宅街で起きた爆ばく発はつ事故は、警察から正式に「テリオンの犯行の疑いあり」と発表された。現場には爆発の痕こん跡せきだけではなく、なぜか大量の氷も発見されていた。前日に起こった古滝川での爆発事故との関連も調査中、とのことだった。

　先月のオフリス・ペインキラーに続いて、新たなテリオンの侵しん入にゆうは住民を不安に陥おとしいれた。特に今日の爆発の発生した周辺では自主的に避ひ難なんする者が続出し、現場のすぐ近くにあった商店街からはほとんど人通りが絶えていた。

「事じ故こ現場」からほど近い通りに、「東とう堂どう診しん療りよう所じよ」という看かん板ばんを掲げた古い建物がある。何十年も昔からここにある診療所で、診療時間をとうに過ぎた夜になっても今日は明かりが点ともっていた。

　不意にドアが開いて、眼鏡めがねをかけた背の高い少年が姿を現した。携帯を耳に押し当てている。会話を聞かれないように外へ出てきたらしい。

『……じゃあ、警察には見つからなかったのね？』

　電話の向こうから女の声が聞こえる。

「ぼくが先に拓たく也やたちを回収したよ」

　と、亨きよう司じが言った。

「危ないところだったけどね。目もく撃げき者はいるみたいだけど、拓也たちが関与しているとまでは警察にも分かっていないと思うよ」

　亨司はまるで同い年の友人に話しかけるように言った。

『あの二人は？』

「肺はい炎えんの心配は今のところないけど、日ひ向な子こにはまだ熱があるね。拓也は左腕を折られて、外殻クラスタにかなり深い損そん傷しようを負わされたらしい。あと、日向子は百視剣アルゴスガノンを先方に奪われたよ」

　ふうっと鮫さめ石いしは息をついた。電話の向こうでタバコを吸っているらしい。それが深刻な話をする時の彼女の癖くせで、亨司には今いま彼女がどういう表情をしているのか想像がついた。

『状況はかなり悪いわね』

「まあ、最悪に近いと言ってもいいんじゃないかな」

　亨司の唇に皮ひ肉にくな笑みが浮かんだ。

「正直、あの二人がここまで使えないと思ってなかった」

『……拓也はともかく、日向子が倒れたのは理由があるの？　体調の悪さを周囲に隠かくしていたなんて、あの子らしくないけど』

「それは本人に訊きかないと分からないよ。ただ、拓也のことになるとどうも冷静さを欠く傾向があるね。アルカミレスとしては精神面に問題あるんじゃないかな」

　電話の向こうで鮫石がかすかに舌を鳴らした。

『あのね、亨司』

　彼女は苦にがい声で言った。

『手を引きたかったら、引いてもいいのよ』

「ぼくは引かないよ」

　亨司はきっぱりと言った。

「使えないとは思うけれど、ぼくはあの二人を気に入ってるんだ。特に拓也は強くなる可能性を秘めてる。日向子だって今が本当の実力ってわけじゃないだろう？」

「……ええ」

　鮫石は少し間を置いてから答えた。

「ぼくは単純に強い人間が好きなんだ。これから強くなりそうな人間もね。そういう人間には協力を惜しまない」

　亨司の皮肉な笑みが薄れ、代わりに他人には決して見せない憂うれいの表情が浮かんだ。

「あなたは最強のアルカミレスだった。だからあなたにも協力を申し出た……ぼくはあなたが好きなんだ、前々から」

『しゃあしゃあと言うわね、子供のくせに』

　今、鮫さめ石いしは苦く笑しようを浮かべているに違いないと亨きよう司じは思った──多分、今言ったことも本気に受け取られていない。

「中身はさほど子供ではないけどね」

　亨司がもう一押しした。沈ちん黙もくが流れる。なにを言うべきか、鮫石が迷っているのがありありと分かった。

「……それで、これからどうするかなんだけどね」

　と、亨司は言った。これ以上、この話題を続けない方がいいと思った。

「とりあえず日ひ向な子この戦器オニクスを取り返さないと話にならない。その方法を考えるよ」

『……拓たく也やを使うつもり？』

　と、鮫石が言った。

「いや、無理だろうね。損そん傷しようの状態を聞いた限りでは、拓也の外殻クラスタが完全に自己修しゆう復ふくするまでに二、三日はかかる。今、彼を使ったら修復の妨さまたげになるよ……ぼくが一人で連れん中ちゆうから取り返す」

　鮫石が息を吞むのが分かった。

『本気なの？』

「ちょうど居い場所の見けん当とうがついたところだったんだ。直接戦たたかうわけじゃないし、どうにかやってみるさ……というより、やらないと我々は前へ進めない。そうじゃないかな？」

　それでも鮫石は黙っている。これが彼女の弱点だと亨司は思っていた。リーダーとしては性格が優しすぎるのだ──だからこそ、亨司はここに来ることを引き受けた。他ひ人とから非難されかねない行為でも、亨司には実行出来る自信がある。

　全てはクランテリオンと戦えるアルカミレスを作り出すためだった。

『分かった。あんたに任せるわ』

　鮫石が疲れた声で言った。

　ふと、ドアの向こうから足音が近づいてくるのが聞こえた。

「とにかく、うまく行ったら連絡を入れるさ」

　会話を切り上げるつもりで亨司は言った。しかし、鮫石はなにか言いたげに黙っている。

「……深み月つきさん？」

　久しぶりに亨司は鮫石を下の名前で呼んだ。

『亨司』

　彼女は低くささやいた。

『あたしは強くない。今も昔も』

　そして通話が切れた。亨司は無言で手の中の携帯を見下ろした。




　拓たく也やは診しん療りよう所じよのドアを開けて外へ出た。ちょうど電話を終えたところらしい亨きよう司じが立っている。

「日ひ向な子こはまだ眠っているのか？」

　携帯をポケットにしまいながら亨司が言った。

「ん……ああ」

　と、拓也は戸と惑まどいながら答えた。見み間ま違ちがいかもしれないが、ドアを開けた時の亨司はひどく寂しげな顔をしていた気がした。

「熱はだいぶ下がったけどな」

　回復まで早くとも二、三日かかると世せ津つ子こも言っていた。

　今の拓也たちは到とう底てい戦える状態ではなかった。拓也は外殻クラスタの回復を待ち、日向子は治療を受けなければならない。

「まったく、君たちのせいで仕事がずいぶん増えたよ」

　亨司は拓也の腕を顎あごで示しながら言った。彼の左腕は肘ひじから手首までギプスに覆おおわれている。全ぜん治ち一ヶ月以上という話だった。

「ぼくは他にも仕事があるんだがね、血刃の王ロワ・デ・ルジエ」

　拓也は一言もなかった──ただ、そう言いながら亨司が腹を立てているようには見えない。なぜか手間をかけさせられることを楽しんでいるようだった。

「それで、ぼくになにか用なのか？」

　拓也はうなずいた。金色の戦器オニクスを手にした時から、幾いく度どとなく頭をよぎった疑問だった。

「イグニス・アウルムになにか特別な能力はあると思うか？」

　亨司は眼鏡めがねの奥の両目をしばたたかせた。

「なんでそんなことが気になるんだ？」

「強くなるために決まってるだろ」

　拓也は憮ぶ然ぜんとして答えた。彼にとっては当たり前のことだったが、亨司はなぜか驚いたようだった。

「……日向子には訊きかなかったのかい？」

「無理にそれを求めなくても、外殻クラスタとイグニス・アウルムで十分に強いと言っていた」

　拓也も一度はそれで納なつ得とくしたが、今日の戦いで考えを変えた──それだけでは勝てないこともある。なんらかの能力を持っていた方が有利なのだ。

「なるほど。彼女らしい」

　亨司は声を上げて笑った。拓也は無言で亨司の答えを待つ。拓也の真剣さに気付いたのか、彼の顔から笑みが消えた。

「ぼくはもともと方舟アルカとは関係のない者だし、独自に調べ上げたことや、鮫さめ石いしさんに聞いた程度のことしか知らないけど……」

　亨きよう司じは記き憶おくを探るように虚こ空くうを見つめる。拓たく也やは息を詰めて答えを待った。

「……『よく分からない』というのが答えだな」

　拓也の体からがくっと力が抜けた。

「なんだそれ」

「まあそう言わないでくれ……もともと、戦器オニクスがテリオンのための武器だということは知っているだろう。戦器オニクスと使い手の関係は『鍵かぎ』と『錠じよう』のようなものらしい。戦器オニクスはテリオンの隠かくされた真の姿を引き出す。アルカミレスの場合、人じん為い的に埋め込まれた外殻クラスタを戦器オニクスが「真の姿」だと誤解して外部へ引きずり出すんだが、どちらにしてもその時に使い手が持っている固こ有ゆうの能力も同時に引き出す……ここまでは分かるかな？」

　ああ、と拓也はうなずいた。断だん片ぺん的にではあるが、その程度のことは日ひ向な子こからも聞いている。

「つまり、使い手がなんらかの能力を発はつ揮きするには、戦器オニクスの性質と使い手の素質が合がつ致ちしていければならない。『鍵』と『錠』の関係だからね」

「……ってことは、戦器オニクスがどういう性質を持っていようが、使い手にその素質がなきゃダメってことか？」

　亨司はうなずいた。

「そういうことだね。君の素質が反転リトウルネだけで精せい一いつ杯ぱいで、それ以上に特別な能力を発揮するだけの素質がない可能性もありうる。要するに、『イグニス・アウルムに能力があるのか？』という問いそのものが愚ぐ問もんだ……ということがこれで分かるかな？」

　一ひと言こと多いんだよ、と拓也はむっとした。それに、今のところ質問にはまともに答えていない。はぐらかされたような気分だった。

「じゃあ、もしあるとしたらどういう能力なんだ？」

「それはぼくより君の方がよく知ってるんじゃないか？」

「え？」

「君が知っているかどうか知らないが、戦器オニクスというのは基本的に同じものが二本ずつ存在すると言われている……金色の戦器オニクスも同じだ」

　拓也は声を上げそうになった。自分と同じ金色の戦器オニクスの使い手と言えば──。

「じゃあ、ルスランと俺の戦器オニクスはまったく同じってことか？」

「間ま近ぢかで見たのは君だろう？　曲がりなりにもルスランと斬きり合ったって話じゃないか」

　呆あきれたように亨司は言った。確かにルスランの戦器オニクスは、昴こう陣じんアストラ・カストラと呼ばれる金色の大剣クレイモアで、拓也のイグニス・アウルムと形は同じに見えた。ただ、最初に目にした時の輝きは、拓也の戦器オニクスとはまったく異なっていた気がする。

「無理に戦器オニクスの能力を引き出さなくてもいい、と日向子が君に言った理由も分からないか？」

「……『災さい厄やく』か」

　ルスランの戦器オニクスに『災厄』を引き起こす力があるなら、拓たく也やの戦器オニクスも同様の力を秘めているかもしれないということだ。

「まあ、ルスランと君ではもともとの素質が違うだろうから、発はつ揮き出来る『能力』まで全部同じとは限らないけどね。むしろ違う可能性の方が高いな……そのへんはあまり心配しなくてもいいんじゃないか？　きっと大丈夫だよ。多分、ルスランと君じゃ比ひ較かくの対たい象しようにならない」

　亨きよう司じは笑顔で拓也の肩をぽんと叩たたく。複雑な気分だったが、なにも言い返せなかった。

「ただ、ルスランの戦器オニクスの使い方にヒントになりそうなものぐらいはありそうだけどね」

「ヒント……？」

　ヒントになりそうなものと言っても、ルスランとは実力の差がありすぎた。あの時、拓也たちはただ叩き伏せられただけだ。ルスランの方はなんらかの「能力」を使うまでもなかったと思う。ただ──。

（お前は戦器オニクスの使い方を分かっていない）

　拓也の斬ざん撃げきが通用しなかった時、ルスランははっきりとそう言っていた。と、いうことは、使い方を分かっていたら斬きることが出来たかもしれない。

「これはぼくのカンだけど、金色の戦器オニクスが引き出せる『能力』はすごくシンプルかもしれない」

「理由は？」

「金色の戦器オニクスは他の黒の戦器オニクスの原型と言われてる──オリジナルというのは単純なものだろう？」

（ホントにただのカンなんだな……）

　逆に言えば、亨司にも見けん当とうがつかないということなのだろう。それを自分が理解出来る自信はなかった。

「まあ、後は自分で考えるんだね。答えが出ることを祈ってるよ」

　亨司はそう言い残して、診しん療りよう所じよの中へ戻ってしまう。

　拓也は夕ゆう闇やみの中に一人取り残された。
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　古こ滝たき市の北側は関かん東とう地方でも有数の山地だった。山道が整備されていない場所には、ほとんど人が入りこまない。その中でも一ひと際きわ人ひと気けのない奥まった峰の中腹に、巨大なコンクリートの廃はい墟きよが佇たたずんでいた。

　五十年以上前に建てられた当時の高級ホテルで、古滝市の豊富な温泉を目当てに多くの人々が余よ暇かを過ごしていた。ふもととの行き来は直通のロープウェーに頼っていたが、十数年前にホテルが廃はい業ぎようしてからは動いていない。以来、半なかば陸の孤こ島とうと化したこの廃墟には訪れる者はおろか、近くを通りすぎる者すら滅めつ多たにいなかった。

　優ゆう雅がな曲線を描く壁面は蔦つたにまみれ、かつて窓にはめ込まれていた色とりどりのステンドグラスは、長年の風雨でほとんど割れてしまった。

　明け方の時間、この死んだ建築物は白い光に包まれていた。

　ホテルの中で最も見晴らしのいい大だい浴場では、青いコートを着た少女がぼんやりとタイル張りの浴よく槽そうの縁へりに腰かけていた。不ぶ器き用ように巻かれた真新しい包ほう帯たいが彼女の右目を覆おおっている。その下の頰ほおにはくっきりと涙の白い跡が残っていた。空からっぽの浴槽に、血に染まったガーゼや包帯が散乱している。

「水すい漣れん」

　背後から声をかけられる。しかし、水漣は動かなかった。命令ではなかったからだ。

「水漣、こっちを見ろ」

　それで彼女は振り返った。そこには赤いブラウスとショートパンツの少女が立っている。彼女の顔にも涙の跡がある。

「……だいぶ元気になったみたいだな」

　包帯の下の水漣の傷はすでに塞ふさがりつつある。彼女たちの肉体は人間とは比べものにならない高い回復力を持っていた。

「まあ、あれだけ眠れば当たり前か……水漣があんなに眠るなんて久しぶりだな」

　テリオンは眠る習慣を持たない。定期的な眠りによって体力を回復させる必要がないからだ。しかし、傷を負った時は例外だった。集中的に傷を修しゆう復ふくするために一時的に全身の機能を低下させる──逆に言えば、眠りはテリオンが不調を抱えている証しよう拠こだった。

「こっちへ来い、水漣」

　水漣は立ち上がると、火か凛りんの方へ近づいていく。火凛の立っている窓からは朝の景色が広がっていた。濃い緑のはるか向こうに人の住む街が見えた。

「ここは綺き麗れいなところだな、水漣。あたしたちが昔住んでいたところに似ている……あの墓所カタコンベとは大違いだ」

　と、火凛がつぶやいた。水漣は答えなかったし、そのことを火凛も知っている。水漣の中に美び醜しゆうの概がい念ねんは存在しない。太陽の光が入りこまない墓所カタコンベとここが異なっていることは分かるが、そこに優ゆう劣れつはなかった。

　五ご感かんによって得られた情報を、自分の価か値ち観かんで判断することを彼女は放ほう棄きしていた。周囲の命令に反応すること、その中でも火凛の命令を最さい優先することが、彼女にとっての確かなルールだった。

　水漣は過去のことを断だん片ぺん的にしか思い出さない。自分の思し考こうで行動しないので、記き憶おくを整理する必要がないのだ。それでも、かつて自分たちはテリオンとも鬼おにとも呼ばれず、ただ集しゆう落らくにいる人ではないなにかとして扱われていたことは憶おぼえていた。もともとは千年以上前まえ、当時の都みやこを追われた四つの血けつ族ぞくが、山奥で小さな集しゆう落らくを作ったのが始まりだと聞いた気がする。

「……いづくかおにのすみかなるらん」

　水すい漣れんは小さな声でつぶやいた──それはずっと昔に教えてもらった歌の一部だった。どこにもこの国には「鬼おに」の住む場所はない。かつての先祖たちはそれをこの歌によって通告されたのだと聞いた。

「水漣……？」

　と、火か凛りんが顔を覗のぞきこんでくる。しかし、その時にはもう彼女は再び断だん片ぺん的な追つい憶おくの中に沈んでいた。

「鬼」の集落を形成した四つの血けつ統とうのうち、あるものは絶え、あるものは長年の混こん交こうによって一つになった。同時に人間との混交も進み、血は薄れていった。集落には純じゆん粋すいな人間が大たい半はんを占めるようになり、居い場所をなくした一部の「鬼」は集落を出て行ったらしい。

　火凛と水漣はおそらく集落で最後に生まれた「人ではないなにか」だった。それぞれが「火か鬼き」と「水すい鬼き」の族ぞく長ちようとして相応ふさわしい名前をつけられたが、双ふた子ごに別々の血族を割り当ててしまうこと自体、混交の行きついた結果だと言えた。

　彼女たちと人間との明確な違いはたった二つしかない。一つは人間よりも寿じゆ命みようが長いこと、もう一つは人じん肉にくを食うことだった。ある時、好こう奇き心しんから純じゆん血けつの人間を一人「食べてみた」二人は、すでに「人ではないなにか」として生きることを許されない時代になったと気付かされた。

　二人は集落を出て、長い年月を彷徨さまよってきたが、クランテリオンに入ったのは火凛がその放ほう浪ろうに疲れたせいだった気がする。その後に起こったことははっきり憶おぼえていないが、彼女にとってそれは大した問題ではなかった。

「水漣、あの二人は殺して食ってもいいんだぞ。もう少し様よう子すを見て、大丈夫だったら出かけよう」

　火凛が水漣の肩を抱いて言った。水漣は微笑ほほえむ──笑うことだけが彼女に許された、たった一つの自由な反応だった。

　彼女は町の方角ではなく、窓のすぐ真下を見ている。たった今、自分たちのいる窓を、眼鏡めがねをかけた背の高い少年が見上げていた。そのことを水漣は口にしない。誰にも尋たずねられていないからだ。

　ただ、彼女は微笑むだけだった。
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　浅い眠りと目覚めを何度か繰り返した後、夜が明けていることに気付いた。日ひ向な子こはベッドに横たわったまま自分の額ひたいに触れる。じっとりと汗ばんだ肌はだは手のひらよりもずっと冷たかった。汗をかいたせいか、かなり熱が下がっているらしい。

　ベッドの周りのカーテンも病室の窓のカーテンも開いていて、外の国道を見ることが出来た。明らかに軍隊かそれに準じた特とく殊しゆ部隊のものと分かるオリーブグリーンの特殊車しや両りようが通りすぎていくところだった。それぞれに完全武ぶ装そうした隊員たちが乗りこんでいる。おそらく安全対策庁ちようの対テリオンの特殊部隊だ。昨日のうちに警察か県の要よう請せいを受けて出動したのだろう。

　窓の方とは反対側の椅い子すに、ジーンズとＴシャツを着た拓たく也やが座っている。おずおずと声をかけようとして、彼が椅子の上で居い眠ねむりをしていることに気付いた。

（一晩中、ここにいてくれたんだ）

　左腕の真新しいギプスを目にした途と端たん、彼女はぐっと唇を嚙かんだ。昨日の自分の失しつ態たいが身み悶もだえするほど情なさけなかった。無理をした結果倒たおれてしまい、拓也の命を危険に晒さらしてしまった。最初から素直に体調がすぐれないことを打ち明けていれば、いくらでも対たい処しよの仕方はあったはずなのに──。

（最低だ、わたしは）

　拓也を守るなどと偉そうな誓ちかいを立てておいて、結局彼かれに守られてしまった。彼女はため息をついた。

　その途と端たん、拓也ががくんと首を前に倒しながら目を覚ました。眠そうに目をこすりながら日ひ向な子こを見る。

「あ、日向子も起きてんのか」

　彼は無事な右手を伸ばして、日向子の額ひたいに触れようとする。慌あわてて亀かめのように首をすくめた。

「どうしたんだ？」

　拓也は目を丸くしている。

「あ、汗をかいてるから……」

「へー。じゃ、熱ねつ下さがったんじゃないのか」

　彼はますます身を乗り出してきた。よけきれずに額にひやりとした乾いた手が触れる。思っていたよりも大きな手だった。

「あ、ほんとに下がってんな」

　拓也の手が離れる。そうなるともっと触れてほしかった気がして、日向子は彼の手を目で追った。膝ひざの上にだらんと両手を投げ出していると、ギプスがくっきりと目についた。

「それにしても昨日きのうは日向子のおかげで……」

　突然、拓也がため息混まじりに話し始める。日向子はベッドの中で体を固くした。拓也が腹を立てるのも当然だ。どんな言葉で謝ればいいのか、心が千ち々ぢに乱れた。

「……命いのち拾びろいしたよ。ありがとな」

「えっ？」

　日向子は自分の耳を疑った。

「だから、ありがとう」

　体のことも忘れて日ひ向な子こはがばと飛び起きた。

「どうして拓たく也やがわたしにお礼を言うんだ！」

　拓也は椅い子すの上でぎょっと飛び上がった。

「な、なんでいきなりキレてんだ？」

「だってわたしが……」

　声が震えて、一いつ瞬しゆん言葉が途と切ぎれた。

「わたしのせいで拓也を危険な目に遭あわせた」

　そう口にすると、日向子はうつむいてしまう──もう拓也の顔が見られなかった。

「……具合が悪いって黙ってたことか？」

　静かに拓也が問いかける。日向子は黙ってうなずいた。

「まあ、確かにそれは言ってほしかったけど……でも、日向子が助けてくれなきゃ、俺は殺されてたわけだし」

　日向子は首をひねった。

「助けたっていつ？」

　拓也がなにを言っているのか日向子には全然分からない。自分の部屋で倒れてからの記き憶おくはとぎれとぎれだった。特に駐ちゆう車しや場じように行ってからの出来事が曖あい昧まいだった。はっきり憶おぼえているのは、拓也が腕を折られた瞬間ぐらいだった。

「いや、水すい漣れんに投げただろ、戦器オニクスを」

「え？」

　日向子はベッドの周囲を見回す。言われてみれば、百視剣アルゴスガノンがどこにもなかった。




「じゃあ、あれって無意識でやってたのか？」

　と、拓也は尋たずねた。

「そういうことになると思う……反転リトウルネした記憶もない」

　日向子は小声で言った。拓也は駐車場での戦いについて詳しく説明したところだった。結局、彼女の意識はほとんどなかったらしい。

「情なさけないな、わたしは」

「情けないのは俺も一緒だって」

　昨日きのうは戦ったわけではなく、ただ逃げようとしていただけだ。それなのに終始翻ほん弄ろうされ続け、結局なにも出来ずに倒されてしまった。

「ボロボロなのも一緒だし」

　拓也は日向子に自分の左腕を見せる。ようやく彼女はかすかに笑みを浮かべた。

「日向子」

　と、拓也は改まって言った。

「俺たちはちゃんと協力し合わないとダメだと思う……お互いがどうなってんのか、ちゃんと分かってないと。だから、思ってることとかはなるべく話した方がいいよな。俺もこないだ日ひ向な子こに言われたばっかりだけどさ」

　日向子は黙ってうなずく。拓たく也やはほっとした。

「そうすれば俺たちはもっと強くなれると思う……」

　彼はまじまじと日向子を見つめる。ふと、どうしてあそこまで必死に自分を守ろうとしてくれたのか、訊きこうかどうか迷った──が、結局やめておいた。

（本人は憶おぼえてないって言ってるんだし）

　仮になにか理由があるとしても、彼女が言い出すまで触れない方がいいような気がした。

「じゃあ、わたしの方から話したいことがある」

　と、日向子は言った。

「今の拓也の話を聞いて思ったんだけど……火か凛りんと水すい漣れんの能力がなんなのか分かったかもしれない」




「もともとわたしは不ふ思し議ぎに思っていた……あの水漣はどうやって周囲を凍らせているんだろう、って」

　日向子の言葉に拓也は首をかしげた。

「どうって……戦器オニクスというか、水漣の能力なんじゃないのか」

「そんな簡単に片づく話じゃない。物体を凍とう結けつするということは、その物体から熱が奪われるということになる……つまり、あんなに大量の熱エネルギーがどこに行っているのかということ」

「どこって…………え、熱？」

　拓也ははっとした。

「火凛の銃に行ってるってことか？」

　日向子はうなずいた。

「考えてみると、火凛は一度あの銃を撃うつたびに必ず水漣のそばに戻っていた。ひょっとすると、あれは『熱』を補充しに行っていたのかもしれない」

「……でも、昨日きのうも一昨日おとといも、一発目は水漣から離れてぶっ放してたぞ」

「それはわたしたちに姿を見せる前に、どこかであらかじめ『熱』を補充しただけだと思う。その後は必ず水漣の近くに行かないと撃たなかった……多分、水漣はあの鎖くさりの戦器オニクスの力が及ぶ範はん囲い──境域グロブスから、あの鎖を媒ばい介かいに『熱』を吸い上げて体内にため込んでいる。それを固こ有ゆう値ちの高い熱エネルギーに変換する能力が水漣には備わっているんだと思う。できあがった『熱』を火凛が自分の体を仲立ちに銃に移して撃つ……こう考えると色々なことに説明がつく」

　ふと、拓也は水漣の首についていた鎖を思い出した。火凛は水漣のそばに戻ると、必ずあの鎖を握りしめていた。あれも熱を「移す」ためだったのかもしれない。

「でも、あれってすごい高温じゃないのか？　体の中にため込んだり出来んのかな」

「あの二人は火と水を操あやつる『鬼おに』だから、体の仕組みが激しい温度差にも耐えられるようになっているんだと思う……その証しよう拠こにいくら周囲を凍らせても、あの二人の体は全然凍こおってなかった」

　拓たく也やは今までの戦いでの二人の様よう子すを思い出す。言われてみればその通りだった。

「じゃあ、もともと連れん射しや出来ないってワケじゃなかったんだな」

「多分、一発撃うつのに大量のエネルギーが必要になるから、単純に二発以い上じよう撃てるだけの補充が難しかっただけだと思う。拓也に二発撃てたのは、直前にガス爆発も起こしてるから……その時に発生した『熱』も取りこんだんじゃないかと」

「なるほど……」

　あの爆発は銃を連射するための作戦だったのかもしれない。火か凛りんはうわべよりもずっと複雑な策を弄ろうして戦っているのだ。

　しかし、それにしても──。

「日ひ向な子こはスゲーな」

　と、拓也は唸うなった。

「な、なんで？」

「だって、俺おれ全然そんなこと思いつかなかったからさ。昨日きのうは俺が戦ってたのに」

「こ、こんなのは大したことじゃない」

　日向子は顔を赤くして目をそらした。

「火凛の銃の仕組みも完全に分かったわけじゃない……熱をどういう形で放出しているのか、よく分からない。直接、電でん磁じ波はを放出しているわけでもないみたいだし」

「それって重要なのか？」

　彼女はうなずいた。

「原理が分かれば、防ぎようがある……あの戦器オニクスから出る『熱』は、拓也の外殻クラスタを溶かすほど強い力を持っている。わたしだったら、確実に死んでいると思う。拓也もわたしも接近戦しか出来ない剣の戦器オニクスだから、不利は変わらない」

　確かに今のところ分かっているのは、「火凛が戦器オニクスを連発出来る」ということだけだ。

「え、でもさ」

　と、拓也は言った。

「結局、水すい漣れんが熱を集めて、火凛がそれを外に出してるんだよな」

　彼には戦器オニクスの原理はよく分からない──しかし、分からなくとも付け入る隙すきはあるような気がする。

「だと思うけど？」

「だったら……」

　拓たく也やは日ひ向な子こに顔を寄せて、小声で自分の考えを口にする。

「あっ……」

　日向子が声を上げた。
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　その日の昼。

「とにかく、ちゃんと情報は流してくれたんだね？」

　と、亨きよう司じは言った。彼は道路脇わきの電話ボックスの中にいる。彼は制服ではなく黒い上下に身を包んでいる。

『ええ……と、言ってもわたしは色々あって辞やめた身ですから、直接通つう報ほうは出来ません。公こう安あんの抱えているテリオン関連の情報提供者インフオーマーに頼みました。わたしの名前を出さないようにかなり金を握らせましたが……』

　電話の相手は「部下」の高たか橋はしだった。彼の声に小さくチャイムの音が混じる。東とう堂どう学園では昼休みが始まったらしい。

「それは別に構わないよ……で、やったのはそれだけ？」

『いいえ、もう一つ。たまたま撮さつ影えいに訪れた廃はい墟きよマニアを装って、わたしが匿とく名めいで警察に通報をしておきました。ルートのまったく異なる二方面から同じテリオンの情報が入れば、合同対たい策さく本部も信しん憑ぴよう性せいを疑わないと思います。そこまでの知恵はないでしょう』

「廃墟マニアがこんな山奥まで来るかな？」

　亨司は電話ボックスの周囲を見る。彼が電話をかけているのは一本道の山道で、あたりには杉林が広がっているだけだった。携帯電話を使わないのも、ここまで電波が届いていないからだ。

『さあ……それらしければなんでもいいでしょう』

「それもそうだね。ご苦労様」

　一瞬、沈ちん黙もくが流れた。

『もう少し詳しい事情を説明していただければ、もっと効果的な手が打てたのですが』

　さりげない申し出に亨司は苦く笑しようを洩もらした。亨司がなんのために活動しているのか、この男には一言も話していなかった。あれだけ釘くぎを刺したというのに、まだ亨司の身しん辺ぺんを探るつもりらしい。

「いちいち詮せん索さくはするなと言ったはずだよ。あなたはぼくの指示だけ実行してくれればいい。この後の指示も分かってるね？」

『……三時間経たっても連絡がない場合、ＧＰＳの情報を元にあなたを捜しに出る』

「そう。よろしく」

　亨司は相手の返事を待たずに受話器を置いた。その途と端たん、電話ボックスのすぐ脇を幌ほろのついた四輪駆く動どうの高こう機き動どう車しやが何台か通りすぎていった。それぞれに完全武ぶ装そうした隊員たちが乗りこんでいる。

　亨きよう司じはそれを満足げに見送ってから、ドアを開けて外へ出た。

「……さてと」

　彼は杉林の先にある山の峰を見上げる──その中腹に蔦つたに沈みかけた廃はい墟きよのホテルが見えた。

　これから一仕事しなければならない。




　火か凛りんが異い変へんに気付いたのは午後のことだった。

　彼女は二階の大浴場から眼下に広がる森を眺ながめていた。少し前から飛び立つ鳥の数が妙みように増えてきている。

（……人間が来たな）

　それも少人数ではない。あのアルカミレスたちではなさそうだった。

　彼女は慎しん重ちように窓の外を見下ろした。

　迷めい彩さいの野や戦せん服を着た完全武装の男たちが、すぐ真下にあるボイラー室のドアから音もなく入ってくるのが見えた。

（ＳＥＴ、とかいうヤツらか）

　安全対策庁ちよう直ちよく属ぞくの対テリオンの特とく殊しゆ部隊。今回の任務に当たって火凛はその情報も耳にしている。特殊部隊に捕ほ捉そくされてしまうと、任務の障害になりうると注意されていた。火凛たちが古こ滝たき市の市街地から離れたこの場所に潜ひそんでいたのもそのせいだ。もう少し発見が遅れると思っていた──。

　彼女は体をぶるりと震わせた。臆おく病びようさから来る冷静な思し考こうが働き始める。

「水すい漣れん、起きろ」

　火凛はタイルの床の上で眠っている水漣に声をかける。まだ傷が癒いえていない彼女は、テリオンでありながら眠りを必要としていた。

　水漣はゆっくりと目を開けた。

「ちょっと出てくる。お前はここを動くな」

　そう言い残して、火凛は長ちよう銃じゆうの戦器オニクスを手に大浴場を出て行った。ボイラー室は正面玄げん関かんの裏側に位置している。そこから侵しん入にゆうされたということは、他の入り口もすでに固められていると見るべきだ。

　はげ落ちた壁かべ材ざいの散乱する廊下を進みながら耳を澄すますと、階下を駆け回る足音がかすかに聞こえた。さっき見かけた人間の数は五人程度。建物の大きさや他の入り口の数などから考えても、この廃墟の中に入りこんでいる人間は、少なくとも二十人はいるだろう。

　問題は水漣だった。怪け我がは癒えてきたものの、まだ時とき折おり眠りに落ちてしまう。戦闘に参加させられる状態ではない。ここは火凛一人で食い止める以外に方法はなさそうだった。

　その時、四、五人の男たちが廊下の先にある階段を上がって姿を現した。火か凛りんはその装備を一瞬のうちに見て取った──彼らの武器は歩兵に携けい行こう可能なものとしては標準的だ。グレネード弾だんも発射可能なアサルトライフルと、それにいくつかのバックアップ用の武器。

　火凛は戦器オニクスを握りしめて身構えた。水すい漣れんがいない以上、この戦器オニクスで「撃うつ」ことは出来ない。弾だん幕まくをかいくぐって接近戦を挑いどむしかない。火凛の中で殺意と恐怖が同時にふくれあがる。彼女の肢し体たいは瞬しゆん時じに赤の鬼おにのそれに変化した。

　男たちのアサルトライフルが火凛に向けられた。レーザーポインタの赤い光が彼女の体に次々と突き刺さる。火凛は雄叫おたけびを上げながら全力で男たちに向かって走った。




　一階のロビーにいた最後の隊員は予想以上に勇ゆう敢かんだった。接近した火凛がアサルトライフルを摑つかむと同時に潔いさぎよく武器を放ほう棄きし、フロントのカウンターの向こう側まで退しりぞいてバックアップ用のオートピストルで反撃した。

　火凛は腕に銃じゆう弾だんを受けながら戦器オニクスを鈍どん器きのように振り回し、すでに腐りかけた木製のカウンターを粉ふん砕さいする。遮しや蔽へい物を失った瞬間、隊員は破片を避けようともせずに逆に火凛に向かって突進した。手にはブーツナイフを握り、体当たりをするように火凛の懐ふところに潜もぐりこむ。そしてナイフで火凛の目を狙った。

　火凛は首を振ってナイフの突きを避けながら、戦器オニクスの銃じゆう床しようで男の首に一いち撃げきを叩たたきこむ。隊員は悲鳴すら上げずにその場に倒れた。

　廃はい墟きよは完全に静せい寂じやくを取り戻した。一階のロビーだけでも、六、七人の隊員が倒れていた。敵の部隊は全ぜん滅めつしたか、あるいはすでに退たい却きやくしたはずだ。専門の訓練を積んだ特とく殊しゆ部隊らしいが、火凛のように古い血を濃く受け継いだテリオンには敵かなわない。

　火凛の赤い髪はほどけて、腕や足には何発かの弾だん丸がんが食いこんでいた──もっとも「鬼」の肉体を完全に貫つらぬく威い力りよくはなかった。

　彼女の全身は返り血にまみれている。鈍器として使用した戦器オニクスの銃じゆう身しんにも、誰のものか分からない血が滴したたっていた。

「……水漣」

　不意にぞくりと火凛の背せ筋すじに震えが走った。かなり長い時間、水漣を置き去りにしたままだ。あの部屋にいろとは指示を出したが、自衛しろとは言わなかった。人間があの部屋にたどり着いたとは思えない──が、なにか嫌な予感がした。

　彼女は身を翻ひるがえして全力で走った。いくつもの人間の死体を飛び越えて、さっきまで自分がいた大浴場を目指す。あそこにはこの戦器オニクス以外のすべてのものを放り出したままだった。

「水漣から離れろ！」

　火凛は大浴場に飛びこんで叫ぶ。

　水漣は相変わらずタイルの床の上に横たわっている。

　しかし、そのすぐそばに黒ずくめの服を着た、眼鏡めがねをかけた少年が立っていた。

「あ、戻ってきてしまったな」

　彼は口元に苦にが笑わらいを浮かべて言った。

「ここでなにをしている」

「これを」

　と、彼は黒い短剣を火か凛りんに見せた。あの女のアルカミレスが水すい漣れんに投げた戦器オニクスだった。

「取りに来ただけだよ。すぐに帰る」

「……あのアルカミレスどもの仲間だな」

　火凛はじりっと歩を進める。彼はそれにつれて後ろに下がった。それにしても、この少年はどうしてこのタイミングでここに現れたのか──。

「……お前が他の人間たちを呼んだんだな」

　火凛は確信を持って言った。彼女の注意を反そらし、その間に戦器オニクスを取り返すつもりだったのだ。ここまで迂う遠えんなやり方を取るのは、この少年がアルカミレスではないからだろう。

「その戦器オニクスは持って行かせない」

　と、火凛は言った。これが彼女の手にある限り、アルカミレスは一人減へり、敵の戦力は半はん減げんする。

「そうしたら命は助けてくれるんだろうね？」
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「ふざけるな。殺すに決まってるだろ」

　火か凛りんは即そく答とうする。この少年のおかげでひどく迷めい惑わくを被こうむった。許すつもりなど毛もう頭とうない。血まみれの戦器オニクスを手に、さらに前へ踏み出す。

「それは困ったな」

　彼は大おお袈げ裟さにため息をついた。それからさりげなく戦器オニクスの握りを変える。

「ぼくは戦闘員じゃないんだ……だから君と戦うわけに行かない」

　火凛は心の片かた隅すみに不ふ審しんを抱いた。戦器オニクスを持つ少年の手つきは、どことなく武器の扱いに長たけているように見える。しかし、もう火凛の戦器オニクスの間合いに入る──そう思った瞬間、少年は火凛に向かって跳ちよう躍やくした。

（えっ）

　予想外の敏びん捷しようさに火凛は驚いた。身を守ろうと自分の顔の前に突き出した戦器オニクスを少年は両足で蹴けり、反動を利用して反対方向へ飛んだ。着地した彼は一直線に浴場の窓へ向かって走る。

　蹴りを受けて後ずさった火凛は反応が遅れた。少年は浴場の割れた窓からひらりと窓の外へ飛び下りる。

　火凛が窓まど枠わくに飛びついた時には、もう彼の姿はどこにも見えなかった。

「くそっ！」

　彼女はうっそうと茂った木こ立だちに向かって叫んだ。




　　　　５




　亨きよう司じが診しん療りよう所じよに現れたのは夕方になってからだった。

　病室にいるのは日ひ向な子こ一人だった。思ったよりも回復は早く、熱はかなり平熱に近づいている。まだ立ち上がるとふらつくが、熱のためというよりは食事を取っていないせいだ。後は栄養さえ取れば、どうにか反転リトウルネは出来そうだった。

　彼女が起き上がっているのを確かめてから、亨司は中へ入ってきた。黒ずくめの服を着て、肩にはバッグを提さげている。

「拓たく也やは？」

　と、亨司は尋たずねた。

「診しん察さつ室しつで先生と話してる。拓也に用事？」

「いや、君にだ」

　彼は日向子の膝ひざの上にぽんと黒い短剣を置く──日向子の百視剣アルゴスガノンだった。そして、ベッドサイドの椅い子すに足を組んで座った。

「それを取ってきたよ」

　ちょっとした忘れ物を届けるように言った。

「どうやったの？」

　日ひ向な子こは信じられない思いで戦器オニクスを手に取る。確かに彼女の持ち物だった。

「連れん中ちゆうが隠かくれている場所に行って、取ってきたんだ」

「見つからなかったの？」

　亨きよう司じは肩をすくめた。

「とにかく、取り返してきたんだ。素直に受け取ってくれないかな」

　深く説明したくはないらしい。しかし、どういう方法を取ったにせよ、亨司が自分の命を危険に晒さらしたことは確かだ。

　日向子は戦器オニクスを見下ろしながら、改めて不ふ審しんに思った。性格や態度がどうあれ、鮫さめ石いしの言うとおり有能な人材であることは間違いない。

　しかし──。

「亨司はどうしてわたしたちに直接協きよう力りよくする気になったの？」

　と、日向子は尋たずねた。彼は面めん食くらったようにまばたきをする。

「どうして、というと？」

「鮫石さんとは以前から親しかったと言っていた。戦いの形けい勢せいがほとんど決まりかけた今でなくても、参加する機会はあったはず」

　拓たく也やというアルカミレスを得たとはいえ、「方舟アルカ」が圧倒的な不利な状態に置かれているのは誰の目にも明らかだ。今が最良のタイミングとはとても思えないし、それが理解出来ない人間にも見えなかった。

「……それは『もっと早く参加していれば、状況は変わっていたかもしれないのに』という非難も含んでいるのかな？」

　亨司は笑いながら言った。しかし、日向子は真ま顔がおで首を振る。

「わたしたちは誰にも戦いを強制しない。戦う意志のある者だけが剣を取ればいい。でも、亨司の今の働きはそれまでの関わり方と落差がありすぎる気がする。だから尋ねただけ」

　生き真ま面じ目めな答えに彼は鼻はな白じろんだようだった。いつになく表情が引き締まる。

「君は誤ご解かいしているようだけど」

　彼も釣つられたように真顔で言った。

「ぼくは何年も前から方舟アルカにもっと関わろうという意志はあったよ。自慢ではないけど、その頃も今ぐらいには能力もあったと思う」

「じゃあ、どうして……」

「今までぼくを参加させなかったのは鮫石さんの意志だよ。今がせっぱ詰まった状況だから、彼女も仕方なくぼくを参加させたんだ」

　日向子は亨司の言葉を反はん芻すうする。だとしたら、亨司にはもともと方舟アルカへの参加が制限されるような事情があったことになる。

「それ以上は話せない。ただ、とにかくぼくは君たちの味方だ……今はそれでいいじゃないか」

　病室に沈ちん黙もくが流れた。隣となりから拓たく也やと世せ津つ子この話し声がかすかに洩もれてくる。世津子が拓也に外科の病院に行ってくるよう勧めているようだ。拓也は内科医である世津子に骨折の治療は出来ず、外科の病院でギプスを付けてもらっていた。本当は今日も病院に行かなければならなかったらしいが、拓也はここから離れていない。

「ぼくから一つ聞いてもいいかな」

　ふと、亨司が口を開いた。

「……なに？」

「どうして君は戦ってきたんだ？」

「え……？」

　日ひ向な子こは思わず聞き返してしまった。

「意志のある者だけが剣を取るんだろう。この不利な状況で、なにが君に剣を取らせているんだ？　戦うのをやめようとは思わなかったのか？」

　答えを求めるように彼女は百視剣アルゴスガノンを見下ろした。戦器オニクスは彼女の手にしっくりと馴な染じんでいるような気がした。

「……戦う他に、なにも知らなかった」

　と、彼女は言った。

「それ以外に理由はなかった、と思う」

「今も他に戦う理由はないのかい？」

　日向子は答えに詰まった。壁かべ越ごしに拓也の声が急にはっきりと聞こえてきた。今は日向子から離れられない、と彼は言っているようだった。

「……よく、分からない」

　それは正直な答えではなかった。『戦う理由』と聞いて真っ先に浮かんだのが拓也の顔だった。しかし、彼を戦う理由だと認めてしまうのが彼女には怖かった。もし拓也がいなくなれば、戦う意志が途と切ぎれてしまうかもしれない。

　それに、礼れ菜なが戻れば拓也は本当に自分のそばからいなくなるのだから。

「そうか」

　亨きよう司じは椅い子すの上で大きく伸びをして、頭の後ろで両手を組んだ。

「じゃあ、お互いにそれで戦っていこう。はっきり口に出せないもののためにさ」

　彼の言葉に日向子は微笑した──その時、診しん察さつ室しつの話し声がやんだ。ばたばたと足音が近づいてきてドアが開く。

「あれ、亨司だ」

　と、拓也は言った。一瞬、日向子は彼から目を逸そらしそうになった。

「取り返してきたよ」

　亨きよう司じは日ひ向な子この百視剣アルゴスガノンを見ながら言った。拓たく也やが目を丸くする。

「取り返した……ってどうやって？」

　拓也が尋たずねると、亨司は顔をしかめた。

「君たちは二人とも同じことを訊きくんだな」

「お前はなにするか分からないから心配なんだよ」

「ひどい言い草だ」

　亨司は苦く笑しようした──不意に日向子は亨司を加えたこの三人が、一つのチームとして回り始めていることを意識した。拓也と日向子の二人だけの時とはまた違う、より強いチームとして。

「そういえば日向子、亨司にあのこと話したのか？」

　日向子は我に返った。

「あのこと……？」

「ほら、今け朝さの話だよ」

　日向子は思い出した──火か凛りんと水すい漣れんの「弱点」の話だ。

「なんの話だい？」

　亨司が身を乗り出してくる。

「火凛と水漣が襲おそってくるのをただ待つだけでは、いつまで経たってもこちらが不利だと思う」

　日向子は彼の目を見ながら言った。

「難しいかもしれないけど、あの二人を罠わなにかけたいの。協力してほしい」

　しばらくの間、亨司はなにか考えこむ風ふうだった。

「……なるほど。だったらちょうどいいかな」

　と言って、バッグからノートパソコンを取り出した。液えき晶しようの画面では地図ソフトらしきものが開かれている。この古こ滝たき市の北側の山の地図を表ひよう示じしていた。中央には赤い十字のアイコンがあり、数秒に一度市し境ざかいの上をなぞるようにゆっくりと移動していた。

「……なんだこれ？」

　拓也が亨司に尋たずねた。

「これが今いま水漣のいる場所だよ」

「えっ」

　日向子たちは同時に声を上げた。

「ぼくはＧＰＳの発信機を持って出かけた。万まんが一いち、ケガでもして動けなくなった時はその情報を元にぼくを捜してもらおうと思ってさ。でも、さっき連れん中ちゆうの隠かくれ家がに忍しのびこんだ時、たまたま水漣がそばにいたんだ。それで思い付いた……このまま水漣に発信機を仕掛ければ、二人のいる場所が把は握あく出来るって」

　亨きよう司じは日ひ向な子こたちに向かってにやっと笑いかけた。

「罠わなにかけるのも、これでだいぶやりやすくなるんじゃないか？」




　火か凛りんは水すい漣れんの手を引いて山の中を歩いている。行く手を遮さえぎる灌かん木ぼくを焼き払いたい衝しよう動どうを必死にこらえていた。もうすぐ明け方の時間だった。時々、木こ立だちの間から明るい三日月が覗のぞく。水漣は歩きながらその光景に見とれているらしい。

（畜ちく生しよう……畜生……）

　火凛は口の中でつぶやいた。根ね城じろにしていた廃はい墟きよは夜になる前に捨ててきた。自分たちの存在はすでに知られている。いつ特とく殊しゆ部隊が次の攻撃を仕掛けてくるか分からない。もっと多くの人数を投入してくるはずだ。

　そうなったら、今の水漣を守りきれる自信がない。今日も戦いにかまけているうちに、あの少年の侵しん入にゆうを許してしまった。

　今、火凛たちは古こ滝たき市の市し境ざかいを伝うように移動している。怪け我がを負った水漣の歩みが遅かったので、時間がかかってしまっていた。

（もう少しで水漣の傷が治る。そうなったら、あいつらともう一回……）

　そこまで考えて、火凛の背せ筋すじが震えた。篠しの宮みや拓たく也やだけではなく、彼を守る者──雪花鎧アルヌワ・ブランとあの眼鏡めがねの少年。三人全ぜん員いんが彼女には恐ろしかった。しかし、それは同時に強烈な殺意となって、彼女の背中を後押しもしていた。

（どうやって殺やろう）

　震えながら彼女は考える。本来なら人ひと質じちを取って脅おどすのが一番楽らくだ。しかし、今いま以上に騒ぎが大きくなる可能性が高い。結局、また特殊部隊を相手に戦わされるような事じ態たいは避けたかった。

　不意に視し界かいが開けて、彼女は立ち止まる。木立が途と切ぎれ、雑草の伸びきった野原が現れた。空には無数の星が瞬またたいているのが見える。笑顔で草をかき分けながら走っていく水漣を、火凛は黙って見送った。

（こちらが優ゆう位いに立つには敵に居い場所を悟さとられず、こちらだけが把は握あくしていること）

　今まではそれが可能だった。拓也たちの行動範はん囲いは限られていたし、こちらから捜して戦うのも簡単だったからだ。しかし、今は違う。自分たちの特とく徴ちようは他の人間たちにも知られているはずだし、昼間に町中を移動することも難しいはずだ。

「なにをしているのですか」

　背後からの声に、火凛は弾はじかれたように振り向いた。褐かつ色しよくの肌はだを持つ少女が銀ぎん髪ぱつをなびかせて立っていた。

「……レディ・バレットか」

　鼻を鳴らしながら火凛は言った──内ない心しんでは突然の登場に怯おびえていた。「監かん視し者」であるこの女が、なぜわざわざここに現れたのだろう。

「なにをしていようと、あたしたちの勝手だろう」

「あなた方には任務があるはずですが」

　取り澄すました冷たい目は、火か凛りんに恐怖とは別の感情をかき立てた。

「……水すい漣れんの怪け我がの回復を待ってたんだよ。今日にでも奴やつらにトドメを刺しにいくつもりだ」

　憮ぶ然ぜんとして火凛は答えた。

「そうですか」

　この女は空からすべて見ていたはずだ──昼間、戦器オニクスを奪い返されたことも知っているだろう。それにあえて触れないのも癪しやくに障さわった。

「こっちこそ、どうしてわざわざここに降りてきたんだ。今までずっと上にいたはずだろう」

　バレットは無言で佇たたずんでいるだけだった。正直なところ、火凛も答えが返ってくるとは期待していなかった──が。

「ここはイレーナ・ヴォルク様の『思い出の場所』だそうです」

　抑よく揚ようのない声でバレットは答えた。火凛は驚いて振り返る。返事の内容にではなく、彼女が質問に答えたことに対してだった。

「イレーナってのはルスランの妹だったな」

　篠しの宮みや拓たく也やと一緒に暮らし、自分がテリオンだということすら気付いていなかったと聞いた。ルスランはそのイレーナの保護を優先したために、アルカミレスたちを「討うち洩もらした」という話だった。

「思い出って、なんにもない場所じゃないか」

　あたりの野原を見回しながら火凛は言った。

「ここで人間に保護された、とおっしゃっていました」

「くっだらねーな。どこが大事なんだ、そんな記も憶ん」

　吐き捨てるように火凛は言った──しかし、彼女は昼間までいた廃はい墟きよからの眺ながめを思い出していた。あの場所をあえて隠かくれ家がに選んだのは、生まれ育った土地に似ていたからではなかったのか。この国に「鬼おに」の住む場所などないはずなのに。

「まったく人間くさい話だな……テリオンのくせにどうかしてるんじゃねーか」

　無理やり火凛は嘲ちよう笑しようを浮かべた──自分の弱い部分を他者に知られたくなかったからだ。しかし、バレットは静かにうなずいた。

「そうですね。どうかしています……理解出来ません」

　あっさりと彼女は認めた。火凛の唇から笑みが消える。

「……ですが、それも含めてわたくしのお仕えする方です。ここへ来れば、なにか理解出来るかもしれないと思いました」

　火凛は唇をかんだ。人間の生活に染まりすぎた主あるじを「理解」しようとする──その律りち儀ぎさがこの女の特とく徴ちようなのだ。ほとんど面めん識しきのない火凛の質問に答えたのも、そういう性格の故ゆえだろう。答える必要などないはずなのに。

「なあ、レディ・バレット」

　と、火か凛りんは言う。「レディ」の称号をつけることに違い和わ感かんはなくなっていた。バレットは無言で火凛の顔を見返す。

「アルカミレスたちを始し末まつしたいんだが、他の人間どもの邪じや魔まが入りにくい場所はないか？　あいつらの立ち寄る場所の中に」

「……なぜ、わたくしにお訊ききになるのですか？」

「思いの外、他の人間どもに捕ほ捉そくされるのが早くて困ってる。あんたからの情報が欲しいんだ」

　バレットは表情一つ変えずに立っていた。隼はやぶさの双そう眸ぼうが鈍い光を放っている。火凛の鼓こ動どうが速くなった。この数十年、水すい漣れん以外の者に「困っている」などと口にした記き憶おくはない。

　やがて、バレットは静かに言った。

「数時間前まえ、アルカミレスたちはここから一キロほど西にあるマンションに移動しました……まったくの無む人じんの建物です」

　火凛は眉まゆをひそめた。おそらく、他の人間を巻きこまないための配はい慮りよだろう。そこで自分たちを待ち構えているに違いない。なにか仕掛けてくるつもりかもしれないが、邪魔の入らない場所で戦えるのは彼女たちにとっても好こう都つ合ごうだった。

（そこで決戦だな）

　と、火凛は決意した。

「もうすぐ夜が明けます。攻撃は次の夜を待つべきだと思いますが」

　バレットは火凛の考えを察したらしかった。

「……そうするよ」

　と、火凛は言った。

「水漣、そこで止まれ」

　傷の具合を一いち応おう確認するつもりで、火凛は水漣の方へ歩き出した。相手がどんな罠わなを張っていようが、戦器オニクスで戦うことに変わりはない。むしろ、その姑こ息そくな罠ごとひねり潰つぶしてやろうと彼女は心に誓ちかった。

「ありがとう、レディ……」

　振り向きながら火凛は礼を言い掛ける。しかし、もうそこに彼女の姿はなく、見上げた三日月の中に黒い鳥ちよう影えいが見えるばかりだった。
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　古こ滝たき市の山側には、東とう堂どう剛たけ広ひろの建築会社によって施せ工こうされたマンションが多く建っている。かつて古滝が東京からの避ひ暑しよ地ちだった時代は、温泉旅館やホテルが立ち並ぶ温泉街だったらしい。東とう堂どう剛たけ広ひろは時代の変化で廃すたれたこの一帯を再開発することで、「テリオンの来ない安全な住宅地」として一度は復活させた。

　この区域でも最も人ひと気けのない東とう端たんに位置しているのが、十五階建ての「ウィングツイン古滝東」だった。この土地にももともとは老舗しにせの温泉旅館があったという話だった。「ツイン」という名前が示すように、エントランス部分を中心にして、その左右にまったく同じ二つの棟むねが建っている。

　他のマンションと同じく多くの入居者が見込まれていたが、内ない装そう工事までほとんど終わったところでオフリス・ペインキラーの事件が起こり、販売は中止になって今に至っている。

　拓たく也やと日ひ向な子こはそのマンションの東ひがし棟とうの屋上にいる。二人はエレベーター前の空間にうずくまっていた。左腕の骨こつ折せつ以外は健康体の拓也はともかく、日向子は先ほどから膝ひざを抱えたまま顔を伏せている。平へい熱ねつ近くまで体温は下がっているものの、完全には回復していないようだった。

　不意に拓也の携帯が鳴る。体を休めている日向子を横よこ目めで見ながら立ち上がり、ガラスのドアを開けて外へ出た。太陽は隣となりの西にし棟とうの向こうに沈みかけている。

　画面を確認すると、かけてきたのは亨きよう司じだった。

『……そろそろ始めてもいい頃だと思うけど、そっちはどうかな』

「こっちも準備は出来てる」

　エレベーターの方を振り返りながら拓也は言った。拓也たちは屋上での「作業」を終えたところだった。

　時間は午後六時。そろそろ「作戦」を開始する時間だ。

「火か凛りんたちはまだ山にいるんだよな？」

『ああ。発信機はさっきから動いていない……夜まで待つつもりなんだろうね』

　火凛と水すい漣れんが今いる場所は、偶然にも八年前に拓也と礼れ菜なが和かず男おに保護された山の中らしい。これから拓也はそこへ移動して、火凛たちをこのマンションまで誘ゆう導どうしてくるつもりだった。

「ここには誰も入りこんでないんだよな？」

『さっきから監かん視しカメラでチェックしてる。今、ぼくたち以外には誰もいない』

　亨司はこのマンションの警けい備び室しつにいる。もともとこのマンションには敷しき地ち内に何者かが侵しん入にゆうした場合に備えて、防犯カメラが各所に設置されている。それをそのまま流用しているらしい。

『西棟のそばのカメラが一台作さ動どうしてないみたいだから、一応様よう子すを見に行くつもりだ。今はまだいいけど、戦いが始まってから誰かに入られるとまずいだろうから』

　一時間も経たてば、ここは戦場になってしまうはずだ。なるべく一般人を近づかせないようにしてほしいと拓也は亨司に頼んでいた。

「……そっか、分かった。じゃあ、俺は今から下に降りる」

　通話を終えると、拓たく也やはエレベーターホールの方へ戻っていった。日ひ向な子こは顔を上げて拓也を待っている。拓也はガラスのドアを開けた。

「……時間？」

　と、日向子は尋たずねる。拓也は首を振った。

「わたしも一緒に行ければいいんだけど」

　日向子は拓也のギプスを見ている。自分一人を行かせるのが心苦しいらしい。

「ここへ来るまでは奴やつらの餌えさになるだけなんだから、二人はいらないだろ」

　拓也はイグニス・アウルムを手に取りながら言った。二人で行った方が安全だが、万ばん全ぜんの体調ではない日向子を戦いまで温おん存ぞんしておくことにしたのだった。

「ちゃんと奴らをここに連れてくるよ」

　彼はエレベーターの隣となりにある非常階かい段だんの扉を開けた──今、エレベーターは停まっているので、歩いて下まで行かなければならない。拓也は駆け足で階段を降りていった。

「拓也！」

　最初の踊り場で振り向くと、日向子が不安げな表情で階段の上に立っていた。

「気を付けて」

「分かってる」

　そう答えながら、かすかに拓也は嫌な予感がした。会えないうちになにかが起こりそうな気がする。後ろ髪を引かれる思いで、拓也は再び階段を駆け下り始めた。

　日向子にあんな顔をさせてはいけないんだ、と拓也は思った。日向子がいちいち心配しなくてもいいようになりたかった。そのためにはもっと力が必要なのだ──。

　八階まで来た時、拓也の携帯の着メロが鳴った。狭い空間の中でびっくりするほど音が反はん響きようする。かけてきたのは亨きよう司じだった。

「悪い。まだ八階にいる」

　と、拓也は通話ボタンを押してすぐに言った。

「今行くからもうちょっと待って……」

『違う。そうじゃない』

　珍しく亨司の声はせっぱ詰まっている。拓也の顔が引き締まった。

『今、監かん視しカメラを見に来ているんだ』

「それがどうかしたのか？」

　そういえばさっきそんなことを言っていた気がする。隣の西にし棟とうの近くにある監視カメラだとか。

『壊れてるんだ……それも、凍りついてる』

　拓也はぎくっと足を止めた。思わず日向子がいるはずの頭上を見上げた。

『そばにあった非常口のドアの鍵かぎも壊されて……』

（まずい）

　拓たく也やは最後まで聞かずに電話を切り、不自由な左手を操あやつりながら大剣クレイモアを抜いた。鞘さやは階段の下に投げ捨てる。

（もう奴やつらはこのマンションに入りこんでる）

　彼は全ぜん速力で階段を駆け上がり始めた。




　エレベーターホールにうずくまっていた日ひ向な子こは顔を上げる。どこからか見られている気配がした。むろん、ホールの中にいるのは彼女一人で、屋上へのドアの外にも人の姿はない。

（気のせい……？）

　認めたくなかったが、少し心こころ細ぼそいのかもしれない。一人で行かせた拓也を心配だと思っていたが、同時にそれは取り残された自分が心細いということのような気もする。

「……しっかりしろ」

　きっとこれも体調が万ばん全ぜんではないせいだ。彼女は百視剣アルゴスガノンを手に立ち上がった。

　後から考えれば、そのちょっとした動作が生死の明めい暗あんを分けた。

　日向子はもう一つの棟むねの屋上に、さっきまでいなかったはずの二つの人ひと影かげに気付く。

　一つは赤、一つは青。

　かろうじて風ふう貌ぼうに少女の面おも影かげを残しているが、肌はだの色や手足は完全に「鬼おに」のそれだった。

　赤い「鬼」の少女が黒い銃を構えていた。日向子は反射的に戦器オニクスを抜いてつぶやいた。

「反転リトウルネ」

　次の瞬間、隣となりの棟から放射された「熱」の塊かたまりがフェンスを破壊し、エレベーターホールのガラスのドアを蒸発させて彼女へと迫った。すでに雪花鎧アルヌワ・ブランと化していた日向子は横おう転てんしてその熱を避ける。外殻クラスタを身につけていない部分が熱に煽あおられて焼けるようだった。ホールの壁に激げき突とつした彼女は、液えき化かしたガラスの細かな破片を浴びながら立ち上がる。

　火か凛りんと水すい漣れんは隣の棟の屋上から、ひらりとこちらの棟へと飛び移ってきた。その跳ちよう躍やく力に彼女は目を瞠みはった。

「水漣、こいつだよ」

　火凛は日向子を指さした。

「こいつがお前を傷つけたんだ……あんなひどい怪け我がを」

　しかし、その水漣の目のあたりにはもう傷はどこにもない。完全に再生していた。

「あの眼鏡めがねヤローもずいぶんと姑こ息そくなマネをしてくれるじゃないか……水漣に発信機を仕込むなんてな。でも、逆さか手てに取ってやったよ」

　火凛は水漣の鎖くさりを握りしめながら笑った。その途と端たん、水漣たちの周囲で、屋上に敷き詰められたタイルが凍とう結けつしはじめる。

「発信機だけあっちに置いてきたんだ。あたしたちがここに来るとは思わなかっただろう？」

　彼女の言葉は戦器オニクスに「熱」を充じゆう塡てんするための時間稼かせぎ──日ひ向な子こはそう確信していた。今までもずっとそうだったのだ。

（拓たく也やはすぐに戻ってくる。持ちこたえるんだ）

　後退すれば勝しよう機きを失う。彼女は地面を蹴けって火か凛りんと水すい漣れんの方へ走り出した。火凛の頰ほおがぴくりとひきつった。長ちよう銃じゆうが再び日向子に向けられた。しかし、銃じゆう身しんについている球きゆう状じようの突とつ起きはほとんど震えていなかった。

「熱」はまだ完全に充塡されていない──しかし、火凛の目がぎらりと光ったのを日向子は見逃さなかった。それでも撃うつつもりなのだ。日向子は火凛たちからほんの数歩手て前まえで彼女は立ち止まる。

「加速ヴイテ」

　日向子は口の中でそう唱える。五ご感かんが加速し、時間の流れが減げん速そくする。彼女は火凛の戦器オニクスに目を凝こらす──引き延ばされた時間の中で、日向子は銃身の先せん端たんが弁べんのようなもので塞ふさがれていることに気付いた。火凛が引き金を絞しぼり始めた瞬間、その弁がゆっくりと開いていく。高熱のせいでどろりと視し界かいが歪ゆがみ、火凛たちの姿がゆがんだ。

（そうだったんだ）

　横に飛びずさりながら彼女は考える──この「銃」の仕組みがなんとなく吞み込めた。と、その時、唐とう突とつに日向子の能力が解けた。目眩めまいを覚えながら凍りついた地面に膝ひざをつく。「加速ヴイテ」は彼女の肉体に負ふ荷かをかける。体調が万ばん全ぜんでなければ使ってはならない能力だった。

　彼女の腕のすぐそばを「熱」が通りすぎていった。充塡が不十分だったせいか、さっきよりも明らかに放射される「熱」の量が少ない。日向子は命いのち拾びろいしたと思った。もし完全に充塡出来ていれば、避けきれずに「熱」の直ちよく撃げきを受けていたはずだ。

　彼女の体をかすめた「熱」は、一発目とほとんど同じ軌き道どうでエレベーターホールを襲おそい、かろうじて無事だったエレベーターの鉄の扉を溶よう解かいさせた。高熱を浴びたホールの壁や天井の建材が燃え始めていた。

「日向子！」

　その時、炎ほのおの向こうからイグニス・アウルムを握りしめた拓也が姿を現した。
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「ああ、お前も来たのか」

　火凛は拓也に向かって言った。今は恐怖よりもこの二人が明らかに実力を発はつ揮き出来そうもないという喜びの方が先に立っている。雪花鎧アルヌワ・ブランは明らかにまだ半はん病人で、拓也に至っては左腕が折れたままだ。人間は「鬼おに」と違ってそう簡単に回復しない。

「片手であたしたちと戦うつもりか？」

　と、火か凛りんはあざけった。戦器オニクスは「熱」の充じゆう塡てんを始めていた。拓たく也やは無言でエレベーターホールから外に足を踏み出した。走ってきたのか肩で息をしている。

　彼は右手に持った大剣クレイモアの柄つかで、左腕のギプスを唐とう突とつに割った。二つに分かれたギプスが彼の足下にぽとりと落ちた。火凛は戸と惑まどいながら拓也の紫むらさき色に腫はれ上がった腕を見つめた。

「わたしたちの外殻クラスタは外側から肉体を守り強化する……骨折なんか関係ない」

　膝ひざをついたままで日ひ向な子こがつぶやく。拓也は息を整えながらはっきりと言った。




「……反転リトウルネ」




　篠しの宮みや拓也が赤い外殻クラスタに包まれた瞬間、日向子が動いた。地面すれすれの低い姿勢を保ったまま火凛に突進し、火凛の戦器オニクスの下から短剣を跳ね上げる。火凛は一歩下がってその剣を受け止めたが、水すい漣れんの鎖くさりから手を放していた。

（しまった）

　火凛は舌した打うちをする。日向子の後ろで赤いアルカミレスが水漣に斬きりかかっていた。

「水漣！　身を守れ！」

　日向子の次の攻撃を避けながら火凛は叫ぶ。その言葉を合図に水漣は動き出し、拓也の斬ざん撃げきをすり抜けるようにかわした。しかし次の瞬間、拓也は水漣のコートの襟えりを摑つかんでいた。

（……え？）

　水漣は火凛のいる場所とは反対方向に放り投げられた。彼女の体は凍りついた地面をくるくると回りながら滑っていく。拓也は猛もう然ぜんとその後を追いかけていった。

「水漣！」

　日向子の攻撃を避けながら、火凛は悲鳴に近い声を上げた。




「水漣！」

　片かた割われの悲鳴を水漣は他ひ人と事ごとのように聞いていた。彼女の体がようやく止まったのはエレベーターホールの中だった。ふらりと立ち上がった彼女はさらに赤いアルカミレスの体当たりを受ける。水漣の青い体とアルカミレスの赤い体は絡み合ったまま壊れた扉からエレベーターの中に飛びこんだ。

「身を守る」という指示に従って、水漣は床に転がったまま相手の腹を両足で蹴けって跳ね飛ばす。アルカミレスは操作盤ばんのそばの壁に激げき突とつした。衝しよう撃げきでエレベーターの箱はこ全体がぐらぐら揺れる。

　アルカミレスは倒れなかったが、水漣を攻撃しようとはしなかった。その代わり垂直に飛んで金色の戦器オニクスで天井を大きく切り裂いた。どうやらエレベーターの箱とワイヤーを繫つなぐ接せつ続ぞく部分を破壊したらしい。彼がエレベーター内の床に着地した瞬間、切り離されたエレベーターの箱が一気に降下し始めた。




「水すい漣れん！　水漣！　水漣！」

　片かた割われの姿が見えなくなった途と端たん、火か凛りんは大声で叫んだ。隙すきを狙って日ひ向な子こは斬きりかかるつもりだったが、火凛は戦器オニクスを用心深く構えたままだった。彼女の目はやがてゆっくりと細くなり、狡こう猾かつな光を放ち始めた。

「そうか」

　しゃがれた声で彼女は言った。

「お前ら、最初からそのつもりだったんだな。あたしと水漣を引き離すつもりだったんだろう」

　日向子は沈ちん黙もくを守った──戦いに我を忘れるテリオンは珍しくない。それは戦器オニクスを手にした彼らの本能だからだ。しかし、この火凛のように感情的な物言いをしながら、同時に冷静な状況判はん断だんも可能なテリオンは初めて見た。

「……ということは、あたしたちの戦器オニクスの仕組みにも気が付いてるってわけだな。あたしの戦器オニクスでは『熱』を集められないって」

　はるか地下の方からかすかに物音が響ひびいてきた。あのエレベーターは一番下の駐ちゆう車しや場じようの階まで落ちていったはずだ。おそらく、そこで拓たく也やが水漣と戦っている。

「お前、それであたしの戦力を殺そいだつもりか」

　突然、火凛が動いた。今までとは全く違う素早い身のこなしで日向子に迫り、鈍どん器きのように銃の戦器オニクスを振る。日向子は百視剣アルゴスガノンで受け流すのがやっとだった。弾はじき飛ばされた彼女はフェンスに激げき突とつする。膝ひざを突きかけた彼女の頭上に戦器オニクスが振り下ろされる。日向子は横っ飛びに攻撃を避け、相手から大きく距離を取った。

「いつも水漣を気にして戦っていることが、あたしの足かせになっていると思わなかったのか？」

　火凛はじりっと間合いを詰めてくる。日向子は一歩後ろに下がった。緊きん張ちようのせいか早くも息が切れ始めていた──単純に接近戦せんならこちらの方が有利だと思いこんでいた。しかし。どうやらこの相手に剣で挑いどむのは容易ではなさそうだった。

「第一、あたしが一人の時に戦器オニクスを使えないってのも間違いだ」

　火凛は屋上を横切っていった。その先にはいつの間にか赤いプラスチックのケースらしきものが置いてある。おそらく、火凛たちがこちらに飛び移った時に持ってきたものだろう。

「確かにあたしは自分で熱を集めることが出来ない……」

　開いたケースの中から出てきたのは真っ赤な分厚いコートだった。水漣が着ているものと色違いで、なぜか洗ったばかりのように水のようなものが滴したたっている。火凛は特に気にする様よう子すもなく、コートに袖そでを通した。

（この臭におい）

　日ひ向な子こは軽く鼻を押さえた。そのコートからは異い臭しゆうが漂っている。揮き発はつ性の強い油──ガソリンのような。火か凛りんはポケットからライターを取り出した。

「だったら、自分が熱源になればいいんだ」

　火凛はライターに火を点つける。途と端たんにその体は激しい炎ほのおに包まれた──しかし、その体は火傷やけど一つ負っていない。立ちのぼる火ひ柱ばしらの中で火凛はにやりと笑いかけてきた。

「……さあ、戦おうか」

　と、彼女は言った。




　エレベーターは軋きしみを上げながら地下一階まで落ちていった。本来、エレベーターにはワイヤーが切れた場合に備えて非常停てい止し装置がついている。しかし、拓たく也やたちは地下まで一気に落下するようその装置に細さい工くを施ほどこしてあった。

　一番下の階まで落ちたスチールの箱は、衝しよう撃げきを和らげるバネによって受け止められた。地じ響ひびきを立ててエレベーターは停止する。

（痛っ）

　振動がもろに左腕に響ひびき、外殻クラスタの下で拓也は顔をしかめる。確かにこの鎧よろいは折れた腕を固定してくれるが、痛みを和らげてくれるわけではないらしい。

　扉が開くと、そこは居住者用ようの駐ちゆう車しやスペースだった。打ちっぱなしのコンクリートの柱と壁だけの殺さつ風ぷう景けいな空間だった。水すい漣れんは途端にエレベーターから飛び出していった。ぐるりとあたりを見回して、非常階かい段だんへ向かって走り出そうとする。おそらく火凛のいる屋上へ戻るつもりなのだろう。

「待て！」

　拓也は彼女の前に立ちふさがり、イグニス・アウルムを構えた。

「上には行かせない」

　今、上では日向子が火凛と戦っているはずだ。自分はここで水漣を食い止めなければならない。

　水漣は立ち止まり、まじまじと拓也を見る。彼女の顔つきが微び妙みように変わっていた。さっきまで水漣はただ機械的に火凛の指示を実行するだけだった──今、初めて拓也を「顔のある敵」として認識したような気がした。

　しゃりん。

　水漣の右の袖そで口ぐちから黒い鎖くさりが音を立てながら溢あふれ、コンクリートの上に広がった。彼女が腕を空中で一振りすると、何本もの黒い鎖がよじり合って一本になり、黒い剣のような形状で固まった。

（これも「凍とう結けつ」か）

　その「剣」からも冷気が流れている。どうやら表面を覆おおっている氷が鎖と鎖をつなげているらしい。

　突然、火か凛りんは一気に間合いを詰めて、拓たく也やに向かって黒い「剣」を振り回す。拓也はイグニス・アウルムで弾はじき返すつもりだった──が、弾かれたのは拓也の方だった。

　彼の体は大きく飛ばされて床面に転がった。顔を上げると水すい漣れんはなにごともなかったかのように立っている。

（……打ち負けた）

　水漣の鎖くさりには傷もついていないらしい。自分の刃やいばを見下ろした拓也は息を吞んだ。白い氷が水漣の鎖と打ち合った部分を鞘さやのようにくるんでいる。これでは相手を斬きることは出来ない。

　ふと、拓也は自分の左腕と左足に黒い鎖が巻きついていることに気付いた。水漣の「剣」とは反対側の袖そでから伸びている鎖だった。すでに巻きついている部分の凍結が始まっていた。

（俺とまともに戦うつもりなんかない）

　拓也は卒そつ然ぜんと悟さとった。

（ただ、俺を凍らせるつもりなんだ）

　左の肘ひじと左の手首の関かん節せつが固まりかけてうまく動かない。片かた膝ひざをついた姿勢のまま、拓也は立ち上がろうともがいた。水漣が拓也に向かって跳ちよう躍やくする。右手の黒い「剣」を大きく振りかぶっている。この一いち撃げきを食らったら間違いなく全身が動かなくなる。

　どくん、と拓也の心臓が大きく震えた。

（俺がやられたら、日ひ向な子こが危ない）

　しかし、逃げることは出来ない。体が動かないのだ。逃れようとしても無む駄だだ。

　ふと、水漣と自分を繫つないでいる黒い鎖が目に入った──逃げられないのであれば。

「逃げない！」

　拓也は左腕に絡みついた鎖をぐいと力一いつ杯ぱい引いた。すでに空中にあった水漣の体が一気に加速する。拓也は右腕だけでイグニス・アウルムを摑つかむと、彼女に向かってまっすぐに突きを繰り出した。

　予期しない加速で姿勢を崩していた水漣は反応が遅れた。氷からわずかに露ろ出しゆつした大剣クレイモアの切きっ先さきが水漣のコートの肩にぐさりと突き刺さった。

　悲鳴も上げずに水漣は倒れる。

　水漣の黒い鎖をほどきながら、拓也は立ち上がった。水漣が完全に気き絶ぜつしていることを確かめてから天井を見上げる。

「……日向子」

　と、拓也はつぶやいた──日向子はどうなっただろう。
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「どうした、元気がないじゃないか」

　と、火か凛りんが言った。日ひ向な子こは焼け焦こげたタイルに膝ひざをついている。もはや顔を上げる気力もないらしい。外殻クラスタに包まれた肩は大きく上下していた。

（そろそろ、トドメを刺すか）

　屋上の様よう相そうは先ほどと一変している。フェンスもエレベーターホールも破壊され、あるいは溶よう解かいしてまるで爆ばく撃げきを受けた跡のようだった。あちこちで炎ほのおや黒こく煙えんが上がっている。

　未だに火凛の体はゆらめく炎に包まれたままだ。体内に熱が流れこむと、全身にぞくぞくと甘い戦せん慄りつが走る。再び火凛は雪花鎧アルヌワ・ブランに向けて引き金を引いた。どっと「熱」の塊かたまりが日向子に向かって噴ふき出した。日向子は「熱」が達する直前にようやくごろりと横おう転てんし、危ういところで命を拾う。反応は目に見えて鈍くなっていた。

　日向子はひたすら火凛の攻撃を避け続けるだけだった。

　彼女の外殻クラスタはところどころで溶けかけて、生なま身みの部分にも何なん個所か軽い火傷やけどを負っている。今まで「熱」の直ちよく撃げきを受けなかったのはほとんど奇き跡せきに近い──しかし、それも終わりに近づいていた。

　転がった日向子は肘ひじをついたまま、かすかに目を上げる。自分がどこにいるのか察したらしい。火凛は日向子を屋上の角に追い詰めていた。

「お前の死に場所だな、雪花鎧アルヌワ・ブラン」

　火凛の体を通じて、戦器オニクスへと「熱」が注そそぎ込まれていく。今度は限界まで「熱」を充じゆう塡てんするつもりだった。次の放射から日向子は逃げられない。

　炎と一体化してから、火凛は持ち前の恐怖を忘れていた。そのせいで普段よりも心に余よ裕ゆうが生まれている。まるで犬のように両肘ひじと両膝ひざをつき、ぼろぼろに疲れきった日向子を眺ながめているうちに、かすかな哀あわれみの情じようを覚えた。

「水すい漣れんを傷つけなければ、お前を殺さなくても良かったんだぞ」

　そう言いながら、火凛は水漣のことを思った。彼女には「身を守れ」と指示を出した。あの血刃の王ロワ・デ・ルジエが水漣を放っておくとも思えない。今いま頃ごろは水漣と戦って始し末まつされているはずだ。

「……お前たちはあたしと水漣がちゃんと食ってやるよ」

　と、火凛は言った。狩った後にどうするか、獲え物ものに説明する義ぎ理りはない。火凛が珍しく水漣以外の他者に示した「優しさ」だった。

「あの篠しの宮みや拓たく也やは水漣が食う。お前はあたしだ」

　ふと、彼女はレディ・バレットとの会話を思い出した。

「そういえば、あの篠宮拓也はイレーナ・ヴォルクと一緒に住んでいたんだったな」

　イレーナ、という名前が出た途と端たん、日向子はぴくりと肩を震わせた。火凛はそれに構わず話し続ける。

「あの男の生なま首くびはレディ・バレットに持たせてやろう。それでイレーナに届けてもらう」

　明るい声で火凛は言った。バレットには世せ話わになったので、その程度の「土産みやげ」を渡しても構わないだろう。彼女は自分たちが初めて「食った」人間のことを思い返していた。あれはまだ集落の中にいた頃。相手は兄妹のように一緒に育った人間だった。見知った人間の肉は他の人間とは一ひと味あじ違っているものだ。人じん狼ろうも人を襲おそうと聞いているから、きっとイレーナもそうだろう。

　火か凛りんは独り言のように付け加えた。

「イレーナ・ヴォルクは篠しの宮みや拓たく也やの生なま首くびを食うかな……」

　ゆらり、と日ひ向な子こが立ち上がる。まだ彼女が立てると思っていなかった火凛は驚いた。日向子はゆっくりと顔を上げる。

　二つの目は、凍えるような冷たい怒りに満ちていた。

　火凛の心に忘れていた恐怖が蘇よみがえった。戦器オニクスを確認すると、もう十分に「熱」は溜たまっている。

「……お前のその戦器オニクスは」

　聞き取りにくい小さな声で日向子は言った。

「その銃じゆう身しんの丸い突とつ起きに秘密がある……その中に入っている空気を熱で温めて圧あつ縮しゆくし、超ちよう高熱のガスとして放射している……そうでしょう？」

　日向子は短剣を右手から左手に持ち替えて構える。そして、外殻クラスタによって守られている左半身を銃じゆう口こうに向けた。

「……それがどうした？」

　火凛は無理に嘲ちよう笑しようした。胸の中にぬぐいようのない不安が広がっている。

「お前が避けられないことに変わりはない。お前はここで死ぬ……」

「避けられないかどうか、撃うってみればいい」

　日向子はぴしりと言い放つ。火凛は思わず唾つばを吞みこんだ。

「……死ぬのはお前の方」

　そのためらいのない口く調ちようが、火凛の心に恐怖を凌りよう駕がする怒りをかき立てた。

「じゃあ、どっちが死ぬか試してやるよ！」

　火凛はすかさず引き金を引いた。ほとばしる超高熱のガスが日向子に襲おそいかかる。彼女は一歩も動かずにその高熱に吞みこまれていく──火凛は歓かん喜きの雄叫おたけびを上げた。

「バカが！　死ん……」

　突然、熱気の壁を突き破るように白い影が飛んできた。

（雪花鎧アルヌワ・ブラン……）

　左半身の外殻クラスタはぼろぼろに溶け、手足にはほとんど残っていない。しかし、彼女は火凛の戦器オニクスの上に着地し、斬ざん撃げきの姿勢を取った。

「うわああああ！」

　心からの悲鳴を上げ、火凛は自分の戦器オニクスから手を放した。そのまま向きを変えようとする彼女を、日ひ向な子こは斜めに斬きり下ろした。激げき痛つうとともに火か凛りんはタイルの上に崩れ落ちた。まだ火の点ついている体から、血が流れ落ちては蒸発していく。あたりに焦こげた血の臭においがたちこめた。

「お前……どうやって……」

　火凛は陽かげ炎ろうの向こうを見上げた。壊れかけ、溶けかけた外殻クラスタを身にまとった日向子が、冷たい目で火凛を見下ろしている。この女は真っ正面から超ちよう高熱のガスを浴びたはずだ。完全な外殻クラスタを持つ篠しの宮みや拓たく也やはともかく、彼女に受け切れないはずだ。

「どんなに高熱でも、お前の戦器オニクスから放射されるのは、空気」

　日向子は自分の戦器オニクスを火凛に晒さらした。

「だから、切り裂いて隙すき間まを作った」

「……噓うそだろ……」

　火凛の舌がもつれる。そのような斬ざん撃げきには完かん璧ぺきなスピードとタイミングが必要なはずだ。あの状況でそれが出来るとはとても信じられない。この女がなんらかの特とく殊しゆ能力を持っているとしても、よほどの集中力がなければ──。

「火凛」

　奇き妙みように遠くから日向子の声が降ってきた。

「拓也を傷つけようとする者を、わたしは許さない」

　その言葉は火凛の耳には届いていない。彼女はすでに意識を失っていた。
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「……どうしてあの連れん中ちゆうにとどめを刺さないんだ？」

　と、亨きよう司じは拓たく也やに言った。彼らは地下の駐ちゆう車しや場じようの隅すみに立ったまま小声で話している。

　駐車場の真ん中には赤と青の服を着た少女たちが倒れている。二人とも後ろ手にワイヤーで縛しばられたまままま意識を失っていた。戦器オニクスから離れ、人間と同じ容よう姿しを取り戻した今は、ごく普通の少女にしか見えなかった。

「別に無理に殺さなくてもいいだろ」

　拓也は折れた腕を押さえながら顔をしかめた。テリオンだからといって、無む闇やみに「殺す」ことは考えたくない。そうすれば際さい限げんがなくなってしまう気がした。

「戦器オニクスだって取り上げたんだし。あいつらはもう反転出来ない」

　すぐそばで日ひ向な子こが地面にしゃがんで、銃と鎖くさりの戦器オニクスを手に持ってなにか熱心に調べていた。

　亨司の表情が険しいものに変わった。

「……あの連中に同情しているつもりか？」

　珍しく感情を露あらわにした声に拓也は戸と惑まどった。

「戦器オニクスを奪われたテリオンがおとなしくなると思うのか？　あの二人がクランテリオンに戻っても、別の戦器オニクスを与えられてまた襲おそってくるだけだ。あるいは君を討うち洩もらした罪で処しよ刑けいされるかもしれない。なんにせよ、今ここで決着を付けてやった方がいい……これは戦いなんだよ、拓也」

　拓也はなにも言えなくなった。亨司の言っていることは正しい。しかし、本当にそれでいいのかとも思う──ふと、拓也は日向子を見下ろした。彼女はどう思っているのだろう。

「……どうするにしても、まずは情報を引き出すべきだと思う」

　彼女は拓也を見上げて言った。

「例えば、人ひと質じちがどこにいるか、といったような」

　拓也ははっと息を吞んだ──礼れ菜ながどこに捕らえられているか、知っているかもしれない。

「情報ならいくらでも話す！」

　突然、駐車場に叫び声が響ひびき渡った。三人が振り向くと、火凛が目を覚ましていた。




「……あたしの知っていることはなんでも話す……だから、水すい漣れんの命だけは助けてくれ」

　火凛は荒い息をしながら日向子たちに言った。彼女は縛られたまま上半身を起こし、柱に背中を預けている。それを囲むように日向子たちは立っていた。

「礼菜はどこにいる！」

　拓也は大声で叫んだ。自分を抑えかねているようだった。

「知ってるなら言えよ！」

　その真剣な響きに日向子は胸を衝つかれた。礼菜のことになると、彼の態度は普段と違って見えた。

「イレーナ・ヴォルクは『城カストラ』にいるはずだ。そこに捕らえられてる」

「元気なのか？」

「……体調には問題がない、という話なら聞いてる」

　火か凛りんは慎しん重ちように答える。拓たく也やはほっと安あん堵どの息を洩もらした。

「……城カストラはどこにあるの？」

　思わず日ひ向な子こは聞き返した。そのような施設の名を今まで聞いたことがない。

「お前たちが知らなくても無理はない。末まつ端たんのテリオンにも場所は教えられていない……あたしたちのような受じゆ刑けい者はなおさらだ」

「受刑者……」

　と、拓也はつぶやく。火凛は自じ嘲ちよう気味に笑った。

「知らなかったのか？　あたしたちはこの五年間、ずっと暗くら闇やみに閉じこめられてきた。『災さい厄やくの地』の地下にはテリオンの受刑者を収容する牢ろう獄ごく……墓所カタコンベがある。そこへ行ってみろ。なにかの手がかりがあるはずだから」

「その墓所カタコンベの正確な場所は？」

　日向子は火凛に尋たずねる。

「目印がないから詳しくは分からない……ただ、もともと新しん宿じゆく御ぎよ苑えんの地下だったと聞いている。『災厄の地』の中でも東側だ……って、本当に水すい漣れんを助けてくれるんだろうな？」

　打てば響ひびくように火凛は答える。とても噓うそをついているようには見えなかった。自分の片かた割われを守ろうと必死になっているらしい。

「他に知っていることは……？」

「後は……」

　その時、火凛のそばで水漣が身じろぎした。彼女は弱々しく目を開けて周囲を見回した。火凛は縛しばられたまま振り返り、水漣と目を合わせた。

「おい、その先は？」

　と、拓也が焦じれて言った。しかし、火凛と水漣は見つめ合ったまま同時に笑った──ぞっとするほどそっくりの表情だった。

「……もういい」

　火凛は笑顔で言った。

「水漣が起きるまでの時間稼かせぎが出来た」

　日向子の背せ筋すじがこわばった。不ふ吉きつな予感がする。このテリオンはまだなにかたくらんでいる。

「……日向子」

　亨きよう司じが軽く合図を送ってくる。今すぐに殺した方がいい、と言っているようだった。しかし、その時には火凛は口を開いていた。

「お前たち、あたしが水すい漣れんを操あやつっていたと思っているだろう！」

　火か凛りんが地下全ぜん体たいに響ひびき渡る大声で叫んだ。日ひ向な子こははっと駐ちゆう車しや場じようの隅すみを振り返る。まだ、火凛たちの戦器オニクスを置いたままだ──。

「バカが！　あたしが姉あね貴きを抑えてたんだよ！　無む闇やみに人間やテリオンを殺さないようにな！」

（姉？）

　漠ばく然ぜんと火凛が姉だと思っていた日向子は驚いた。どちらが姉でどちらが妹か、今まで一度も火凛が口にしていなかったことに気付いた。

「水漣！　もういい、自分の意志を取り戻せ！」

　その瞬間、水漣を縛しばっていたワイヤーがぷちりと弾はじけ、その場から彼女の姿が消えた。
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　拓たく也やたちは置きっぱなしの火凛たちの戦器オニクスの方へ戻りかける。しかし、既すでに水漣が駐車場の隅に立って、銃と鎖くさりを手にしていた。

　水漣の姿すがた形かたちは今までとまったく変わりがない。しかし、拓也は彼女の方へ安易に近づく気になれなかった。人形のようだった両りよう眼めにははっきりと意思が宿っている。近づくと危険だ、と彼の本能が告げていた。

「……この戦器オニクス、は」

　澄すんだ声で水漣は言った。

「もともと、一つの戦器オニクス。頭と尻尾しつぽ……始テまスりタと終コわーりダ……わたし、は、水漣・テスタコーダ」

（戦器オニクスの名前だったのか）

　初めて出会った時、火凛と水漣が「テスタ」と「コーダ」という単語を口にしていた。ただの名前の一部だと思っていた。

　水漣の肌はだは青く変わり、大きくふくらんだ四し肢しに鋭いかぎ爪づめが生はえていく。同時に水漣の体にくるくると鎖が巻きつき、鎧よろいのように彼女の体を覆おおっていった。

「……もう水漣は止まらないぞ」

　縛られたままの火凛が恐怖と歓かん喜きの入り交じった声で言った。

「飽きるまで殺し続ける。あの時みたいに、お前たちはみんな死ぬんだ」

　拓也たちは火凛を振り返る。彼女の体は小こ刻きざみに震えていた。

「……あの時？」

　と、日向子が尋たずねた。

「テリオンをどもを殺した時だよ！　あたしが水漣を抑えられなかった時だ！」

　一瞬、拓也は自分の耳を疑った。

「……水漣が一人でテリオンを殺したのか」

　二十人ものテリオンを、一晩で。火か凛りんは唇をわななかせながらにやりと笑った。

「あたしは姉あね貴きの力を抑える役目を与えられただけで、正式に戦器オニクスを授さずかったわけじゃねーんだよ。知らなかっただろ、バカどもが！」

　そうか、と拓たく也やは思った。もともと、あの戦器オニクスは水すい漣れん一人のものなのだ。火凛がその一部を持っていたのも、暴走を抑えるためだったのだろう。そういえば、火凛は水漣が命令外がいの動きをしようとすると、必ず退たい却きやくしていた──。

　突然、ぞわりと首くび筋すじにまとわりつくような視線を感じた。振り向くと、水漣が拓也をじっと見つめていた。

「わたしと、戦いましょう……王様」

　まるで親しい友人に挨あい拶さつするように、水漣は小こ首くびをかしげて拓也に微笑ほほえみかけた。

「赤い王様……わたしと、同じ。戦いが、好き」

（えっ……）

　一瞬、拓也は棒ぼう立だちになった。鳩みぞ尾おちのあたりに冷たいしこりを感じる。二十人もの同どう胞ほうを屠ほふったテリオンが、自分を同じだと言った──。

「拓也！」

　日ひ向な子この声に我に返る。水漣の周囲にはすでに氷が集まり始めていた。しかも、よく見ると手にしている長ちよう銃じゆうの方もかすかに振動している。

（ホントに両方使えるんだ）

　拓也は日向子と亨きよう司じを振り返る。日向子はさっきの戦いで外殻クラスタにダメージを負っていて反転リトウルネ出来ない。

「安全なところに逃げろ！　俺おれ一人で戦う！」

　と、拓也は叫んだ。火凛との戦いで外殻クラスタを損そん傷しようした日向子は戦える状態にない。

「でも……」

　彼女はためらっている。

「他に方法ねえだろ。今のうちに早く！」

　拓也のそばには縛しばられたままの火凛が座っている。真の人格と戦器オニクスを取り戻した水漣がどんな行動に出るか分からない。しかし、火凛がこうして拓也たちに捕らえられている間は、安易に攻撃を仕掛けられないはずだ。日向子たちには今のうちにこの場を離れて欲しかった。

「……分かった。でも、危険だと感じたら逃げて」

　そう言って彼女は走り出した。亨きよう司じはまだその場に突っ立ったまま、なにやらポケットを探っている。

「亨司、お前も……」

　と、言いかけた時、亨司はポケットから取り出したものを拓也の手にぽんと載せた。それはヘッドセット型の小さな通信機だった。亨司は後ろ向きに走り出しながら言った。

「それを着けて反転リトウルネしてくれ。ぼくたちと話が出来る」

「分かった」

　亨きよう司じが背中を向けて走り出すと、拓たく也やは渡されたヘッドセットを頭に装そう着ちやくした。既に水すい漣れんは銃じゆう口こうを拓也に向けている。彼は肌はだ身み離さずに持っていたイグニス・アウルムを右手だけで抜いた。

「反転リトウルネ！」

　肉体の内ない奥おうから赤い外殻クラスタがたちまちのうちに表面化した。拓也は火か凛りんを振り返る。彼女はまるで眠っているように、目を閉じたまま動こうとしなかった。

『……拓也、聞こえる？』

　ヘッドセットから日ひ向な子この声が聞こえてきた。

「うん、聞こえる」

『火凛とはなるべく離れないで戦って。水漣の攻撃の種類がそれだけで限られてくるはずだから』

「分かってる」

　と、答えた拓也の全身が凍りついた。黒い銃を構えた水漣が、引き金に指をかけているように見えた。

（まさか……）

　反射的に床を蹴けって真ま横よこに飛んだ瞬間、戦器オニクスから超ちよう高熱のガスが放射された。水漣との間にあったコンクリートの柱は次々と溶よう解かいし、彼がたった今立っていた場所も高熱の塊かたまりに吞みこまれた。

　拓也は駐ちゆう車しや場じようの壁かべ際ぎわまで転がって膝ひざをつく。振り向くと立ちのぼる黒こく煙えん以外はなにも見えなくなっていた。拓也の全身がぞくりと粟あわ立だった──柱のそばに座っていたはずの火凛も、その黒煙の中に消えていた。

『どうしたの？』

　耳元で日向子の声が聞こえた。

「あいつ、自分の妹ごと撃うちやがった！」

　拓也は震える声で叫ぶ。火凛は水漣の命を救おうと必死だったが、今の水漣の中には肉親への情じようすらないらしい。おそらく、戦い以外の目的など持たない存在なのだ。

　太い柱を何本も失ってコンクリートの天井が大きくたわむ。そして、不ぶ気き味みな軋きしみを立てながら、重さに耐えかねるように天井の広い部分が地じ響ひびきを立てて崩ほう落らくした。コンクリートの破片がもうもうと立ちのぼる。ぷつんと天井から音が聞こえて、蛍けい光こう灯とうの半はん分ぶん以上が次々と消えていった。

「……おう、さま……？」

　暗くら闇やみの奥から少女の声がする。拓也の唇が意思とは関係なしにわなないた。

「うわ…………」

　思わず上げかけた声を彼は必死にこらえた。

「そこに、いた」

　嬉うれしそうな水すい漣れんの声に、拓たく也やは必死に壁を蹴けってその場を離れた。その途と端たん、熱気の塊かたまりが彼の爪つま先さきをかすめた。コンクリートの壁が黒ずんだ液体に変化してどろりと床に向かって流れ落ちる。天井の回線が弾はじけ飛ぶ音が聞こえ、駐ちゆう車しや場じようの大たい半はんが闇やみに戻った。はっきり見えるのは非常灯とうの緑の光と、上へ向かう階段から洩もれる光だけだった。

　拓也は暗がりの中で身を屈かがめた。すでに床もかなり広い部分が凍りついていた。

（ここはもう駄だ目めだ）

　地下で戦っていては勝ち目がない──いつ地下全ぜん体たいが崩れるかも分からない。彼は立ち上がって駐車場をまっすぐに横切り、光の洩れてくる階段へと向かった。

『どこへ向かってるの？』

　日ひ向な子この声が無線越ごしに聞こえた。

「これから地上へ出る。外で戦って……」

　階段の手前の柱のかげから水漣が姿を現す。どこにも逃げ場所はない。思わず立ちすくみそうになった途と端たん、凍とう結けつした地面の上で右足を滑らせた。拓也の目の前が一瞬真まっ暗くらになる。

（やられる）

　拓也はほとんど無意識のうちに、後ろに残った左足で大きく地面を蹴ける。彼は氷の上を水漣に向かってスライディングするように滑っていく。ほとんど目をつぶりかけていた拓也ははっと我に返った──予想外の彼の動きに水漣は反応し切れていない。しかも相手はこちらの大剣クレイモアの間合いに入りかけている。

　彼は左手を突いて上半身を起こし、さっき自分自身がつけた肩の傷を狙って下から片手突づきを放った。水漣はひらりと横に飛び退のいて避ける。彼は再び立ち上がって背後も見ずに非ひ常じよう階段へと飛びこんだ。

　階段を駆け上がっている最中もまだ心臓が早はや鐘がねを打っている。今はたまたま隙すきを突けたが、次に同じ攻撃をしても通用しないだろう。

『どうしたの？』

　日向子の声が聞こえた。

「いや、地下から階段を上がってるだけ」

　下からひたひたと足音がついてくる。拓也の耳にはさっきよりもずっと重く大きく響ひびいた。彼は一階のエントランスホールへ出る。人ひと気けのない管理人室しつの前を通り抜け、自動ドアを突き破って外へ出た。とたんに風の音がすぐそばで聞こえた。よく晴れた晩で、頭上には降るような星空が広がっている。

「今、外に出た！」

　と、拓たく也やは言いながらマンション前の石いし畳だたみの庭を走る。

「ここで水すい漣れんと戦……」

「…………おうさま」

　背後から声をかけられる。さっきまでとは違う太くくぐもった声に、拓也はぎょっとして振り返った。そこに立っている「もの」には、もはや人の姿の面おも影かげはまったく残っていなかった。拓也よりもはるかに背が高く、太く強きよう靱じんな四し肢しを持ち、白い牙きばと角つのを生はやしている。

　正しよう真しん正しよう銘めいの「鬼おに」がいた。

「……それがお前の本当の姿か」

　と、拓也はつぶやいた。今まで戦いで見せていた姿はまだ不完全だったのだ。青い巨体から鎖くさりが地面に広がり、今までとは比べものにならない速さで「熱」を吸収し始めた。

「……日ひ向な子こ」

　と、拓也はつぶやいた。

「あの銃から出てくる熱気って、剣で斬きれるんだよな？」

　かすかに日向子が息を吞むのが分かった。

『斬れるけど……わたしは『加速ヴイテ』の能力と併へい用ようしてタイミングをはかった。拓也には出来ないと思う』

「タイミングが多少ズレても、俺の外殻クラスタの方が堅い」

『他に戦う方法はないの？』

　拓也は目の前の「鬼」を見上げる。まともに斬りかかって勝てる相手とは思えなかった。

「多分な」

　一瞬、日向子は考えこんだ。

『相手が引き金を引いた瞬間に剣を振って。遅すぎても、速すぎても失敗する。拓也の普段の歩幅で十歩ぐらいの距離がちょうどいいと思う』

「分かった」

　鬼の持つ長ちよう銃じゆうがかたかたと震えている。放射の瞬間が近づいていた。

（この剣と、外殻クラスタを信じるんだ）

　怖おじ気けづきそうな自分に言い聞かせながら、拓也は敵の攻撃を待ち構える。自分はアルカミレスなのだ。「鬼」の周囲に広がった氷は拓也の足下にまで達した。水漣の太い腕に緊きん張ちようが走るのが分かった。

　そして、水漣は引き金を引いた。

　ごっと音を立てて熱風が襲おそいかかってくる──同時に全力でイグニス・アウルムを振り下ろした。拓也は剣を突き出した姿勢で走り出した。熱気に触れた肩や腰の外殻クラスタがどろりと溶け始めるのを感じる。しかし、それ以上は何事も起こらなかった。

　銃の手て前まえで彼は跳ちよう躍やくした。すでに熱気の壁は通り抜けている。長銃の戦器オニクスを飛び越えると、目の前に無防備な青い上半身が現れる。大剣クレイモアの尖せん端たんがその胸を突く寸すん前ぜん、拓たく也やはふと相手の口が大きく開いていることに気付いた。

（あ……）

　全身に戦せん慄りつが走り、唐とう突とつに拓也は悟さとった──戦器オニクスから放射されたのは、圧あつ縮しゆくされた超ちよう高熱のガスだった。しかし、このテリオンはわざわざ戦器オニクスの中だけでそれを生せい成せいする必要はない。他にいくらでも生成出来る場所があるのだから。

　拓也はかろうじて体をひねる。その刹せつ那な、水すい漣れんは体内に貯ためこんだ熱気を口から吐き出した。赤いアルカミレスの上半身が高熱の中に消えた。
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　誰かの声が聞こえる。すぐ耳元で誰かが自分に囁ささやきかけているようだ。

　押さえつけられているような重いまぶたを必死で開くと、相変わらず満まん天てんの星空が広がっていた。拓也の体は凍りついた地面に横たわっている。

『……拓也！　拓也！』

　突然、日ひ向な子この声が耳の中でくっきりと響ひびき渡った。拓也は顔をしかめながら上半身を起こした。自分の体を見下ろすと、上半身の右側の装そう甲こうが溶けかかっている。片側に損そん傷しようが集中しているのは、最後の最後でかろうじて体をよじったためらしい。

「……日向子？」

　彼はようやく自分の顔の右半分がむき出しになっていることに気付いた。外殻クラスタが溶け落ちてしまっていた。

『今、そこに行くから』

　平静を装っているが、日向子は取り乱しているようだ。今、反転リトウルネ出来ない者がここへ来てどうするつもりなのだろう。

「いや、いい……俺は大丈夫」

　なぜか恐怖心はどこかへ消えていた。外殻クラスタの装甲を何割か失っただけで、まだ体は動く。剣も握れる。

「……おう、さま？」

　水漣の声が聞こえる。顔を上げると小山のような巨体がさっきと同じ場所にまだ立っていた。

「まだ、たたかいましょう」

　拓也は苦にが笑わらいを浮かべながら舌した打うちした。

「……分かったよ。ちょっと待ってろ」

　彼はゆっくりと膝ひざを立てて体を起こす。とても勝ち目はなさそうだ。しかし、この場所から逃げたいとは思わない。

　ここから逃げる場所などないのだから。前へ進むしかないのだから。

　拓たく也やはイグニス・アウルムを構えた。それを見た「鬼おに」がかっと歯をむき出した。どうやらそれがこの「鬼」の笑顔らしい。

「あかい、おうさま……たたかいが、だいすき。わたし、と、おなじ」

　一瞬、拓也はその言葉にひるんだ。違う、と叫び返そうとして思いとどまる。今はこの水すい漣れんのようでなければならないのかもしれない。ただ強い剣と強い外殻クラスタだけでは勝てないのだ──それを超ちよう越えつしたなにかがなければ。この水漣が持っている「能力」のように。

「……能力」

　と、拓也は口の中でつぶやいた。ただ斬きりかかるだけでは、あの鎖くさりに止められるだけだ。このイグニス・アウルムでオフリスの戦器オニクスは斬れたが、水漣の鎖は斬れなかったし、ルスランの体も斬れなかった。

（え？）

　なにかが頭の中で引っかかっている。

（それでもオフリスの戦器は斬れた）

　その途と端たん、堰せきを切ったようにいくつもの記き憶おくが押し寄せてきた。




（お前はその戦器オニクスの使い方を分かっていない）

（金色の戦器オニクスが引き出せる『能力』はすごくシンプル）

（ルスランの戦器オニクスの使い方にヒントになりそうなものは……）




　東とう堂どう学園の正門を斬って現れるルスランの姿が頭をよぎった。どうして今まで気が付かなかったのだろう？　ルスランの持っていた戦器オニクスの長さは拓也のそれと変わらない。東堂学園の正門はルスランの身長の何倍もの高さがある鉄筋コンクリートの塊かたまりだ。あの門を一息に斬れるはずがない。

　ルスランは礼れ菜なを取り戻すために現れた。おそらく邪じや魔まする者をすべて薙なぎ倒す強い意志を持っていたはずだ。生き別れの妹がすぐそばにいたのだから。相手に負けることなど考えもしなかったはずだ。そういえば、オフリスと戦っていた時の拓也も礼菜と日ひ向な子こを助けようと必死だった。他のことはなにも頭になかった──。

　突然、拓也の脳のう裏りに一つの考えがひらめいた。

「なんだ……そうか……そうだったのかよ」

　彼はこらえ切れずにくすくす笑った。あまりにも単純すぎて見落としていた。考えてみれば単純な能力だからこそ、ルスランもすぐに拓也がそれを使っていないことに気付いたのだ。

『……拓也？』

　ヘッドセットから不安げな日向子の声が聞こえてきた。

『どうしたの？』

　拓たく也やはその声を耳にしながら、再びイグニス・アウルムを構えた。さっきと同じ姿勢だったが、今度は両足をしっかりと地面に付けたままだった。

「分かったんだ……この剣の能力」

　水すい漣れんと川で斬きり合った時、拓也は得え体たいの知れないこの「鬼おに」の力に怯おびえた。今、その感情はどこにもない。彼は下腹に力をこめて水漣をじっと見み据すえる。体の中に目の前の相手への闘志が漲みなぎってきた。

「今までは剣と外殻クラスタで戦おうとしていたから分からなかったんだ」

　必要なのは自分自身が立ち向かうという強い意志。剣も外殻クラスタもそのための道具に過ぎない──そう思った瞬間、イグニス・アウルムからどっと光があふれ出した。

　ルスランの戦器オニクスと同じように。

　水漣は拓也の変化に気付いたようだった。しかし、怯えも気け圧おされもしなかった。ただ、大きく口を開いただけだった。

「……お前も逃げるつもりはない、か」

　さっきは時間差で放った「熱」の攻撃を、今度は同時に放つつもりらしい。拓也と同じように、持てるすべてを次の一いち撃げきに賭かけるつもりなのだ。

「確かにお前と俺は、似てるかもしれない。でも……」
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　そうつぶやいた途と端たん、水すい漣れんの口と戦器オニクスから高熱が同時に吹き出した。拓たく也やの視し界かい全体がぐにゃりと歪ゆがむほど、巨大な「熱」の塊かたまりだった。

　その瞬間、拓也はその「熱」を受けるつもりも避けるつもりもなく、ただイグニス・アウルムを地面に向かって振り下ろす。その瞬間、彼の戦器オニクスの尖せん端たんから凶きよう暴ぼうな光が噴ふん出しゆつする。大剣クレイモアの指し示す方向へ伸びた光は、生き物のようによじり合いながら長い直線として収しゆう束そくした。

　拓也のイグニス・アウルムは長大な刀とう身しんを持つ光の大剣クレイモアと化した。

　振り下ろされた光の刃やいばは、水漣の放った熱気も、彼女の持つ戦器オニクスも、彼女自じ身しんの肉体も、すべてを同時に切断した。真ま一いち文もん字じの長い裂け目が地面に走った。

「……でも、俺の方が、強い」

　熱気はいずこともなく消え、水漣の腕の中で黒い戦器オニクスが真まっ二ぷたつに裂けた。そして、「鬼おに」自身も血を噴ふき出しながら、自らが生み出した凍りついた地面に声もなくばったりと倒れた。

「金きん焰えんイグニス・アウルム……『斬刹リネア・レクタ』」

　拓也は無意識のうちにつぶやいていた。この剣が教えてくれたのか、あるいは失われた記き憶おくが呼び覚まされたのか──それがこの能力の名前らしかった。




「しかしすごいな、君は……」

　亨きよう司じは笑顔で拓也に言った。

「彼女を斬きったこの能力……斬刹リネア・レクタ？、結局どういうことなんだ？」

　拓也はマンションの前庭に疲労困こん憊ぱいの体で腰を下ろしている。彼は自分のいる場所からマンションの玄関へ向かって轍わだちのように伸びる地割れを見つめていた。地割れの反対の端はしに髪の長い少女がうつぶせに倒れている。彼女が水漣だった。戦いが終わって「人間」の姿に戻ったらしい。

「能力ったって……イグニス・アウルムの切れ味が増して、剣の長さが伸びる……それだけだよ……」

　拓也は苦しい息の間からとぎれとぎれに答えた。

「どうすれば発動するんだ、その能力は？」

　亨司は興味津しん々しんに身を乗り出してくる。

「……多分、俺の戦意、とか……闘志、みたいなもん、だと思う。戦うっていう俺の意志が……強ければ強いほど、威い力りよくも増す……」

　この戦器オニクスの威力はこちらの精神的な状態に大きく左右されるらしい。オフリス・ペインキラーの戦器オニクスを傷つけた時は、拓也の戦意は盛んだった。ルスランと戦った時や、三日前に川の上で水漣に斬りかかった時は相手に気け圧おされていた。

「そうか……本当にシンプルだな。ぼくの言う通りだったろう？」

　亨司は得意げに拓也の肩を叩たたいた。折れた腕に響ひびいて、拓也は顔をしかめた。

「じゃあ、ぼくは地下の状況を見てくる。君たちはここで待っててくれ」

　彼は鼻はな歌うたでも歌いそうなほどの上じよう機き嫌げんで正面玄げん関かんの方へ歩いていった。途中、一度だけ立ち止まり、水すい漣れんの体の前で丁てい寧ねいに両手を合わせる。そして、割れた自動ドアを通って中へ入っていった。




　日ひ向な子こは亨きよう司じと拓たく也やとの会話を黙って聞いていた。自分たちが勝ったこと、拓也が能力を使えるようになったのは喜ばしいことのはずだと思う。

　しかし彼女は一いち抹まつの不安も覚えていた。

　拓也の強さには気掛かりなところがある。大した訓練も積まずに、ここまで戦器オニクスを使いこなせるようになったアルカミレスを日向子は一人も知らない。彼女自身にもうまく説明出来なかったが、拓也の強さは他のアルカミレスとは少し質が違っている気がする。

　そういえば、拓也の過去はまったく分かっていない。本人にも八年より前の記き憶おくはないし、「方舟アルカ」にも彼の記録は残っていない。

　ひょっとすると、拓也にはまだ隠かくされた秘密が──。

「……日向子？」

　いつのまにか、拓也が日向子の方を振り返っていた。日向子は拓也に近づいていく。

「具合、大丈夫か？」

　少しふっきらぼうに彼は言った。日向子はつい微笑ほほえんだ。どう見ても拓也の方が具合が悪そうだ。

「な、なんだよ」

「わたしは大丈夫。どうもありがとう」

　日向子は拓也の前に膝ひざをついた。たとえ拓也にどんな秘密があり、どんな過去を持っていようと、彼が日向子にしてくれたことの価か値ちはなにも変わらない。

（わたしは拓也のそばにいるんだ……いつか離れなければならない日が来るまで）

　その時、マンションの玄関から足音が聞こえた。亨司が戻ってきたのかと振り向くと、ぼろぼろに焼け焦こげた服を着た赤い髪の少女が立っていた。

「……火か凛りん？」

　日向子はつぶやいた。どこから拾ってきたのか、火凛は水漣の体に青いコートをかけて抱き上げる。その瞬間、かすかに水漣が身じろぎするのを見た。

「二人とも生きてたのか……」

　拓也も呆ぼう然ぜんとしている。ふと、火凛は日向子たちをつまらなそうに一いち瞥べつした。そして、水漣を抱えたまま、特に急ぐ様よう子すもなく立ち去っていった。

「どうする？」

　後ろ姿を見送りながら拓也は言った。本当はきちんと始し末まつをつけた方がいいのかもしれない。しかし──。

「今のわたしたちには、どうしようもない」

　自分たちも火か凛りんたちも戦える状態になかった。

「あいつらがまた戻ってきたら……っていうことにするしかないか」

　日ひ向な子こはうなずいた。

「これからどうするか、考えないと」

　しかし、正直なところ、日向子はもう二度とあの二人に会うことはないような気がした。
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「ろっこんしょうじょう、ろっこんしょうじょう……」

　火凛は水すい漣れんを背負って山の中を歩いている。さっきから自分でも意味の分からない文句が口をついて出てくる。しかし、不ふ思し議ぎとそれを唱えると元気が出てくる。

　水漣は彼女の背中でうとうとと眠っていた。水漣は片かた割われよりもはるかに重傷を負っている。眠ることで肉体の回復に努めているのだ。

　二人はそれぞれ赤と青のワンピースを着て、体中に包ほう帯たいを巻いている。山に入る前に、どこかの家に忍しのびこんで調ちよう達たつしてきたものだった。山歩きにふさわしくない服装なのは不満だったが、色違いの服が見つかったのは嬉うれしかった。

「……これからどうしような、水漣」

　任務を果たせず、戦器オニクスも失った。クランテリオンにはもう戻れない。戻ったところでまた牢ろう獄ごくの日々だ。このまま逃げてしまうのが一番いい。

　しかし、どこへ行こう──どこまで歩いて行っても同じような山や町や海があるばかりだ。クランテリオンに入る前、さんざん見て回った世界だった。今歩いている道も、この数十年のうちに一度は通ったかもしれない。

「……いづくかおにのすみかなるらん……か」

　昔むかし耳にした歌を火凛はつぶやいた。ここは自分たちではない誰かの国だ。自分たちが住むことを許されない国。

「……水漣、外国へ行こうか」

　不意に火凛は言った──そういえば、今まで考えもしなかった。歩いていける場所だけを選んでいたからだ。

「海を越えよう、水漣。遠くの国で暮らすんだ」

　口に出すと心が浮き立った。どういう暮らしになるのか見当もつかないが、きっと楽しい。水漣にはまた暗あん示じをかけて、自分の「命令」に従ってもらうことにした方がいい。

「……しばらく、人は食わないようにしてもらわないとな」

　火か凛りんは独り言を言った。

　その時、どこかで鳥の羽は音おとが聞こえた。はっと顔を上げると、月光に照らされた枯かれ木の根ね本もとに、黒と白の小こ間ま使づかいの服を着た若い女が立っていた。

　褐かつ色しよくの肌はだに銀色の髪。

「レディ……バレット」

　心臓がぎゅっと音をたてて縮んだ気がした。バレットは自分たちを監かん視ししていた。火凛たちがクランに戻るつもりがないことに気付いて、追ってきたに違いない。

「あ、あたしたちはこれから墓所カタコンベに戻るつもりなんだ」

　慌あわてて火凛は言った。もちろんそんなつもりはなかったが、戦器オニクスがない今、戦うわけには行かない。

　しかし、バレットは静かに首を振った。

「……噓うそをつく必要はありません」

　思ったよりもずっと柔らかい声で彼女は言った。

「えっ」

「もうあなた方が墓所カタコンベに戻る必要はありません……わたくしがそう判断いたしました」

　火凛は穴の開くほど相手の顔を見つめた──バレットの黒い瞳ひとみにはどこか哀あわれみの色があった。

（逃がしてくれるのか）

　火凛はほっと胸をなで下ろした。どうして、と尋たずねるのはやめておいた。とにかく、助けてくれたのだから。

「そうか。すまないな……さようなら」

「ええ。さようなら」

　その時、火凛の背中で水すい漣れんが身じろぎした。いつのまにか目を覚ましていたらしく、じっとレディ・バレットを見み据すえている。どうやら敵と見なしているようだ。火凛は背中の姉に向かって微笑ほほえんだ。

「水漣、いいんだ。レディ・バレットはあたしたちを……」

「これから、あなた方を殺します」

　よく通る声でバレットはきっぱりと言った。火凛は信じられない思いでバレットを振り返った。彼女の目に浮かんだ哀れみの色はさっきよりも濃くなっていた。

「……助けてくれるんじゃないのか？」

「それは出来ません」

「ちょ、ちょっと待てよ……あたしらが墓所カタコンベに戻れば、なにも問題はないだろう？　いくら負けたからって、殺されるようなことはなにもしてないぞ」

　バレットは再び首を振った。

「あなた方はルスラン様の言いつけを守らず、クランの不利益となりうる行動を取りました」

　一歩、前へ踏み出しながらバレットは言った。その右手はさりげなくエプロンの中へ滑りこんでいた。

「あなたはクランの施設の情報をアルカミレスたちに洩もらしましたね」

　ごくりと火か凛りんの喉のどが動いた。確かに情報を洩らしてしまった。しかし、それは水すい漣れんを殺そうとあの連れん中ちゆうが相談していたからだ。

「……それを知っているなら、どうしてあたしが喋しやべる前にお前は止めなかったんだ？　話が聞こえるほど近くにいたんだろう！」

　それ以上の説せつ得とくに意味がないことに気付いて、火凛は口をつぐんだ。

（最初からあたしたちを殺す機会を窺うかがってたんだ……ルスランの敵に回るテリオンだから）

　アルカミレスたちの居い場所を火凛たちに伝えた時も、なんのために彼らが人ひと気けのないマンションへ移ったのか一言も口にしなかった。連中はあそこで罠わなを張っていた──それを上空から見ていたはずなのに。

　その時、背中の水漣がぎゅっと火凛の肩を摑つかむ。彼女は自分のするべきことを悟さとった。

（逃げよう）

　この女の実力は分からないが、金色の戦器オニクスを持つルスランや血刃の王ロワ・デ・ルジエより強いということはないだろう。うまく隙すきを突いて逃げ出すぐらいのことは、今の自分たちにも出来るはずだ──。

　その時、バレットはエプロンの下に入れていた右手を引き抜いた。

「……あっ」

　溢あふれ出すまばゆい光に火凛は息を吞んだ。バレットは一いつ丁ちようの拳けん銃じゆうを握りしめている。それが彼女の戦器オニクスだった。過か剰じような装そう飾しよくに彩いろどられた銃じゆう把はと回転式の弾だん倉そうと奇き妙みように長い銃じゆう身しん──女の手には不ふ釣つり合いに大きな銃リボルバーだった。

「金色の戦器オニクス・第四の位、神しん煌こうニュメン・ルメン」

　その戦器オニクスは闇やみの中で金色に輝いていた。




「星は我が陣営、アストラ・カストラ神は我が光明・ニユメン・ルメン」




　まるで祈りの言葉を唱えるように、バレットはおごそかに告げた。

（こいつも……金色の戦器オニクスの使い手）

「この戦器オニクスを使えるようになった日、わたくしはルスラン様より『レディ』の称しよう号ごうを賜たまわりました……もうお前は他のテリオンと違うから、と」

　火凛はその場から身動き一つ出来なくなっていた。水漣が火凛の背中から降りようともがく。バレットはニュメン・ルメンの銃じゆう口こうを二人に向ける。

　そして、どこか憂うれいを帯びた声で言った。

「さようなら、火凛、水漣」
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　　　終章　きざし







　拓たく也やは学校帰りの道を歩いている。

　火か凛りん・水すい漣れんの姉妹と戦ってから二日が過ぎていた。テリオンたちの消息は分からないままだが、古こ滝たきは少しずつ平へい穏おんを取り戻しつつあった。拓也たちの日常も、戦いでの負傷を除けば今のところは元通りになっていた。

　亨きよう司じは本格的に東とう堂どう学園の「改かい造ぞう」に乗り出すつもりらしい。具体的になにをするのかまだはっきりと聞かされていないが、拓也たちが戦いやすい環かん境きようを整えると言っている。

「君は金色の戦器オニクスの使い手として覚かく醒せいした……これからが本当の戦いだ」

　と、亨司は言っていた。拓也は肩にかけたイグニス・アウルムのケースを意識する。確かに戦いはこれからなのだろう。この剣の力は絶対に必要なものだ。礼れ菜なを取り戻すためにも、日ひ向な子こと戦い続けるためにも。

　ただ──。

（あかい、おうさま……たたかいが、だいすき）

　水すい漣れんの言葉を思い出すたびに、ほんの少し不安を覚える。戦いを好きだと感じたことはないし、これからも好きにはならないだろう。しかし、記き憶おくを失う前の自分は違ったかもしれない。戦いを続けることで、そういう本ほん性しようが目覚めてしまうとしたら。

　拓たく也やはその思いを振り払った。いちいち考えていても仕方がない。それに、自分には頼れるパートナーもいる。きっと彼女が自分の道しるべになってくれるはずだ。

「……日ひ向な子こ」

　拓也は思わずつぶやいていた。

「なに？」

　ななめ後ろから声が聞こえた。

「あ、ごめん。独り言」

「……どうして独り言でわたしの名前を呼ぶの？」

「ちょっと考え事してたんだよ。大したことじゃないって」

　拓也たちは篠しの宮みや家の門の前まで来ていた。彼は門を開けて中に入り、振り返って日向子を見る。彼女はおそるおそる門をくぐった。

「……お邪じや魔まします」

　拓也は無言で首を横に振った。ややあって日向子はためらいがちに口を開いた。

「た、ただいま……」

　拓也は笑顔でうなずいた。結局、日向子はこの家しばらく暮らすことになった。火か凛りんたちの消息も分からずじまいだったし、次のテリオンが来た時のことを考えても、一緒にいた方がいいという判断だった。

「い、言っておくけど」

　突然、日向子が顔を背けながら言った。

「ここに住むのは、変な意味じゃないから」

「いちいち言わなくても分かってるよ……」

　あれだけ一緒に住むべきだと主張していた日向子だったが、いざ住み始めると途と端たんに様よう子すがおかしくなった。いちいち「一緒に住むのは変な意味ではない」と強調する。嫌がっているというよりは、誰かに気き兼がねしているように思えた。

「……おお、お帰り」

　庭の方から声をかけられる。窓のそばに座っている和かず男おが日本茶ちやを飲んでいる。老人に近づいていった拓也は首を傾かしげた。ナプキンに包まれたシュークリームが畳たたみの上に置いてある。

「……珍しいもの食ってんな」

　拓也には一目でどこの店のものか分かった。商店街にある洋よう菓子店で売られている、限定のシュークリームだ。和男は滅めつ多たに洋菓子を食べなかった。

「俺は食っとらんよ。さっき、客が置いていったもんだ」

　確かに和かず男おの隣となりには来客用ようの白い座ざ布ぶ団とんが敷かれたままだった。そのそばには茶ちや托たくに載った湯飲み茶ぢや碗わんが置きっぱなしになっている。

「良かったら二人で食べなさい。一つしかないが」

　和男はいったん湯飲みを置いて皿を手に取り、拓たく也やたちに向かって差し出した。

　拓也はちょっとためらった。食べる？　と、日ひ向な子こに訊きこうとした──が、その時には彼女は庭を横切っていて、

「ありがとうございます。いただきます」

　と、シュークリームを受け取っていた。よほど食べたかったらしい。日向子は拓也の方へ戻りながら、無む造ぞう作さにシューに指を入れて半分に割ろうとする。

「あ、ちょっと待った。それ、コツがいるんだよ」

　拓也は日向子の手からシュークリームを受け取ると、ひっくり返して裏からシュー生き地じを割っていった。左腕が手のひらまでギプスで固められているので、普段よりもやりにくい。クリームも出来るだけ均きん等とうに分かれるように調整する。

「……すごく上う手まい」

　日向子が感心したようにつぶやいた。

「どうでもいい特技だと思うぞ……」

　そう言いながら半分を日向子に手渡した。どうでもいいのは確かだが、この家では時とき々どき必要になる特技だった。

（礼れ菜なともよくこんな風ふうに分けて食ったな）

　時々、礼菜はここのシュークリームをやたらと欲しがることがあった。そういう時は二人で買いに行き、家に戻って二人で食べていた。最後の一個が余った時は、必ず拓也がこんな風に半分に分けることになっていた。

（……礼菜）

　今いま頃ごろ、礼菜はどうしているだろう。

　拓也は生地にかぶりつきながら、和男の方へ近づいていった。シュークリームを食べ終わった和男はまたぼんやりと庭を見ている。

「客って一いつ体たい誰が来……」

　拓也は口をつぐんだ。

　白い座布団の上に、黒い鳥の羽根が一枚。




　篠しの宮みや礼菜はソファの上で目を開けた。

　昼食の後、ドレスのままでうとうととまどろんでしまったらしい。彼女は相変わらずモノクロームの部屋にいる。礼菜は立ち上がって、ティーテーブルに近づいていった。

　彼女が眠る時間は昼間、それもほんの短い時間だけになりつつあった。太陽が沈んでからは決して眠ることが出来ない。いつも気が昂たかぶって体中が熱くなる。自分の血の流れる音まで聞こえるようで、目を閉じることを想像すらしたくなかった。

　この部屋にはベッドがない。眠る時にソファを使っているのはそのせいだ。一度、どうしてこの部屋にはベッドがないのか、レディ・バレットに尋たずねたことがある。彼女は不ふ思し議ぎなものを見るような目をした後、わたくしたちには必要のないものですから、と答えた。

「テリオンとして覚かく醒せいした者は、二度と眠ることはないのです」

　覚醒する、とはどういうことなのか、その時は考えもしなかった。しかし、その言葉は少しずつ彼女の心に重くのしかかるようになってきていた。眠りに落ちる時間が短くなっているということは、それだけ礼れ菜なが覚醒に近づいているということではないだろうか。

（覚醒したら、どうなるのかな）

　ルスランやバレットを始めとして、何人かのテリオンとここで話した。性格はそれぞれだったが、彼らにははっきりとした特とく徴ちようがある。彼らは絶対に人間には共感を示さない。人間を理解出来ないものとして扱っているのだ。

（あたしも、あんな風ふうに……）

　がたん、と音が聞こえた。部屋の隅すみの衝つい立たてからだった。はっと礼菜が振り返ると、トレイを手にしたレディ・バレットが姿を現した。

「お茶の時間です」

　彼女は礼菜のいるテーブルへと近づいてくる。

「……バレットさん、戻ってたんだ」

「バレット、とお呼び下さい……ええ。先ほど戻りました」

　彼女はトレイをティーテーブルの端はしに置いた。ティーセットとは別に載っているものを見て、礼菜は目を丸くした。

「……これ」

　そこには皿に載ったシュークリームが一つ。もちろん見覚えがある。礼菜がよく行っていたお店のものだった。

「お気に召しましたか？」

「……古こ滝たきに行ってきたの？」

　と、礼菜は尋たずねた。

「ええ……篠しの宮みや家のご老人にお会いしました」




　すべてのするべき仕事を終えてから、バレットは篠宮家へ向かった。自分が仕える相手のことを理解したいという思いからだった。

　彼女は篠宮家の門を開けて中へ入っていく。七月にしては涼しい日だった。庭に面した大きな窓は開け放たれていて、作さ務む衣えを着た老人がのんびりと座っていた。

「どちらさんかね」

　わたくしはイレーナ様をお世せ話わしている者です。そう告げると、老人は穴が開くほどバレットの顔を見つめてから、かすかに相そう好ごうを崩した。

「とにかく、茶でも飲むか」

　テリオンだということを理解しているのだろうか、と思ったが、あえて聞き直さなかった。

「礼れ菜なは元気にしておるかな」

　と、老人は尋たずねてきた。イレーナ様は、と言い掛けると、

「礼菜だよ」

　と、彼は言った。とにかくお元気ですとバレットは答えた。

「あんたは礼菜を大事にしてくれているようだな……それは礼菜の好こう物ぶつだろう」

　シュークリームの入った袋を見ながら老人は言った。この家へ来る前に買い求めたものだった。人間は訪問時じに土産みやげ物を持じ参さんするという習慣を思い出し、バレットはそのうちの一つを老人に差し出した。彼は首を横に振って受け取らなかったが、バレットは畳たたみの上に一つだけシュークリームを置いていった。

　バレットは老人に尋たずねる──色々おっしゃりたいことがおありでしょうね。

「それは当たり前だろう。ただ、ここで返せと言っても返してくれんことぐらい分かってるさ……どうせ、近いうちに俺の息子むすこが礼菜を助けに行く」

　あなたの息子ではありません、とバレットは指し摘てきする。

　老人は顔を上げて彼女の顔を見た。皺しわの奥にある二つの瞳ひとみは、うってかわって強い威い厳げんに満ちたものに変わっていた。突然の変化にバレットは戸と惑まどった。

「……俺の息子だ」

　彼は胸を張ってきっぱりと言った。

「そして、礼菜は俺の娘だ」

　どうしてそう言い切れるのですか、と、バレットは尋ねた。

「理由など要いらん。大事なのは俺がそう考えていること、そしてうちの息子がそう信じていることだ。そして、礼菜もそう思っていると俺は信じる」

　馬鹿げているとは思ったが、それは指摘しなかった。バレットの表情に気付いたのか、老人は自分の家の中を指さした。

「この家には人間も、テリオンも、アルカミレスも、みんな家族として住んでいた。その時も今も、俺の気持ちは変わらん……みんな、俺の子供だ。いや、孫でもいいが」

　居間を振り向いた老人は、そこに礼菜や拓也がいるかのように愛いとおしげに目を細める。

　それから、独り言のようにつぶやいた。

「……あんたがたと俺たちは、本当に戦わなければならんのかな」

　茶を飲み終わってから、バレットはすぐに篠しの宮みや家を辞した。老人はバレットを門まで見送り、「うちの娘」に伝言を頼みたいと言った。

「また一緒に暮らせる日を、俺はここでずっと待っている、と伝えてくれ」

　バレットは無言でその場を去った。




「おじいちゃん、あたしになにか言ってなかった？」

「なにもおっしゃっていませんでした」

　バレットは平静を装って答えた。彼女は篠しの宮みや家の庭を思い出していた。あの老人がいる家はあまりにも居い心ごこ地ちがよすぎる。イレーナ・ヴォルクが人間らしくなってしまうのも分かる気がした。あの場所で長く過ごしたら、バレットも自分を見失ってしまうかもしれない──テリオンにとっては危険な場所だ、と彼女は思った。

　だから、どんな手段を使ってでも、礼れ菜なをあの場所から引き離さなければならない。

「そうなんだ……」

　礼菜は力なく言った。

「それよりも、他のことにお気を取られておいでだったようで」

「他のこと？」

「ええ」

　バレットは軽くうなずいた。

「あのアルカミレスの女……久く慈じ日ひ向な子こがあの家に住み始めたようです」

　一瞬、礼菜の顔に大きな穴が開いたようだった。自分も動どう揺ようしないよう、バレットは目を背けて話を続けた。

「あなた様の出しゆつ自じをお知りになって以来、ご老人はお体を悪くなさっていたようです。テリオンをご自分の家に入れていた、ということがご心痛だったのでしょう。あの女はそんなご老人のお話相あい手てをつとめていて、自然とそのような成り行きになったようです」

「拓たくちゃんは？」

「あの者はもうアルカミレスですから、久慈日向子の言いなりでしょう。あの女との関係が深まることをいたく喜んでいるようです」

「……噓うそ」

　噓ではありません、と言うふうにバレットは首を振った。

「あなたと親しい人々は、あなた様が人間だと長年思おもっていました。無理からぬことかと思いますが、そのことにとても驚き、傷ついているようでした」

　バレットはかすかに眉まゆをひそめるふりをした。

「……ご老人は『礼菜には騙だまされていたのかもしれない』とおっしゃっていました……おそらく、ご本心ではないと存じますが」

　礼菜は食べかけのシュークリームをのろのろと皿に戻す。その華きや奢しやな指がかすかに震えていた。バレットは後ろめたさに耐えていた。

「しかしながら、アルカミレスたちがそのような考えをご老人に吹き込んでいるようでした」

　礼れ菜なは椅い子すの上で体を縮こまらせて項うな垂だれていた。泣いているのかもしれない。

「そう……アルカミレスと言えば、篠しの宮みや拓たく也やがテリオンを無む惨ざんにも真まっ二ぷたつにするところを見ました」

　バレットは畳たたみかけるように言う。もう礼菜は口も利く元気もないようだった。

「イレーナ様と同じ、テリオンをです。どうやら彼はテリオンを憎んでいるようですね。おそらくは、イレーナ様に裏切られたと感じ、その憎しみをぶつけて……」

　突然、礼菜の手がバレットのあごを摑つかんで、ぐいと礼菜の方へ向かせた。

「バレット」

　その両りよう眼めにみなぎっている怒りにバレットは言葉を失った。

「あたしは、篠宮礼菜。二度と、イレーナ、なんて呼ぶな」

　地を這はうような低い声で礼菜は言った。

「……今、お前が言ったことは全部噓うそ。おじいちゃんは絶対にあたしを待ってるし、拓たくちゃんもあたしを助けようとしてくれてる。家族だから、分かるんだ……拓ちゃんも、おじいちゃんも、そんな人たちじゃないんだから」

　涙が一ひと粒つぶだけ彼女の目から落ちた。

　沈ちん黙もくが流れた。バレットは体を引くと、深々と頭を下げた。

「申し訳ありません……おっしゃる通りです」

「やっぱり」

　礼菜はふんと鼻を鳴らしながら、テーブルの上のナプキンで涙を拭ふいた。

「バレットは噓ついてもすぐに分かるよ。途中から顔がつらそうだったもん……噓つくの、ほんとはイヤなんでしょ？」

　バレットは頭を垂れたままだった。確かに噓をつくのは嫌だった──たとえ、それが必要な噓だとしても。

「ルスランが噓つけって言ったの？」

「いいえ……わたくし独自の判断です。やはり、ほとんど見破られてしまいましたね」

　バレットは顔を上げて、礼菜の表情を見守った。

「当たり前だよ。あたしを誰だと思って……」

　ナプキンをテーブルに戻そうとしていた礼菜は、ふと動きを止めた。

「……ほとんど、ってなに？」

「久く慈じ日ひ向な子こが篠宮家に住み始めた、ということのみ、本当でございます」

　一瞬、礼菜の顔に走った戸と惑まどいと疑ぎ惑わくの色をバレットは見逃さなかった。

「……もう、お茶いらない。片付けて」

「かしこまりました」

　バレットはティーセットをトレイに載せると、部屋の隅すみに向かった。主人に噓うそをつくのはやはり気が咎とがめる。

（やはり、見破られた）

　しかし、礼れ菜なを騙だますことがバレットの目的ではなかった。

（あの時のお顔）

　バレットは礼菜が怒りを露あらわにした時の表情を思い起こして、うっとりと微笑ほほえんだ。

（人ならざる者の、いいお顔をしていらした）

　礼菜本ほん人にんも気付かないうちに、彼女に眠る古い血は少しずつ目覚めつつある。噓をついたのはそれを確かめるためだった。




　レディ・バレットにとって、それは望ぼう外がいの喜びだった。











〈了〉　









　　　あとがき







　初しよ対たい面めんの人に「小説を書いています」と話すと、「小説って書くのってどうやれば出来るもんなんですか？」と訊きかれることがあります。

　僕はこういう質問が苦にが手てです。だいたい相手の人が戸と惑まどうほど長い時間悩なやんでから、

「あー、なんというか……色いろ々いろ頭を使って、一行ずつ書いていくと出来上がります」

　と、もそもそと答えるんですが、当然「そりゃそうだろ！」という顔をされてしまいます。

　多分、「こうすれば書ける！」みたいな素晴らしい「秘ひ訣けつ」を訊かれてるんだろうと思うんですよ。でも、そんないいものがあれば誰も（特に僕も）困らないわけです。

　もちろん、アイディアを出したり、ストーリーを作ったりというような、それぞれのプロセスを円えん滑かつに進めていくためのテクニックはあると思うんですけど、どうやってもかなりの労力を必要とする地じ味みな作業の積み重ねであることには変わりありません。別に近道があるわけではないのです。

　ちょっと話は違うんですが、地味な作業の積み重ねを負ふ担たんに感じない人、作業の方向性が間違っていない人、そしてその中でも運のいい人がきっとプロとしてやっていけるんだろうなと……自分がそれに当てはまってるかどうかはともかくとして。




　さて、二巻です。

　一巻は拓たく也やや日ひ向な子こや礼れ菜なにまつわるエピソードが中心でしたが、この巻ではもう少し話を広げて、彼らに関係してくる重要な登場人物を何人か出しました。まだ色々と伏せていることが多いですけど、次巻あたりからそれも少しずつ明らかにしていくつもりです。




　最後に謝しや辞じを。イラストの純じゆんさん、担当の鳥とり居いさんを始め、この本に関わって下さった皆さん、そして今、この本を手にとって下さっている皆さんに感謝の意を。楽しんでいただけたらとても嬉うれしいです。

　よろしければ三巻もお付き合い下さい。




　三巻は秋頃ごろに出る予定です。次は……狩りの話になりそうです。
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三み上かみ 延えん

１９７１年生まれ。神奈川県出身。東京都在住。昔からイベントには裏切られがちです。まともに目的を果たせたことはめったにありません。最近はそういうものだと諦めています。写真は桜島の展望台に行った時のもの。心の目で見ました。
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イラスト／純すみ 珪けい一いち

黒が大好き黒い絵師。

またまた三上氏と組んで作品を作る事になりました。

今回はいっぱい甲冑（ちょっと違う？）を描けそうなので甲冑好きな自分は気合十分で取り組んでおります。

「俺のココロに鎧が奔る！」










天てん空くうのアルカミレスII




テスタコーダの鬼おに
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